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(57)【要約】
　１人以上の提出者から収集フォルダにファイルを収集
するコンテンツ管理システム。収集フォルダを生成する
収集者は、カスタマイズ可能なファイルリクエストを介
して１人以上の提出者に収集フォルダへの１つ以上のフ
ァイルの提出を招待しうる。１人以上の提出者は、収集
フォルダへの制限された権限を有する。制限された権限
はアップロードする権限は含み、収集フォルダに関連付
けられた他の提出者が提出したファイルを提出者が閲覧
することは禁じうる。したがって、収集フォルダは１人
以上の提出者からのファイルは格納できるが、他人の提
出物を閲覧することを防ぐことができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータ実施方法であって、
　　コンテンツ管理システムが、第一のユーザアカウントから、１人以上の提出者からの
１つ以上のコンテンツアイテムを収集する際に使用するファイルリクエストを作成するた
めのリクエストを受信することと、
　　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストのための収集フォルダであ
って、前記第一のユーザアカウントに関連付けられた前記収集フォルダを作成することと
、
　　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストへのリンクであって、提出
者が１つ以上のコンテンツアイテムを前記ファイルリクエストに提出することを可能にす
る前記リンクを生成することと、
　を含むことを特徴とするコンピュータ実施方法。
【請求項２】
　前記コンテンツ管理システムが、生成済の前記リンクを１人以上の提出者へ配信するこ
とをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項３】
　　前記コンテンツ管理システムが、生成済の前記リンクを介して前記ファイルリクエス
トへコンテンツアイテムを提出するリクエストを受信することと、
　　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストに対する前記コンテンツア
イテムを前記収集フォルダに格納することと、
　をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項４】
　前記コンテンツアイテムを格納することが、
　　前記コンテンツ管理システムが、前記コンテンツアイテムに対する固有のファイル名
であって、前記ファイルリクエストに対する名前および前記提出者を識別する情報を含む
前記固有のファイル名を生成することと、
　　前記コンテンツ管理システムによって、前記固有のファイル名を用いて前記コンテン
ツアイテムを格納することと、
　をさらに含むことを特徴とする請求項３に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項５】
　コンテンツアイテムを提出するリクエストを受信することが、
　第二のユーザアカウントから前記リクエストを受信することを含むことを特徴とする請
求項３に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項６】
　前記提出者が前記コンテンツ管理システムの第二のユーザアカウントにログインし、前
記提出者を識別する前記情報が前記第二のユーザアカウントからのものであることを特徴
とする請求項４に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項７】
　前記提出者が前記収集フォルダに対する制限された権限を有し、前記制限された権限は
、前記ファイルリクエストへ１つ以上のコンテンツアイテムを追加するための提出権限を
有効にし、ある提出者に別の提出者が追加したコンテンツアイテムの閲覧を禁じることを
特徴とする請求項１に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項８】
　前記制限された権限はさらに、提出者に当該提出者が提出したコンテンツアイテムの閲
覧を可能にすることを特徴とする請求項７に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項９】
　前記制限された権限はさらに、提出者に前記第一のユーザアカウントによって権限が与
えられた１つ以上のコンテンツアイテムの閲覧を可能にすることを特徴とする請求項７に
記載のコンピュータ実施方法。
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【請求項１０】
　前記ファイルリクエストへコンテンツアイテムを提出するリクエストが、
　前記コンテンツ管理システムが、前記提出者に関連付けられたクライアント装置から前
記コンテンツアイテムをアップロードすることを含むことを特徴とする請求項３に記載の
コンピュータ実施方法。
【請求項１１】
　前記ファイルリクエストへコンテンツアイテムを提出するリクエストが、
　前記コンテンツ管理システムが、前記提出者に関連付けられた前記コンテンツ管理シス
テムの第二のユーザアカウントから前記コンテンツアイテムをコピーすることを含むこと
を特徴とする請求項３に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項１２】
　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストを非アクティブ化することで
あって、前記非アクティブ化は、生成済の前記リンクを介して前記提出者が前記ファイル
リクエストにアクセスすることを禁じることをさらに含むことを特徴とする請求項１に記
載のコンピュータ実施方法。
【請求項１３】
　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストを再アクティブ化することで
あって、前記再アクティブ化は、生成済の前記リンクを介して前記提出者が前記ファイル
リクエストにアクセスすることを可能にすることをさらに含むことを特徴とする請求項１
２に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項１４】
　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストへの第二のリンクであって、
第二の提出者が１つ以上のコンテンツアイテムを前記ファイルリクエストに提出すること
を可能にする前記第二のリンクを生成することをさらに含むことを特徴とする請求項１に
記載のコンピュータ実施方法。
【請求項１５】
　システムであって、
　　プロセッサと、
　　プロセス実行可能命令を格納するコンピュータ可読記憶媒体と
　を備えるシステムであって、
　前記プロセス実行可能命令は、プロセッサに、
　　第一のユーザアカウントから、コンテンツ管理システムに、１人以上の提出者からの
１つ以上のコンテンツアイテムを収集する際に使用するファイルリクエストを作成するた
めのリクエストを受信させ、
　　前記コンテンツ管理システムに、前記ファイルリクエストに対する収集フォルダであ
って、前記第一のユーザアカウントに関連付けられた前記収集フォルダを作成させ、
　　前記コンテンツ管理システムに、前記ファイルリクエストへのリンクであって、提出
者が１つ以上のコンテンツアイテムを前記ファイルリクエストに提出することを可能にす
る前記リンクを生成させる、
　ことを特徴とするシステム。
【請求項１６】
　前記コンテンツ管理システムが、生成済の前記リンクを１人以上の提出者へ配信するこ
とをさらに含むことを特徴とする請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記コンテンツ管理システムが、生成済の前記リンクを介して前記ファイルリクエスト
へコンテンツアイテムを提出するリクエストを受信し、
　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストに対する前記コンテンツアイ
テムを前記収集フォルダに格納することをさらに含むことを特徴とする請求項１５に記載
のシステム。
【請求項１８】
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　前記コンテンツアイテムを格納することが、
　　前記コンテンツ管理システムが、前記コンテンツアイテムに対する固有のファイル名
であって、前記ファイルリクエストに対する名前および前記提出者を識別する情報を含む
前記固有のファイル名を生成し、
　　前記コンテンツ管理システムが、前記固有のファイル名を用いて前記コンテンツアイ
テムを格納すること、
　を含むことを特徴とする請求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
　コンテンツアイテムを提出するリクエストを受信することが、
　第二のユーザアカウントから前記リクエストを受信することを含むことを特徴とする請
求項１７に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記提出者が前記コンテンツ管理システムの第二のユーザアカウントにログインし、前
記提出者を識別する前記情報が前記第二のユーザアカウントからのものであることを特徴
とする請求項１８に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記提出者が前記収集フォルダに対する制限された権限を有し、前記制限された権限は
、前記ファイルリクエストへ１つ以上のコンテンツアイテムを追加するための提出権限を
有効にし、ある提出者に別の提出者が追加したコンテンツアイテムの閲覧を禁じることを
特徴とする請求項１５に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記制限された権限はさらに、提出者に当該提出者が提出したコンテンツアイテムの閲
覧を可能にすることを特徴とする請求項２１に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記制限された権限はさらに、提出者に前記第一のユーザアカウントによって権限が与
えられた１つ以上のコンテンツアイテムの閲覧を可能にすることを特徴とする請求項２１
に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記ファイルリクエストへコンテンツアイテムを提出するリクエストが、
　前記コンテンツ管理システムが、前記提出者に関連付けられたクライアント装置から前
記コンテンツアイテムをアップロードすることを含むことを特徴とする請求項１７に記載
のシステム。
【請求項２５】
　前記ファイルリクエストへコンテンツアイテムを提出するリクエストが、
　前記コンテンツ管理システムが、前記提出者に関連付けられた前記コンテンツ管理シス
テムの第二のユーザアカウントから前記コンテンツアイテムをコピーすることを含むこと
を特徴とする請求項１７に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストを非アクティブ化することで
あって、前記非アクティブ化は、生成済の前記リンクを介して前記提出者が前記ファイル
リクエストにアクセスすることを禁じることをさらに含むことを特徴とする請求項１５に
記載のシステム。
【請求項２７】
　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストを再アクティブ化することで
あって、前記再アクティブ化は、生成済の前記リンクを介して前記提出者が前記ファイル
リクエストにアクセスすることを可能にすることをさらに含むことを特徴とする請求項２
６に記載のシステム。
【請求項２８】
　システムであって、
　　少なくとも１つのプロセッサと、
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　　第一のユーザアカウントから、コンテンツ管理システムによって、１人以上の提出者
からの１つ以上のコンテンツアイテムを収集する際に使用するファイルリクエストを作成
するためのリクエストを受信する手段と、
　　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストに対する収集フォルダであ
って、前記第一のユーザアカウントに関連付けられた前記収集フォルダを作成する手段と
、
　　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストへのリンクであって、提出
者が１つ以上のコンテンツアイテムを前記ファイルリクエストに提出することを可能にす
る前記リンクを生成する手段と、
　を含むことを特徴とするシステム。
【請求項２９】
　前記コンテンツ管理システムが、生成済の前記リンクを１人以上の提出者へ配信する手
段をさらに含むことを特徴とする請求項２８に記載のシステム。
【請求項３０】
　前記コンテンツ管理システムが、生成済の前記リンクを介して前記ファイルリクエスト
へコンテンツアイテムを提出するリクエストを受信する手段と、
　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストに対する前記コンテンツアイ
テムを前記収集フォルダに格納する手段と、
　をさらに含むことを特徴とする請求項２８に記載のシステム。
【請求項３１】
　前記コンテンツアイテムを格納することが、
　　前記コンテンツ管理システムが、前記コンテンツアイテムに対する固有のファイル名
であって、前記ファイルリクエストに対する名前および前記提出者を識別する情報を含む
前記固有のファイル名を生成する手段と、
　　前記コンテンツ管理システムが、前記固有のファイル名を用いて前記コンテンツアイ
テムを格納する手段と、
　を含むことを特徴とする請求項３０に記載のシステム。
【請求項３２】
　コンテンツアイテムを提出するリクエストを受信することが、
　第二のユーザアカウントから前記リクエストを受信する手段を含むことを特徴とする請
求項３０に記載のシステム。
【請求項３３】
　前記提出者が前記コンテンツ管理システムの第二のユーザアカウントにログインし、前
記提出者を識別する前記情報が前記第二のユーザアカウントからのものであることを特徴
とする請求項３１に記載のシステム。
【請求項３４】
　前記提出者が前記収集フォルダへの制限された権限を有し、前記制限された権限は、前
記ファイルリクエストへ１つ以上のコンテンツアイテムを追加するための提出権限を有効
にし、ある提出者に別の提出者が追加したコンテンツアイテムの閲覧を禁じることを特徴
とする請求項２８に記載のシステム。
【請求項３５】
　前記制限された権限はさらに、提出者に当該提出者が提出したコンテンツアイテムの閲
覧を可能にすることを特徴とする請求項３４に記載のシステム。
【請求項３６】
　前記制限された権限はさらに、提出者に前記第一のユーザアカウントによって権限が与
えられた１つ以上のコンテンツアイテムの閲覧を可能にすることを特徴とする請求項３４
に記載のシステム。
【請求項３７】
　前記ファイルリクエストへコンテンツアイテムを提出するリクエストが、
　前記コンテンツ管理システムが、前記提出者に関連付けられたクライアント装置から前



(6) JP 2018-513485 A 2018.5.24

10

20

30

40

50

記コンテンツアイテムをアップロードする手段を含むことを特徴とする請求項３０に記載
のシステム。
【請求項３８】
　前記ファイルリクエストへコンテンツアイテムを提出するリクエストが、
　前記コンテンツ管理システムが、前記提出者に関連付けられた前記コンテンツ管理シス
テムの第二のユーザアカウントから前記コンテンツアイテムをコピーする手段を含むこと
を特徴とする請求項３０に記載のシステム。
【請求項３９】
　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストを非アクティブ化する手段で
あって、前記非アクティブ化は、生成済の前記リンクを介して前記提出者が前記ファイル
リクエストにアクセスすることを禁じることをさらに含むことを特徴とする請求項２８に
記載のシステム。
【請求項４０】
　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストを再アクティブ化する手段で
あって、前記再アクティブ化は、生成済の前記リンクを介して前記提出者が前記ファイル
リクエストにアクセスすることを可能にすることをさらに含むことを特徴とする請求項３
９に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術はネットワークを通じてファイルを収集することに関連し、より具体的には、提
出者がその提出物のみを閲覧できるファイル提出物を収集するための収集フォルダに関連
する。
【０００２】
　本出願は、２０１５年４月１７日に出願された米国仮特許出願　６２／１４９，３３８
の利益および優先権を請求する、２０１５年１２月７日に出願された米国特許出願　１４
／９６０，９８４、題名「カスタマイズ可能なファイルリクエストを介したファイル提出
物を収集するための収集フォルダ（ＣＯＬＬＥＣＴＩＮＧ　ＦＯＬＤＥＲ　ＦＯＲ　ＣＯ
ＬＬＥＣＴＩＮＧ　ＦＩＬＥ　ＳＵＢＭＩＳＳＩＯＮＳ　ＶＩＡ　Ａ　ＣＵＳＴＯＭＩＺ
ＡＢＬＥ　ＦＩＬＥ　ＲＥＱＵＥＳＴ）」の利益および優先権を請求するものであり、そ
の両出願は、ここでそれらの全体を参照することで本明細書に明示的に含められる。
【発明の概要】
【０００３】
　従来のオンラインストレージシステムは、ユーザからファイルを収集できるオンライン
ストレージフォルダを提供する。そのようなシステムでは、招待されてオンラインストレ
ージフォルダへのアクセス権を受信するユーザは、オンラインストレージフォルダ内の全
てのファイルへのアクセス権を有する。例えば、教師は生徒に、各生徒がオンラインスト
レージフォルダ内の全てのファイルへのアクセス権を有する、オンラインストレージフォ
ルダへのアクセスを提供しうる。したがって、生徒がオンラインストレージフォルダへ宿
題を提出する場合、各生徒は他の生徒によって既に提出された宿題へのアクセス権を有す
る。そのような問題を回避するために、教師は各生徒に対して単一フォルダを提供しうる
。そのような状況は、付加的なオーバーヘッドを発生し、教師に各生徒の宿題をレビュー
するために各フォルダにアクセスすることを要求する。
【０００４】
　本開示の追加の特徴および利点は、以降の説明で説明され、部分的には詳細な説明から
明らかになるであろう、または本明細書で開示された本質の実施によって習得されうる。
本開示の特徴および利点は、添付の特許請求の範囲において特に指摘される機器の手段お
よび組合せによって実現および取得されうる。本開示のこれらの、および他の特徴は、以
降の説明と添付の特許明細の範囲からより完全に明らかになるであろう、または本明細書
で説明される本質の実施によって習得されうる。
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【０００５】
　コンテンツ管理システムのユーザアカウントの収集フォルダにファイルを収集するため
のシステム、方法、および非一時的コンピュータ可読記憶媒体が開示される。開示される
技術は、より少ないオーバーヘッドかつ、各提出者のファイルをレビューするために収集
者が個別のフォルダにアクセスする必要なしに、収集者が１人以上の提出者から１つの場
所にファイルを収集する当分野の必要性に対処する。解決法は、１つの収集フォルダ内に
ファイルを収集することを可能にする。加えて、提出者は、従来の収集システムとは異な
り、提出者が他の提出者からのファイルにアクセスおよび閲覧することを禁じる、制限さ
れた権限を有する。
【０００６】
　収集者にファイルリクエストのカスタマイズを可能にするためのシステム、方法、およ
び非一時的コンピュータ可読記憶媒体が開示される。ファイルリクエストを作成するとき
に、ユーザインタフェース（ＵＩ）は、収集者が何を、および／またはどのように提出物
が提出されるかを成業するためのパラメータを設定することを可能にすることができる。
開示される技術は、カスタマイズされたファイルリクエストに一致する提出物を受信する
ために、収集者がファイルリクエストを決定し、カスタマイズする当分野の必要性に対処
する。
【０００７】
　提出者および／または収集者が提出済みファイルに関連するコメントを追加することを
可能にするコメントインタフェースを提供するためのシステム、方法および非一時的コン
ピュータ可読記憶媒体が開示される。コメントインタフェースは、提出者および／または
収集者が他人と１つ以上のコメントを共有することを可能にする。開示される技術は、提
出者および／または収集者が、ファイルリクエストに応じて提出された提出物にコメント
することを可能にする当分野の必要性に対処する。
【０００８】
　収集者がソーシャルネットワークに投稿されたファイルリクエストのようなパブリック
なファイルリクエストの使用を可能にするためのシステム、方法、および非一時的コンピ
ュータ可読記憶媒体が開示される。開示される技術は、収集者が、ファイルリクエスト・
リンクのある電子メールメッセージを受信する１人以上の提出者だけでなく、より多くの
観客へ及ぶことを可能にする当分野の必要性に対処する。
【０００９】
　収集者が提出物を悪性コンテンツについてスキャンさせることを可能にするためのシス
テム、方法、および非一時的コンピュータ可読記憶媒体が開示される。悪性コンテンツ検
出機能を使用することで、各提出物は、収集者が提出物へのアクセス権を有する前に悪性
コンテンツについてスキャンされうる。開示される技術は、コンテンツ管理システムまた
はユーザのアカウントにもたらされる悪性コンテンツと、潜在的に生じうる問題とを防ぐ
、当分野の必要性に対処する。
【００１０】
　収集者が提出物を盗用についてスキャンさせることを可能にするためのシステム、方法
、および非一時的コンピュータ可読記憶媒体が開示される。盗用検出機能を使用すること
で、各提出物は盗用されたコンテンツについてスキャンされることができ、検出されれば
、収集者に潜在的な盗用を知らせうる。開示される技術は、提出物が提出者自身の作品で
あることを保証しようとする当分野の必要性に対処する。
【００１１】
　収集者が、提出された写真内の人物またはオブジェクトにタグ付けするための顔および
／またはオブジェクト認識機能をトレーニングすることを可能にするシステム、方法、お
よび非一時的コンピュータ可読記憶媒体が開示される。顔および／またはオブジェクト認
識モジュールをトレーニングすることで、収集者は、１つ以上のタグ付けされた人物およ
び／またはオブジェクトを含むトークンを、トークンに基づいて追加の写真を提出するた
めにトークンを使用しうる１人以上の提出者に送信しうる。開示された技術は、収集者が
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１人以上の提出者から追加の写真を収集することを可能にする当分野の必要性に対処する
。
【００１２】
　収集者が１つのフォルダに写真をリクエストすることを可能にするためのシステム、方
法、および非一時的コンピュータ可読記憶媒体が開示される。写真ファイルリクエストを
使用することで、提出者は写真ファイルリクエストに応じて写真を提出することが可能に
なる。開示される技術は、収集者が１人以上の提出者から写真を収集し、全ての写真を収
集フォルダに格納させることを可能にする当分野の必要性に対処する。
【００１３】
　アドミニストレータが、企業に関連するファイルリクエスト／収集フォルダをモニタし
、閲覧、および制御することを可能にするためのシステム、方法、および非一時的コンピ
ュータ可読記憶媒体が開示される。運営管理制御とダッシュボードとを使用することで、
アドミニストレータはファイル提出をモニタ、閲覧、および制御し、ファイルリクエスト
の観点から収集者及び提出者の権限を制御しうる。開示される技術は、アドミニストレー
タが、企業の人物とそのファイルリクエスト機能の使用を制御、閲覧、およびモニタする
当分野の必要性に対処する。
【００１４】
　収集者がファイルリクエストに応じて提出物を収集するために電子メールを使用するこ
とを可能にするためのシステム、方法、および非一時的コンピュータ可読記憶媒体が開示
される。ファイルリクエスト・リンクではなく電子メールを使用することで、１人以上の
提出者は、１つ以上のファイルをアップロードするために、ウェブサイトにアクセスさせ
られるのではなく、ファイルリクエストについての電子メールリクエストへ返信しうる。
開示される技術は、ファイルリクエスト・リンクを介していないファイル提出を得るため
に、収集者が別の方法を提供するための必要性に対処する。
【００１５】
　収集者がファイルリクエストに応じて、１人以上の提出者および／または他人と提出物
を共有することを可能にするためのシステム、方法、および非一時的コンピュータ可読記
憶媒体が開示される。閉鎖および公開機能を使用することで、提出物が完全であるとみな
されると、収集者は１つ以上の提出者および／または他人と提出物を共有することができ
る。開示される技術は、収集者が、提出物を収集し、収集すると、１人以上の提出者およ
び／または他人と提出物を共有する当分野の必要性に対処する。
【００１６】
　収集者および提出者の役割以外の追加の役割を可能にするためのシステム、方法、およ
び非一時的コンピュータ可読記憶媒体が開示される。閲覧者に収集フォルダへのアクセス
を可能にすることで、閲覧者は、提出者の提出物をモニタし、提出者がファイルリクエス
トに応答したことを保証することができる。開示される技術は、親、または提出者がチー
ムに代わって行動している場合にはチームの他のメンバーのような、ファイルリクエスト
に応答する際の提出者の監督のための当分野の必要性に対処する。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
　本開示の上記および他の利点ならびに特徴は、添付の図面に示される特定の実施形態を
参照することで明らかになるであろう。これらの図面は、本開示の例示的な実施形態のみ
を示しており、それゆえ、その範囲を限定するものではないと理解され、本明細書の本質
は、添付の図面の使用を通じて、追加の特異性および詳細を用いて説明および記述される
。
【図１】例示的な実施形態に従う、装置およびネットワークの構成のブロック図である。
【図２Ａ】例示的な実施形態に従う、リンク型の収集モジュールのコンポーネントのブロ
ック図である。
【図２Ｂ】例示的な実施形態に従う、悪性コンテンツ検出システムのコンポーネントのブ
ロック図である。
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【図３】例示的な実施形態に従う、収集フォルダの生成方法のフローチャートである。
【図４Ａ】例示的な実施形態に従う、空のユーザのアカウントに対するホームページＵＩ
である。
【図４Ｂ】例示的な実施形態に従う、空でないユーザのアカウントに対するホームページ
ＵＩである。
【図５Ａ】例示的な実施形態に従う、収集フォルダを作成するための初期ホームページＵ
Ｉである。
【図５Ｂ】例示的な実施形態に従う、「新規ファイルリクエストの作成」ボタンが選択さ
れている、収集フォルダを作成するための初期ホームページＵＩである。
【図６】例示的な実施形態に従う、収集者からの情報を要求するプロンプトを描画するた
めの方法のフローチャートである。
【図７Ａ】例示的な実施形態に従う、プロンプトを描画する初期ＵＩである。
【図７Ｂ】例示的な実施形態に従う、カスタマイズＵＩである。
【図７Ｃ】例示的な実施形態に従う、収集者がホワイトラベルとしてえらびうるファイル
を表示するファイルリストＵＩである。
【図７Ｄ】例示的な実施形態に従う、テンプレートファイルを表示するＵＩである。
【図８Ａ】例示的な実施形態に従う、提出者招待ＵＩである。
【図８Ｂ】例示的な実施形態に従う、第二の提出者招待ＵＩである。
【図９Ａ】例示的な実施形態に従う、ファイルアップロードＵＩである。
【図９Ｂ】例示的な実施形態に従う、収集フォルダにアップロードされたファイルを格納
する方法のフローチャートである。
【図１０】例示的な実施形態に従う、１つ以上のアップロードされたファイルをスキャン
する方法のフローチャートである。
【図１１】例示的な実施形態に従う、１つ以上のアップロードされたファイルの盗用を検
出する方法のフローチャートである。
【図１２Ａ】例示的な実施形態に従う、ユーザが提出へのコメントを提供することを可能
にする方法のフローチャートである。
【図１２Ｂ】例示的な実施形態に従う、ユーザのアカウントにおいてファイルをリスト化
するファイルリストＵＩである。
【図１２Ｃ】例示的な実施形態に従う、選択されたファイルを描画する閲覧ＵＩである。
【図１２Ｄ】例示的な実施形態に従う、展開されたコメントセクションを描画するＵＩで
ある。
【図１２Ｅ】例示的な実施形態に従う、展開されたコメントセクションにおけるコメント
を描画するＵＩである。
【図１２Ｆ】例示的な実施形態に従う、展開されたコメントセクションにおける複数のコ
メントを描画するＵＩである。
【図１２Ｇ】例示的な実施形態に従う、コメント付きの写真を描画するＵＩである。
【図１３Ａ】例示的な実施形態に従う、ユーザが提出に関するチャットセッションを持つ
ことを可能にする方法のフローチャートである。
【図１３Ｂ】例示的な実施形態に従う、選択されたファイルとチャットアイコンを描画す
るＵＩである。
【図１３Ｃ】例示的な実施形態に従う、連絡先の状態を描画するＵＩである。
【図１３Ｄ】例示的な実施形態に従う、メッセージボックスを描画するＵＩである。
【図１３Ｅ】例示的な実施形態に従う、チャットセクションにおけるチャットメッセージ
を描画するＵＩである。
【図１３Ｆ】例示的な実施形態に従う、チャットセクションにおける複数のチャットメッ
セージを描画するＵＩである。
【図１３Ｇ】例示的な実施形態に従う、保存オプションを描画する保存ＵＩである。
【図１４Ａ】例示的な実施形態に従う、収集フォルダ上で顔および／またはオブジェクト
認識を利用する方法のフローチャートである。
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【図１４Ｂ】例示的な実施形態に従う、ファイルリクエストのプロンプトを描画するファ
イルリクエスト作成ＵＩである。
【図１４Ｃ】例示的な実施形態に従う、写真をアップロードするためのファイルアップロ
ードＵＩである。
【図１４Ｄ】例示的な実施形態に従う、写真フォルダのリストを描画するＵＩである。
【図１４Ｅ】例示的な実施形態に従う、認識ソフトウェアのトレーニングをするための方
法のフローチャートである。
【図１４Ｆ】例示的な実施形態に従う、選択された写真を描画する閲覧ＵＩである。
【図１４Ｇ】例示的な実施形態に従う、認識メニューオプションの第一セットを描画する
ＵＩである。
【図１４Ｈ】例示的な実施形態に従う、１つ以上の認識された顔を識別するためのプロン
プトを描画するＵＩである。
【図１４Ｉ】例示的な実施形態に従う、認識メニューオプションの第二セットを描画する
ＵＩである。
【図１４Ｊ】例示的な実施形態に従う、認識メニューオプションの第三セットを描画する
ＵＩである。
【図１５Ａ】例示的な実施形態に従う、ファイルリクエスト・トリガを作成するための方
法のフローチャートである。
【図１５Ｂ】例示的な実施形態に従う、メニューオプションのリストを描画するメニュー
である。
【図１５Ｃ】例示的な実施形態に従う、電子メール・メニューオプションのリストを描画
するメニューである。
【図１５Ｄ】例示的な実施形態に従う、トリガ電子メール・メニューオプションのリスト
を描画するメニューである。
【図１５Ｅ】例示的な実施形態に従う、ファイルリクエスト・トリガを作成するための方
法のフローチャートである。
【図１５Ｆ】例示的な実施形態に従う、ファイルリクエストを生成するプロンプトを描画
するＵＩである。
【図１６Ａ】例示的な実施形態に従う、収集電子メールアドレスを作成するための方法の
フローチャートである。
【図１６Ｂ】例示的な実施形態に従う、描画された電子メールである。
【図１７Ａ】例示的な実施形態に従う、収集フォルダのコンテンツを公開するための方法
のフローチャートである。
【図１７Ｂ】例示的な実施形態に従う、描画された公開メニューオプションを備えるＵＩ
である。
【図１７Ｃ】例示的な実施形態に従う、レイアウトメニューオプションを描画するＵＩで
ある。
【図１７Ｄ】例示的な実施形態に従う、公開メニューオプションを描画するＵＩである。
【図１８Ａ】例示的な実施形態に従う、収集フォルダを管理する方法のフローチャートで
ある。
【図１８Ｂ】例示的な実施形態に従う、ファイルリクエスト・アイコンを描画する第三者
のウェブサイトである。
【図１９Ａ】例示的な実施形態に従う、収集フォルダを管理する方法のフローチャートで
ある。
【図１９Ｂ】例示的な実施形態に従う、収集フォルダのホームページである。
【図１９Ｃ】例示的な実施形態に従う、収集フォルダｖａｃａｔｉｏｎ　ｐｈｏｔｏｓを
生成するための第一の提出ページである。
【図１９Ｄ】例示的な実施形態に従う、収集フォルダｖａｃａｔｉｏｎ　ｐｈｏｔｏｓを
生成するための第二の提出ページである。
【図１９Ｅ】例示的な実施形態に従う、収集フォルダｖａｃａｔｉｏｎ　ｐｈｏｔｏｓが
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作成された後の収集フォルダのホームページである。
【図１９Ｆ】例示的な実施形態に従う、選択されているＦｉｎａｌ　ｐａｐｅｒｓの収集
フォルダである。
【図１９Ｇ】例示的な実施形態に従う、収集者が収集フォルダを非アクティブ化すること
を可能にするファイルリクエストの編集ページである。
【図１９Ｈ】例示的な実施形態に従う、Ｆｉｎａｌ　ｐａｐｅｒｓ　の収集フォルダが作
成された後の収集フォルダのホームページである。
【図１９Ｉ】例示的な実施形態に従う、非アクティブなリクエストのホームページである
。
【図１９Ｊ】例示的な実施形態に従う、収集者が収集フォルダをアクティブ化することを
可能にするファイルリクエストの編集ページである。
【図２０Ａ】例示的な実施形態に従う、アクティビティログを生成する方法のフローチャ
ートである。
【図２０Ｂ】例示的な実施形態に従う、アクティビティログを描画するＵＩである。
【図２１Ａ】例示的な実施形態に従う、アクティビティログを生成する方法のフローチャ
ートである。
【図２１Ｂ】例示的な実施形態に従う、ステータスファイルと共にフォルダ内のファイル
リストを描画するファイルリストＵＩである。
【図２１Ｃ】例示的な実施形態に従う、描画されたステータスファイルである。
【図２２Ａ】例示的な実施形態に従う、本技術の様々な実施形態を実施するためのシステ
ムのブロック図である。
【図２２Ｂ】別の例示的な実施形態に従う、本技術の様々な実施形態を実施するためのシ
ステムのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本開示の様々な実施形態を詳細に述べる。特定の実施が述べられる一方、これは
説明を目的としてのみ行われることを理解されたい。当業者は、本開示の精神と範囲とか
ら逸脱することなく、他のコンポーネントおよび構成を用いることができることを認識す
るであろう。
【００１９】
　本開示にわたって適用されるいくつかの定義をここで提示する。「結合され」という用
語は、直接的または介在するコンポーネントを通じて間接的に接続されるものと定義され
、物理的な接続に限定する必要はない。「通信可能に結合され」という用語は、直接的ま
たは介在するコンポーネントを通じて間接的に接続されるものと定義され、接続は必ずし
も物理的な接続には限定されないが、説明されるコンポーネント間のデータ転送に対応す
る接続である。「備える」、「含む」、および「有する」という用語は、本開示では区別
せずに用いられる。「備える」、「含む」、および「有する」という用語は、記載された
ものを含むことを意味するが、必ずしもそれらに限定されるものではない。「コンテンツ
」、「コンテンツアイテム」および「ファイル」という用語は、本開示では区別せずに用
いられる。「コンテンツ」、「コンテンツアイテム」および「ファイル」という用語は、
ユーザが収集フォルダに格納するためにコンテンツ管理システムに提出する物を意味する
。
【００２０】
　１つ以上の実施形態では、コンテンツ管理システムは１人以上の提出者から１つ以上の
ファイルを収集するために用いるリンクを生成するためのリクエストを受信する。リクエ
ストはコンテンツ管理システムのアカウントを有するユーザから来うる。そのようなユー
ザは収集者と呼ばれうる。１人以上の提出者は、コンテンツ管理システムにアカウントを
有してもよく、コンテンツ管理システムにアカウントを有していなくてもよく、またはそ
れらの任意の組み合わせであってもよい。ファイルリクエストに応じて、コンテンツ管理
システムは、ファイルリクエストの名前、１人以上の提出者からの収集済ファイルを格納
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するために指定された収集フォルダの名前、および各提出者の電子メールアドレスを要求
することで、収集者に入力を求めうる。情報の受信に応じて、コンテンツ管理システムは
収集フォルダへのリンクを生成できる。コンテンツ管理システムは続いて１人以上の提出
者に電子メールを介して生成したリンクを配信できる。あるいは、収集者は、電子メール
、インスタントメッセージ、テキストメッセージ、またはウェブサイトへリンクを投稿す
る、若しくはリンクを配信するその他の手段を介して、１人以上の提出者に生成したリン
クを配信できる。例えば、収集者はソーシャルメディアのウェブサイトにリンクを打ち込
むことができる、またはリンクを貼り付けることができる。１人以上の提出者は１つ以上
のファイルを収集フォルダにアップロードできる。１人以上の提出者は、収集フォルダへ
の制限された権限を有しうる。制限された権限はアップロードする権限は含むが、収集フ
ォルダに関連付けられた他の提出者が提出したファイルを提出者が閲覧することは禁じて
もよい。したがって、収集フォルダは１人以上の提出者からのファイルは格納できるが、
他人からの提出物を閲覧することを防ぐことができる。アップロードされたファイルは、
悪性コードおよび／または盗用コンテンツをスキャンされうる。さらに、収集者は１つ以
上の収集フォルダをアクティブ化と非アクティブ化できる。アクティブ化された収集フォ
ルダは、提出者がアクティブ化された収集フォルダにファイルを提出することを許可し、
非アクティブ化されたフォルダは提出者が非アクティブ収集フォルダにアクセスすること
を禁止する。収集者はアクティブ化された収集フォルダと非アクティブ化された収集フォ
ルダとにアクセスできる。
【００２１】
　図１を参照し、例示的な実施形態に従う装置およびネットワークの構成のブロック図が
説明される。システム１００では、電子装置がコンテンツおよび他のデータを交換する目
的のためにネットワークを介して通信する。システム１００は、インターネットのような
広域ネットワークで用いるために構成されうる。しかしながら、本原理は電子装置の相互
通信を促進する多種多様なネットワーク構成に適用可能である。例えば、図１のシステム
１００のコンポーネントのそれぞれは、ネットワークで局所的なまたは分散的な形態で実
施されうる。
【００２２】
　システム１００では、ユーザは、直接的および／または間接的な通信によってネットワ
ーク１０４に接続されたクライアント装置１０２1、１０２2、...、１０２n（集団では「
１０２」で個別には「１０２i」）を通じてコンテンツ管理システム１０６と情報を交換
できる。ネットワーク１０４はローカル・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）または他の好
適な通信ネットワーク（例えば、インターネット、メトロポリタンエリア・ネットワーク
（ＭＡＮ）、広域ネットワーク（ＷＡＮ）、移動体、有線もしくは無線ネットワーク、プ
ライベートネットワーク、仮想プライベートネットワーク等）のような１つ以上の通信ネ
ットワークであってもよい。コンテンツ管理システム１０６は、デスクトップコンピュー
タ、モバイルコンピュータ、例えば携帯電話、スマートフォン、タブレットの携帯通信装
置、スマートテレビ、セットトップ・ボックス、および／または任意の他のネットワーク
対応の計算装置のような、様々な異なるクライアント装置１０２からの接続を支援できる
。クライアント装置１０２は、様々なタイプ、能力、オペレーティングシステムなどであ
りうる。さらに、コンテンツ管理システム１０６は、同時に複数のクライアント装置１０
２からの接続を受け入れ、情報を交換できる。
【００２３】
　ユーザは、クライアント装置１０２にインストールされたクライアントサイド・アプリ
ケーションを介してコンテンツ管理システム１０６と情報を交換できる。いくつかの実施
形態では、クライアントサイド・アプリケーションは、コンテンツ管理システム１０６に
特有のコンポーネントを含みうる。例えば、コンポーネントは、スタンドアローンアプリ
ケーション、１つ以上のアプリケーションプラグイン、および／またはブラウザ拡張機能
でありうる。しかしながら、ユーザは、クライアント装置１０２iにあり、コンテンツ管
理システム１０６と通信するよう構成される、ウェブブラウザのようなサードパーティの
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アプリケーションを介してもコンテンツ管理システム１０６と情報を交換できる。何れの
場合も、クライアントサイド・アプリケーションはコンテンツ管理システム１０６と情報
を交換するためにユーザに対してユーザインタフェース（ＵＩ）を提示できる。例えば、
ユーザは、ファイルシステムに統合されたクライアントサイド・アプリケーションを介し
て、またはウェブブラウザ・アプリケーションを用いて表示されたウェブページを介して
、コンテンツ管理システム１０６と情報を交換できる。
【００２４】
　コンテンツ管理システム１０６は、ユーザが誰であるかによって、および／または以下
でより詳細に説明されるフォルダに関連付けられたパラメータによって、ユーザがファイ
ルを格納し、同様にコンテンツの読み出し、修正、閲覧、および／または共有といった、
様々なコンテンツ管理タスクを実行することを可能にすることができる。さらに、コンテ
ンツ管理システム１０６は、ユーザが複数のクライアント装置１０２からファイルにアク
セスすることを可能にできる。例えば、提出者はネットワーク１０４を介してコンテンツ
管理システム１０６にファイルをアップロードするためにクライアント装置１０２ｉを利
用できる。ファイルはその後同一のクライアント装置１０２iまたは何らかの他のクライ
アント装置１０２jを用いてコンテンツ管理システム１０６から読み出されうる。
【００２５】
　多様なコンテンツ管理サービスを促進するために、ユーザはコンテンツ管理システム１
０６にアカウントを作成できる。アカウント情報はユーザアカウント・データベース１５
０で維持されうる。ユーザアカウント・データベース１５０は登録済ユーザのプロフィー
ル情報を格納できる。一部の例では、ユーザプロフィールの個人情報は、ユーザネームお
よび／または電子メールアドレスだけでありうる。しかしながら、コンテンツ管理システ
ム１０６は付加的なユーザ情報を受け入れるようにも構成されうる。コンテンツ管理シス
テム１０６は、例えば提出者のような非アカウントユーザの情報をユーザアカウント・デ
ータベース１５０に格納でき、ここで非アカウントユーザは、例えば収集者のユーザアカ
ウントなどのユーザアカウントに関連付けられる。
【００２６】
　ユーザアカウント・データベース１５０は、例えば無料もしくは有料といったアカウン
トタイプ、例えばファイル編集履歴のような利用情報、権限のある最大ストレージスペー
ス、使用されたストレージスペース、コンテンツストレージの位置、セキュリティ設定、
個人設定、データを共有するコンテンツ、等の、アカウント管理情報もまた含みうる。ア
カウント管理モジュール１２４はユーザアカウント・データベース１５０のユーザアカウ
ントの詳細を更新および／または取得するよう構成されうる。アカウント管理モジュール
１２４はコンテンツ管理システム１０６の任意の数の他のモジュールと情報を交換するよ
う構成されうる。
【００２７】
　アカウントは、アカウントに権限を与えられた１つ以上のクライアント装置からの、フ
ァイル、デジタルデータ、ドキュメント、テキストファイル、音声ファイル、動画ファイ
ルなどといったコンテンツを格納するために用いられうる。コンテンツは、フォルダまた
は、プレイリストやアルバムなどといった、異なる挙動とともにコンテンツアイテムをグ
ループ化する他のメカニズムを含みうる。例えば、アカウントは、任意のユーザからアク
セス可能な公開フォルダを含みうる。別の例では、アカウントは特定のユーザおよび／ま
たは特定のユーザが権限を与えた者のみにアクセス可能なプライベートフォルダを含みう
る。さらに別の例では、アカウントは、例えば収集者のようなアカウントユーザと、例え
ば提出者のようなユーザアカウントが権限を与えた者とのみにアクセス可能な収集フォル
ダを含みうる。各フォルダはウェブアクセス可能なアドレスが割り当てられうる。ウェブ
アクセス可能なアドレスへのリンクは、パブリックフォルダ、プライベートフォルダ、ま
たは収集フォルダのコンテンツにアクセスするために利用されうる。他の例では、アカウ
ントは、写真を対象として写真に特化した特定の属性と動作とを提供する写真フォルダ、
音声ファイルの再生および他の音声に関する動作を行うことができる能力を提供する音声
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フォルダ、または他の特別な目的のフォルダを含みうる。写真フォルダはパブリックフォ
ルダ、プライベートフォルダ、または収集フォルダでありうる。アカウントは、共有フォ
ルダ、収集フォルダ、または複数のユーザアカウントにリンクされ利用可能なグループフ
ォルダもまた含みうる。複数のユーザに対する権限は各フォルダで異なってもよい。
【００２８】
　コンテンツはコンテンツストレージ１６０に格納されうる。コンテンツストレージ１６
０はストレージ装置、複数のストレージ装置、サーバまたは複数のサーバでありうる。ス
トレージ装置、複数のストレージ装置、サーバまたは複数のサーバは、本明細書で説明さ
れる方法を実行するよう構成されうる。あるいは、コンテンツストレージ１６０は、１つ
以上の通信ネットワークを介してアクセス可能なクラウドストレージ・プロバイダまたは
ネットワークストレージでありうる。コンテンツアイテムがコンテンツ管理システム１０
６によってどこに格納されているのかをクライアント装置１０２が正確に知る必要がない
ように、コンテンツ管理システム１０６は、クライアント装置１０２から複雑さと詳細と
を隠すことができる。一変形例では、コンテンツ管理システム１０６は、クライアント装
置１０２iに現れるのと同じフォルダ階層でコンテンツアイテムを格納できる。しかしな
がら、コンテンツ管理システム１０６はコンテンツアイテムを自身の順番、配置、または
階層で格納できる。コンテンツ管理システム１０６は、コンテンツアイテムをネットワー
クアクセス可能なストレージ（ＳＡＮ）装置に、安価なディスクの冗長アレイ（ＲＡＩＤ
）などで格納できる。コンテンツストレージ１６０は、ＦＡＴ、ＦＡＴ３２、ＮＴＦＳ、
ＥＸＴ２、ＥＸＴ３、ＥＸＴ４、ＲｅｉｓｅｒＦＳ、ＢＴＲＦＳ、などのような、１つ以
上のパーティションタイプを用いてコンテンツアイテムを格納できる。
【００２９】
　コンテンツストレージ１６０は、コンテンツアイテム、コンテンツアイテムのタイプ、
およびコンテンツアイテムと様々なアカウント、フォルダ、もしくはグループとの関係を
表すメタデータもまた格納できる。メタデータはコンテンツアイテムに対するメタデータ
タグを含むことができ、コンテンツアイテムの一部として格納されることができ、または
個別に格納されることができる。一変形例では、コンテンツストレージ１６０に格納され
る各コンテンツアイテムには、システム全体で固有の識別子が割り当てられうる。
【００３０】
　コンテンツストレージ１６０は、重複ファイルまたはファイルの重複するセグメントを
識別することで、要求されるストレージ容量を削減できる。複数のコピーを格納する代わ
りに、コンテンツストレージ１６０は単一のコピーを格納し、続いて重複しているものを
当該シングルコピーにリンクするためのポインタまたは他のメカニズムを利用できる。同
様に、コンテンツストレージ１６０は、ファイルへの変更を追跡するファイルバージョン
制御、ファイルの異なるバージョン（バージョンツリーの分岐を含む）、および変更履歴
を利用することで、取消操作の能力を提供すると同時に、より効率的にファイルを格納で
きる。変更履歴は、元のファイルバージョンに適用された場合に、変更されたファイルの
バージョンを提供する変更のセットを含みうる。
【００３１】
　コンテンツ管理システム１０６は、１つ以上のクライアント装置１０２からのコンテン
ツの自動同期を支援するよう構成されうる。同期はプラットフォームに非依存でありうる
。すなわち、様々なタイプ、能力、オペレーティングシステム、などの複数のクライアン
ト装置１０２にわたり同期されうる。例えば、クライアント装置１０２iは、コンテンツ
管理システム１０６の同期モジュール１３２を介して、クライアント装置１０２iのファ
イルシステムのコンテンツと関連するユーザアカウント内のコンテンツとを同期するクラ
イアントソフトウェアを含みうる。一部の場合では、クライアントソフトウェアは、新規
、削除、修正、コピー、またはファイルもしくはフォルダの移動のような、指定フォルダ
およびそのサブフォルダでのコンテンツへの任意の変更を同期できる。クライアントソフ
トウェアは別個のソフトウェアアプリケーションでありうるし、オペレーティングシステ
ム内に既存のコンテンツ管理アプリケーション、またはそれらの何らかの組み合わせに統
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合されうる。既存のコンテンツ管理アプリケーションと統合するクライアントソフトウェ
アの一例では、ユーザはローカルフォルダのコンテンツを直接操作でき、一方でバックグ
ラウンドプロセスはローカルフォルダの変更をモニタし、これらの変更をコンテンツ管理
システム１０６に同期する。反対に、バックグラウンドプロセスはコンテンツ管理システ
ム１０６で更新されたコンテンツを認識してこれらの変更をローカルフォルダに同期でき
る。クライアントソフトウェアは同期操作の通知を提供でき、コンテンツ管理アプリケー
ション内のコンテンツステータスの表示直接提供できる。時には、クライアント装置１０
２iは利用可能なネットワーク接続を有しなくてもよい。この状況では、クライアントソ
フトウェアはリンクされたフォルダに対するファイルの変更をモニタして、ネットワーク
接続が利用可能な時にこれらの変更をコンテンツ管理システム１０６に後の同期のために
キューに入れうる。同様に、ユーザはコンテンツ管理システム１０６との同期を手動で停
止または一時停止できる。
【００３２】
　ユーザは、ユーザインタフェース（ＵＩ）モジュール１２２によって生成され供給され
るウェブインタフェースを介して、コンテンツを閲覧または操作できる。例えば、ユーザ
はウェブブラウザで、コンテンツ管理システム１０６によって提供されるウェブアドレス
にナビゲートできる。ファイルの新しいバージョンをアップロードするなど、ウェブイン
タフェースを通じて行われた、コンテンツストレージ１６０のコンテンツへの変更または
更新は、ユーザのアカウントに関連付けられた他のクライアント装置１０２へ逆伝搬され
うる。例えば、それぞれがクライアントソフトウェアを備える複数のクライアント装置１
０２は、単一のアカウントに関連付けられることができ、アカウントのファイルは複数の
クライアント装置１０２のそれぞれの間で同期されうる。
【００３３】
　コンテンツ管理システム１０６は、多様なクライアント装置１０２と連動するために通
信インタフェースモジュール１２０を含みうり、アプリケーション・プログラミング・イ
ンタフェース（ＡＰＩ）を介して他のコンテンツおよび／またはサービスプロバイダ１０
９1、１０９2、...、１０９n（まとめて「１０９」）と情報を交換できる。特定のソフト
ウェアアプリケーションは、ユーザの代わりにＡＰＩを介してコンテンツストレージ１６
０にアクセスできる。例えば、ユーザが、コンテンツの読み、書き、作成、削除、共有、
または操作のために認証情報を提供する際に、スマートフォンまたはタブレットコンピュ
ータ装置上のアプリケーション（またはアプリ）のようなソフトウェアパッケージは、コ
ンテンツ管理システム１０６に直接連絡を取ることができる。同様に、ＡＰＩは、ユーザ
がウェブサイトを通じてコンテンツストレージ１６０の全てまたは一部にアクセスするこ
とを可能にすることができる。
【００３４】
　コンテンツ管理システム１０６は、権限のあるクライアントおよびユーザのみがファイ
ルにアクセスできることを保証するために、ユーザ認証情報、セキュリティトークン、Ａ
ＰＩコール、特定のクライアント装置、その他を検証できるユーザ識別モジュール１２６
も含みうる。コンテンツ管理システム１０６は、コンテンツストレージ１６０にコンテン
ツアイテムを格納するコンテンツアイテム管理モジュール１２８を含みうる。コンテンツ
アイテム管理モジュール１２８は、コンテンツストレージ１６０に格納された各コンテン
ツアイテムの場所を識別するためのコンテンツディレクトリを含みうる。さらに、コンテ
ンツ管理システム１０６は、ファイル操作の集約、ユーザ動作、ネットワーク利用状況、
利用された全体のストレージスペース、および他の技術、利用状況、またはビジネスメト
リックを追跡してレポートできる分析モジュール１３４を含みうる。プライバシおよび／
またはセキュリティポリシーは、コンテンツ管理システム１０６に格納されたユーザデー
タへの権限のないアクセスを阻止できる。
【００３５】
　コンテンツ管理システム１０６は、１つ以上の収集フォルダにコンテンツを収集および
記憶を管理するために収集モジュール１３０を含みうる。収集フォルダのコンテンツは、
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１人以上のユーザ（「提出者」）によってアップロードされた１つ以上のファイルおよび
／またはアカウントが１つ以上の収集フォルダを含むユーザ（「収集者」）によってアッ
プロードされたコンテンツを含みうる。１人以上の提出者は、コンテンツ管理システム１
０６のアカウントを有する提出者、コンテンツ管理システム１０６にアカウントを有しな
い提出者、またはそれらの任意の組み合わせを含みうる。提出者は、１つ以上の収集フォ
ルダのコンテンツへの制限された権限を有してもよい。制限された権限は、提出者がアッ
プロードしたコンテンツのみを提出者が閲覧可能にし、他の提出者によってアップロード
されたコンテンツに対するアクセスを禁止する。１つ以上の実施形態では、制限された権
限は提出者のみがコンテンツをアップロードすることを可能にしてもよいが、提出者はア
ップロード済コンテンツにアクセスできない。１つ以上の実施形態では、提出者は収集者
によってアップロードされたコンテンツへのアクセスを有してもよい。収集者は、コンテ
ンツに関連付けられた１つ以上のパラメータを設定することにより、コンテンツへのアク
セスを制御できる。アクセスは、リード・オンリー・アクセス、コピー・オンリー・アク
セス、および／または差し替えアクセスを含みうる。リード・オンリー・アクセスは提出
者がコンテンツを閲覧することは可能にするが、コンテンツの編集はできない。コピー・
オンリー・アクセスは、新規コンテンツアイテムとして、提出者がコンテンツアイテムを
コピーし、コンテンツアイテムの編集及びコンテンツアイテムのアップロードすることを
可能にする。差し替えアクセスは、提出者が以前アップロードされたファイルを差し替え
ることを可能にする。
【００３６】
　いくつかの実施形態では、コンテンツ管理システム１０６は、コンテンツストレージ１
６０の各コンテンツアイテムの場所を識別するコンテンツディレクトリを維持するよう構
成されうる。コンテンツディレクトリは、コンテンツストレージに格納された各コンテン
ツアイテムに対する固有のコンテンツエントリを含みうる。コンテンツエントリは、コン
テンツ管理システム１０６のコンテンツアイテムの場所を識別するために用いられうるコ
ンテンツパスを含みうる。例えば、コンテンツパスはコンテンツアイテムの名前とコンテ
ンツアイテムに関連付けられたフォルダ階層とを含みうる。例えば、コンテンツパスは、
コンテンツアイテムが配置された収集フォルダまたは収集フォルダのパスとコンテンツア
イテムの名前とを含みうる。コンテンツ管理システム１０６は、適切なフォルダ階層にコ
ンテンツアイテムを提示するためにコンテンツパスを利用できる。コンテンツエントリは
、コンテンツストレージ１６０のコンテンツアイテムの場所を識別するコンテンツポイン
タをも含みうる。例えば、コンテンツポインタは、メモリ内のコンテンツアイテムの正確
なストレージアドレスを含みうる。いくつかの実施形態では、コンテンツポインタは、そ
れぞれがコンテンツアイテムの一部を収容する複数の場所を指し示してもよい。コンテン
ツパスとコンテンツポインタとに加え、コンテンツエントリは、コンテンツアイテムへの
アクセスを有する、ユーザ、例えば提出者または収集者を識別するユーザ識別子をも含み
うる。
【００３７】
　収集モジュール１３０は、ユニフォーム・リソース・ロケータ（ＵＲＬ）のような、ウ
ェブブラウザがコンテンツ管理システム１０６内の収集フォルダに何の認証もなしにアク
セスすることを可能にするカスタム・ネットワークアドレスを生成するよう構成されうる
。これを実現するために、収集モジュール１３０は、例えばユーザ、収集者、または提出
者、を適切に識別するために後に用いられることができる生成されたＵＲＬにコンテンツ
識別データを含み、収集フォルダへのアクセスを提供するように構成されうる。例えば、
収集モジュール１３０は生成されたＵＲＬにユーザアカウント識別子とコンテンツパスと
を含むよう構成されうる。ＵＲＬの選択時に、ＵＲＬに含められたコンテンツ識別データ
は、適切な収集フォルダを識別して収集フォルダへのアクセスを提供するために受信済み
のコンテンツ識別データを利用できるコンテンツ管理システム１０６に送信されうる。
【００３８】
　ＵＲＬの生成に加え、収集モジュール１３０は、収集フォルダへのＵＲＬが作成された



(17) JP 2018-513485 A 2018.5.24

10

20

30

40

50

ことを記録するようにも構成されうる。いくつかの実施形態では、収集フォルダは、収集
フォルダへのＵＲＬが作成されたかどうかを示すＵＲＬフラグを含みうる。例えば、ＵＲ
Ｌフラグは、収集フォルダへのＵＲＬが作成されていないことを示すために初期は０また
はｆａｌｓｅに設定されるブール値でありうる。収集モジュール１３０は、収集フォルダ
へのＵＲＬの生成後に、フラグの値を１またはｔｒｕｅに変更するよう構成されうる。
【００３９】
　いくつかの実施形態では、収集モジュール１３０は生成されたＵＲＬを非アクティブ化
するようにも構成されうる。例えば、各収集フォルダは、生成されたＵＲＬからのリクエ
ストに応じて収集フォルダが返されるべきかどうかを示すＵＲＬアクティブフラグもまた
含みうる。例えば、収集モジュール１３０は、ＵＲＬアクティブフラグが１またはｔｒｕ
ｅに設定される場合にのみ、生成されたリンクによってリクエストされる収集フォルダを
返すように構成されうる。したがって、ＵＲＬが生成された収集フォルダへのアクセスは
、ＵＲＬアクティブフラグの値を変更することで容易に制限されうる。これにより、収集
者が、収集フォルダの移動または生成されたＵＲＬの削除を必要とすることなく、収集フ
ォルダへのアクセスを制限することが可能になる。同じように、収集モジュール１３０は
、再度ＵＲＬアクティブフラグの値を１またはｔｒｕｅに変更することで、ＵＲＬを再ア
クティブ化することができる。収集者はしたがって新たなＵＲＬを生成する必要なしに収
集フォルダへのアクセスを容易に修復することができる。収集者はアクティブ化された収
集フォルダと非アクティブ化された収集フォルダへのアクセスを有する。提出者は、本明
細書で説明されるように、制限されたアクセス権のアクティブ収集フォルダへのアクセス
のみを有する。
【００４０】
　１つ以上の実施形態では、コンテンツ管理システム１０６は１つ以上のモジュールを含
みうる。例えば、コンテンツ管理システム１０６はカスタマイズモジュール１３６、テン
プレートモジュール１３８、電子メールモジュール１４０、コメントモジュール１４２、
盗用検出モジュール１４４、および／または認識モジュール１４６を含みうる。カスタマ
イズモジュール１３６は、収集者が、提出者に提出物の手引きおよび／または構造を提供
することによるファイルリクエストに対して設定／パラメータをカスタマイズすることを
可能にすることができる。テンプレートモジュール１３８は、収集者が各提出者にテンプ
レートファイルのコピーを提供することを可能にし、それによって各提出者が提出者のテ
ンプレートファイルのコピーを修正することを可能にすることができる。電子メールモジ
ュール１４０は、提出者が電子メールを介してファイルリクエストに応答することを可能
にすることができる、および／または電子メールメッセージ内の１つ以上のトリガワード
の入力に応じて収集者がファイルリクエストを要求することを可能にすることができる。
コメントモジュール１４２は例えば収集者および／または提出者であるユーザが、ファイ
ルリクエストおよび／または提出にコメントすることを可能にすることができる。盗用検
出モジュール１４４は、１つ以上の提出物が盗用についてスキャンされることを可能にす
ることができる。認識モジュール１４６は、収集者および／または提出者が写真内の人物
および／またはオブジェクトにタグ付けることを可能にすることができる。
【００４１】
　コンテンツ管理システム１０６が特定のコンポーネントで提示される一方、システム１
０６のアーキテクチャ構成は１つのありうる構成に過ぎず、より多いまたはより少ないコ
ンポーネントを備える他の構成もまた可能なことは当業者には明らかであろう。
【００４２】
　図２Ａを参照し、例示的な実施形態に従うリンク型の収集モジュール１３０のコンポー
ネントのブロック図を説明する。収集モジュール１３０は、収集者が、例えば収集リンク
のようなリンクを通じて、収集者に関連する収集フォルダへのアクセスを、例えば提出者
のような他者に提供できるようにする。示すように、収集モジュール１３０は、リンク生
成モジュール２０２、ファイルアクセス・モジュール２０４、リンク配信モジュール２０
６、リンク管理モジュール２０８、および収集データベース２１０を含みうる。リンク生
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成モジュール２０２は収集フォルダへのリンクを生成できる。ファイルアクセス・モジュ
ール２０４は、提出者がコンテンツをアップロードすることを可能にすることができる。
あるいは、ファイルアクセス・モジュール２０４は、生成されたリンクを介して提出者が
コンテンツをアップロードする、および／または提出者がアクセスする権限を有するコン
テンツにアクセスすることを可能にすることができる。リンク配信モジュール２０６は１
つ以上の提出者に１つ以上のリンクを配信できる。リンク管理モジュール３０８は、収集
者が生成されたリンクを閲覧することを可能にする。収集データベース２１０は、収集フ
ォルダ内のコンテンツに関する情報と、収集フォルダがアクティブ化されているか非アク
ティブ化されているかといった関連情報とを維持できる。
【００４３】
　リンク生成モジュール２０２は、収集フォルダまたは収集者によって特定される収集フ
ォルダに対応するリンクを生成するよう構成される。一実施形態では、ファイルリクエス
トの受信時に、リンク生成モジュール２０２は、収集フォルダの固有のフォルダ記述子と
、リンクとして機能する、固有のファイルの場所のパスもしくはＵＲＬとを生成する。共
有モジュール２０６は、収集フォルダ記述子と、ファイルの場所のパスまたはＵＲＬとの
関連付けを共有データベース２１０に保存する。いくつかの実施形態では、生成されたフ
ァイル収集リンクは、収集フォルダ記述子が収集フォルダリンクから推定することができ
ず、逆も同様であるように、収集フォルダ記述子から独立する。独立した収集フォルダ記
述子とファイルの場所のパスまたはＵＲＬとは、既知でなければ収集フォルダリンクを推
測またはリバースエンジニアリングが基本的に不可能であるようにすることで、違法行為
を防ぐ。一例として、ファイルＩＤが３Ｄ８Ｂ９９である収集フォルダ「Ｒｅｕｎｉｏｎ
」の場合、リンク生成モジュール２０２は、ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｓｅｒｖｉｃｅ．
ｃｏｍ／ｓ／２８ｒｔｉｚ６０８ｕ２ｍｎｃｏ／ＢＢＱ．ｐｄｆのような固有の（例えば
一方向パッドまたは疑似ランダム値）ＵＲＬを生成してもよく、ここでＵＲＬのコンポー
ネント２８ｒｔｉｚ６０８ｕ２ｍｎｃｏはリバースエンジニアリングできず、したがって
収集データベース２１０にエントリ＜３Ｄ８Ｂ９９，　ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｓｅｒ
ｖｉｃｅ．ｃｏｍ／ｓ／２８ｒｔｉｚ６０８ｕ２ｍｎｃｏ／ＢＢＱ．ｐｄｆ＞　を作成す
ることができない。一実施形態では、生成されたリンクはさらに短縮されうる。いくつか
の実施形態では、生成されたＵＲＬ　ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｓｅｒｖｉｃｅ．ｃｏｍ
／ｓ／２８ｒｔｉｚ６０８ｕ２ｍｎｃｏ／ＢＢＱ．ｐｄｆ　は、リンク短縮サービスを利
用して短縮ＵＲＬ（例えばｈｔｔｐ：／／ｄｂ．ｔｔ／ｘＯＦｏｕｎｗ）にさらに短縮さ
れ、元のリンクと短縮されたリンクとの間の付加的な関連性は、共有データベース２１０
に追加されうる。別の実施形態では、収集フォルダは、中間にある、より長い生成された
リンクとではなく、むしろ短縮されたリンクと直接的に関連付けられうる。
【００４４】
　他の実施形態では、収集者は同一の収集フォルダまたは複数の収集フォルダに対して、
複数の異なるリンクを生成できる。したがって、収集者は、複数の異なるリンクからの異
なる提出者に対する異なる選択を配信することで、収集フォルダまたは複数の収集フォル
ダへのアクセスをより選択的に制御することができる。これは、例えば、収集者が、収集
フォルダまたは複数の収集フォルダへの特定の提出者のアクセスを無効にし、一方で他の
提出者はファイルセットにアクセスすることを許可し続けることを可能にする（例えば、
収集フォルダまたは複数の収集フォルダへの特定の提出者のリンクを非アクティブ化する
一方、他の提出者のリンクをアクティブ状態に維持することにより）。他の実施形態では
、収集者は収集フォルダまたは複数の収集フォルダを非アクティブ化できる。収集フォル
ダまたは複数の収集フォルダを非アクティブ化することで、提出者は収集フォルダまたは
複数の収集フォルダにもうコンテンツをアップロードできない。加えて、提出者は、非ア
クティブ化すると指定された収集フォルダまたは複数の収集フォルダへのアクセスを禁止
される。
【００４５】
　さらに、収集フォルダリンクは多目的のため、いくつかの実施形態では、システムは、
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生成されたリンクにアプリケーション識別子を埋め込むことで、リンク内に特定の関連ア
プリケーションまたは複数アプリケーションへの参照を含めることができる。一例として
、所与の収集フォルダに対して生成されたリンクは、（「ａｐｐ＝１ｐｓ３ｑ」という部
分を介して）識別子「１ｐｓ３ｑ」に固有に関連付けられた何らかのアプリケーション（
例えばＭｉｃｒｏｓｏｆｔ　ＷｏｒｄまたはＭｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｖｉｓｉｏ）を収集フ
ォルダ内のファイルを閲覧するために用いられるべきであることを規定するＵＲＬ　ｈｔ
ｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｓｅｒｖｉｃｅ．ｃｏｍ？ａｐｐ＝１ｐｓ３ｑ／ｓ／２８ｒｔｉｚ
６０８ｕ２ｍｎｃｏ／ＢＢＱ．ｐｄｆ　でありうる。あるいは、リンクとアプリケーショ
ンまたはアプリケーションプラグインとの間の関連付けは、リンク内にアプリケーション
識別子を含めるよりむしろ、収集データベース２１０内のエントリとして作成されうる。
例えば、様々な実施形態において、ユーザは、収集フォルダ内のファイルを閲覧するため
の第一のアプリケーションの使用を規定する収集フォルダへの第一のリンクと、収集フォ
ルダ内のファイルを閲覧するための第二のアプリケーションの使用を規定する第二のリン
クとを生成してもよい。本例では、収集データベース２１０は２つの対応するエントリ、
すなわち＜収集ファイル識別子、第一リンク識別子、第一アプリケーション識別子＞と＜
収集ファイル識別子、第二リンク識別子、第二アプリケーション識別子＞とを順に収容で
きる。別の実施形態では、リンク型共有モジュール２６は、ファイルブラウザで使用する
適切なアプリケーションまたはアプリケーションプラグインを、収集フォルダのファイル
タイプに基づき選択するよう構成されてもよい。リンク型収集モジュール１３０は、収集
者が、特定のリンクを介してファイルがアクセスされた場合に、特定のファイルまたはフ
ァイルセットを開くべきアプリケーションを特定することも可能にしてもよい。
【００４６】
　＜悪性コード検出＞
　１つ以上の実施形態では、通信インタフェースモジュール１２０は、ＡＰＩを介して悪
性コンテンツ検出システム１７０と連動してもよい。通信インタフェースモジュール１２
０は、ネットワーク１０４を介してクライアント装置１０２を用いて提出者から提出物を
受信できる。提出物の受信に応じて、通信インタフェースモジュール１２０は、悪性コン
テンツ検出システム１７０に提出物を提供できる。通信インタフェースモジュール１２０
は、ネットワーク１０４を介して、および／または１つ以上の異なるネットワークを介し
て、悪性コンテンツ検出システム１７０に提出物を提供できる。１つ以上の異なる通信ネ
ットワークは、ローカル・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）および／または他の好適な通
信ネットワーク（例えば、インターネット、メトロポリタンエリア・ネットワーク（ＭＡ
Ｎ）、広域ネットワーク（ＷＡＮ）、移動体、有線もしくは無線ネットワーク、プライベ
ートネットワーク、仮想プライベートネットワーク等）でありうる。悪性コンテンツ検出
システム１７０は、提出物について、コンピュータウイルス、トロイ、マルウェアなどの
悪性コードをスキャンできる。
【００４７】
　図２Ｂを参照し、例示的な実施形態に従う悪性コンテンツ検出システムのコンポーネン
トのブロック図を説明する。悪性コンテンツ検出システム１７０は、ファイアウォール１
７２、通信モジュール１７４、一時記憶域１７６、認証モジュール１７８およびマルウェ
ア・スキャンツール１８０を含みうる。ファイアウォール１７２は、それぞれがソフトウ
ェアおよび／またはハードウェアである１つ以上のファイアウォールでありうる。ファイ
アウォール１７２は、任意の悪性コードがコンテンツ管理システム１０６に感染すること
を防止するのを補助できる。通信モジュール１７４はコンテンツ管理システム１０６との
間で提出物を送受信できる。一時記憶域モジュール１７６は受信した提出物を格納できる
。認証モジュール１７８は、権限のあるクライアントのみがコンテンツ管理システム１０
６にファイルを提出することを保証するように、ユーザ認証情報、セキュリティトークン
、ＡＰＩコール、特定のクライアント装置、およびその他を検証できる。あるいは、認証
モジュール１７８は、提出者に権限があることを保証するために、コンテンツ管理システ
ム１０６のユーザ識別モジュール１２６と通信できる。マルウェア・スキャンツール１８
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０は提出物について悪性コードをスキャンできる。悪性コードが検出されると、マルウェ
ア・スキャンツール１８０は提出物から悪性コードを除去するよう試みうる。除去が成功
する場合、または提出物が悪性コードを含まない場合、提出物は追加の処理のためにコン
テンツ管理システム１０６に提供されうる。除去が失敗すると、提出物はコンテンツ管理
システム１０６から隔離または削除されうる。マルウェア・スキャンツール１８０は、カ
スタムソフトウェア、または、いずれもがカリフォルニア州サンタクララのＭｃＡｆｅｅ
社から入手可能なＭｃＡｆｅｅ　ＡＶＥＲＴ　Ｖｉｒｕｓ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏ
ｎ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＭＡＶＩＳ）もしくはＭｃＡｆｅｅ　ＡｎｔｉＶｉｒｕｓ　Ｐｌｕｓ
、もしくはロシア連邦モスクワのＫａｓｐｅｒｓｋｙ社から入手可能なＫａｓｐｅｒｓｋ
ｙ　ＡｎｔｉＶｉｒｕｓ　ｓｏｆｔｗａｒｅのような市販の悪性コード・スキャンソフト
ウェア、でありうる。悪性コンテンツ検出システム１７０は、コンテンツ管理システム１
０６の一部でありうる、またはコンテンツ管理システム１０６に悪性コンテンツ検出を提
供するサードパーティのサービスでありうる。
【００４８】
　＜カスタマイズ＞
　図１を参照し、コンテンツ管理システム１０６は、収集者が提出物の手引きおよび／ま
たは構造を提出者に提供することでファイルリクエストに対する設定／パラメータをカス
タマイズすることを可能にすることができるカスタマイズモジュール１３６を含みうる。
カスタマイズの設定は、収集者が、ファイルリクエストに応じて提出者が提出できる提出
物の数を規定し、ファイルリクエストに応じて提出されるべきファイルタイプを規定し、
以前の提出物を提出者が上書き保存することを可能にし、アップロードのユーザインタフ
ェース（ＵＩ）のホワイトラベルを許可し、提出のためにテンプレートファイルを使用す
ることを可能にし、ファイルリクエストの締め切りを規定し、そして以前のファイルリク
エストを再度用いることを可能にすることを可能にすることができる。１つ以上の実施形
態では、カスタマイズの設定はデフォルト設定であってもよい。
【００４９】
　提出物の数の設定は、各提出者が提出できる提出物の数を制御できる。例えば、収集者
は各提出者がただ１つの提出物をアップロードするよう制限できる。別の例では、収集者
はユーザに同一のファイルリクエストに応じて複数の提出物を提出することを可能にする
ことができる。収集者は提出物の数を制御するために、数字の設定または無制限の設定を
選択できる。ファイルタイプ設定は、提出者が提出できるファイルタイプを制御できる。
例えば、ファイルタイプの設定は収集者が１つ以上のファイルタイプを選択することを可
能にすることができる。ファイルタイプは、．ｄｏｃ、．ｄｏｃｘ、．ｘｌｓ、．ｐｄｆ
、．ｚｉｐ、．ｍｏｖ、．ｊｐｇ、または他のファイルタイプを含むがこれらに限定され
ない。上書き保存設定は、提出者が以前の提出物の差し替えまたは上書き保存することを
、収集者が許可することを可能にする。提出者が以前の提出物を差し替えることを可能に
することで、上書き設定は収集フォルダに受信される提出物の数を削減できる。上書き保
存設定はｙｅｓが上書き保存を許可し、ｎｏが上書き保存を禁止する、ｙｅｓまたはｎｏ
の設定でありうる。ホワイトラベル設定は、収集者がアップロードページにロゴまたはテ
キストを表示させることを可能にすることができる。ホワイトラベル設定はｙｅｓがホワ
イトラベルを許可し、ｎｏがホワイトラベルを禁止する、ｙｅｓまたはｎｏの設定であり
うる。テンプレート設定は収集者がテンプレートファイルを使用することを可能にするこ
とができる。以下で説明するように、テンプレートモジュール１３８は各提出者に対して
テンプレートファイルのコピーを生成する。結果として、各提出者はテンプレートファイ
ルを修正し、修正したテンプレートファイルを収集フォルダに保存できる。例えば、教師
が宿題に対してテンプレートファイルを生成し、各生徒に生徒のテンプレートファイルを
修正させうる。結果として、各提出者はテンプレートファイルを修正し、修正したテンプ
レートファイルを収集フォルダに保存できる。本出願と同日出願される米国特許出願ＸＸ
／ＸＸＸ、ＸＸＸ、題名「テンプレートファイルの共有」は、その全体が本明細書に組み
込まれる。締め切り設定は、収集者が収集フォルダへのアップロードを許可する締め切り



(21) JP 2018-513485 A 2018.5.24

10

20

30

40

50

を設定することを可能にすることができる。以前のファイルリクエスト設定は、収集者が
以前のファイルリクエストを再利用することを可能にする。以前のファイルリクエスト設
定は、収集者が以前のファイルリクエストの描画されたリストから以前のファイルリクエ
ストを選択することを可能にする。選択されると、収集者は、以前のファイルリクエスト
の設定をカスタマイズするために１つ以上のカスタマイズ設定を選択できる。例えば、収
集者は新規ファイルリクエストに対して締め切りを更新できる。
【００５０】
　＜ユーザエクスペリエンスの例＞
　図３を参照し、例示的な実施形態に従う、収集フォルダの生成方法のフローチャートを
説明する。本方法を実行するために様々な方法が存在するため、例示的な方法３００は例
として提供される。以下で説明する方法３００は、例として図１および２Ａに示す構成を
用いて実行されることができ、これらの図の様々な構成要素が例示的な方法３００を説明
するために参照される。図３に示す各ブロックは、例示的な方法３００で実行される１つ
以上のプロセス、方法、またはサブルーチンを表す。例示的な方法３００はブロック３０
２で開始できる。
【００５１】
　ブロック３０２で、コンテンツ管理システム１０６内のユーザのアカウントにホームペ
ージＵＩを描画する。例えば、ＵＩモジュール１２２は、コンテンツ管理システム１０６
内のユーザのアカウントに対するホームページＵＩの描画を、収集者のクライアント装置
１０２i上に描画させる。描画は、ウェブブラウザを介してユーザのアカウントにアクセ
スする収集者に応じてされる。収集者のアカウントにアクセスするために、収集者は収集
者のクライアント装置１０２i上に描画されるウェブブラウザにドメイン名を入力できる
、または収集者のクライアント装置１０２iに表示されるアイコンをクリックできる。図
４Ａは、ユーザのクライアント装置１０２i上の描画されたホームページＵＩ４００を示
し、描画されたホームページＵＩ４００は、「ファイルリクエスト」メニューオプション
を有する左のメニューを備え、空のユーザのアカウントのためのものである。図４Ｂは、
ユーザのクライアント装置１０２i上の描画されたホームページＵＩ４１０を示し、描画
されたホームページ４１０は、「ファイルリクエスト」メニューオプションを有する左の
メニューを備え、ユーザのアカウントにフォルダとファイルとのリストを有する空ではな
いユーザのアカウントのためのものである。ユーザのアカウントに対するホームページＵ
Ｉを描画した後、方法３００はブロック３０４またはブロック３０６に進みうる。
【００５２】
　ブロック３０４では、ファイルリクエスト・メニューオプションの選択の受信に応じて
、収集フォルダを生成するための初期ホームページＵＩを描画する。例えば、ＵＩモジュ
ール１２２はファイルリクエスト・メニューオプションの選択を受信し、初期ホームペー
ジに、収集者のクライアント装置１０２上に描画される収集フォルダを生成させる。図５
Ａは収集フォルダを作成するための初期ホームページＵＩ５００を示す。加えて、図示す
るように、収集フォルダに関連する情報が描画されうる。例えば、追加情報は「ファイル
リクエストに名前をつけましょう」、「ファイルを要求したい人にリクエストを送りまし
ょう」、そして「ファイル提出物はあなたのドロップボックスに安全に同期されます」で
ありうる。図５Ｂは「新規ファイルリクエストの作成」ボタン５０２が選択された収集フ
ォルダを作成するための初期ホームページＵＩ５００を示す。収集フォルダを作成するた
めの初期ホームページＵＩ５００の描画は任意でありうる。収集フォルダを生成するため
の初期ホームページＵＩ５００の描画後、方法３００はブロック３０６に進みうる。
【００５３】
　ブロック３０６で、１人以上の提出者から１つ以上のファイルを収集する際に利用され
るリンクを生成するためのリクエストの受信に応じて収集者からの情報を要求するプロン
プトを描画する。リンクを生成するためのリクエストは、ファイルリクエスト・メニュー
オプションを選択した収集者か、または新規ファイルリクエストの作成を選択した収集者
からのものでありうる。例えば、ＵＩモジュール１２２はリンクを生成するためのリクエ
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ストを受信し、収集者からの情報を要求するプロンプトの描画を、収集者のクライアント
装置１０２i上に描画させる。プロンプトは様々な形態で描画されうる。例えば、収集者
に情報の入力を求める初期ＵＩは収集者のクライアント装置１０２i上に描画されうる。
【００５４】
　図６を参照して、例示的な実施形態に従う、収集者からの情報を要求するプロンプトを
描画するための方法のフローチャートを説明する。本方法を実行するために様々な方法が
存在するため、例示的な方法６００は例として提供される。以下で説明する方法６００は
、例として図１および２Ａに示す構成を用いて実行されることができ、これらの図の様々
な要素が例示的な方法６００を説明するために参照される。図６に示す各ブロックは、例
示的な方法６００で実行される１つ以上のプロセス、方法、またはサブルーチンを表す。
例示的な方法６００はブロック６０２で開始できる。
【００５５】
　ブロック６０２で、ファイルリクエストを作成するためのプロンプトを描画する。例え
ば、ＵＩモジュール１２２は、初期ＵＩを収集者のクライアント装置１０２i上に描画さ
せ、収集者にファイルリクエストの名前と、要求したファイルが格納されるべき場所を入
力するよう求める。例えば、図７Ａは、「ファイルリクエストにどのような名前をつけま
すか？」７０２と「リクエストファイルをどこに保存しますか？」７０４とのプロンプト
を描画する例示的な初期ＵＩ７００を示す。ファイルリクエストの作成のためのプロンプ
トの描画後、方法６００はブロック６０４に進みうる。
【００５６】
　ブロック６０４ではプロンプトへの応答を受信する。例えば、ＵＩモジュール１２２は
描画したプロンプトへの応答を受信する。ファイルリクエストの名前の提出に基づき、Ｕ
Ｉモジュール１２２は保存先の応答を自動入力できる。保存先の応答はファイルリクエス
トの名前に基づきうる。図７Ａを参照し、リクエストされるファイルは「Ｆｉｎａｌ　ｐ
ａｐｅｒｓ」と呼ばれ、収集されたファイルは収集者のユーザアカウント内のリクエスト
フォルダの下の「Ｆｉｎａｌ　ｐａｐｅｒｓ」収集フォルダ、例えば「／Ｒｅｑｕｅｓｔ
ｓ／Ｆｉｎａｌ　ｐａｐｅｒｓ」に格納されるであろう。収集者は、保存先の変更ボタン
７０６を選択することで保存先を変更できる。プロンプトへの応答の受信後、方法６００
はブロック６０６に進みうる。
【００５７】
　ブロック６０６で、ボタンの選択を受信する。例えば、ＵＩモジュール１２２はボタン
の選択を受信する。図７Ａを参照すると、収集者は、カスタマイズボタン７０８の選択に
よってファイルリクエストをカスタマイズでき、ファイルリクエストボタン７１０の選択
によってファイルリクエストを作成でき、および／またはキャンセルボタン７１２を選択
することでファイルリクエストを取り消すことができる。カスタマイズボタン７０８が選
択されると、方法６００はブロック６０８に進みうる。ファイルリクエストの作成ボタン
が選択されると、方法６００は図３のブロック３０８に進みうる。キャンセルボタンが選
択されると、方法６００は図３のブロック３０２に進みうる。
【００５８】
　ブロック６０８で、カスタマイズＵＩを描画する。例えば、ＵＩモジュール１２２およ
び／またはカスタマイズモジュール１３６は、カスタマイズＵＩを収集者のクライアント
装置１０２i上に描画させる。図７Ｂを参照し、カスタマイズＵＩは収集者のクライアン
ト装置１０２i上に描画され、カスタマイズ設定を示す。図示するように、収集者は、提
出物の数７２２、提出することができるファイルタイプ７２４、上書き保存７２６、ホワ
イトラベル７２８、締め切り７３０、盗用検出７３２、テンプレート７３４、以前のファ
イルリクエスト７３６、および役割７３８といった１つ以上の設定を規定することでファ
イルリクエストをカスタマイズできる。
【００５９】
　カスタマイズ設定は様々な手段を用いて設定されうる。以下は用いられうる１つの手段
である。「提出物の数」の設定７２２を選択することで、カスタマイズモジュール１３６
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は、提出者が提出できる提出物の最大数のために表示される異なる数を有するドロップダ
ウン・メニューを、収集者のクライアント装置１０２i上に描画させる。デフォルトの提
出物の数の設定７２２は１でありうる。提出者が許可される最大数より多く提出しようと
すると、ＵＩモジュール１２２は、提出者に提出者が提出物の最大数に達したことを知ら
せるメッセージを提出者のクライアント装置１０２i上に描画させる。「ファイルタイプ
」の設定７２４を選択することで、カスタマイズモジュール１３６は、異なるファイルタ
イプが表示されるドロップダウン・メニューを収集者のクライアント装置１０２i上に描
画させる。収集者は、許可される異なるファイルタイプの選択のために、１つ以上のドロ
ップダウン・メニューの選択を選択できる。デフォルトのファイルタイプの設定７２４は
全てでありうる。提出者が許可されないファイルタイプを読み込もうとすると、ユーザイ
ンタフェース・モジュール１２２は、提出者にファイルタイプが許可されないことを知ら
せるメッセージを提出者のクライアント装置１０２i上に描画させる。「上書き保存」設
定７２６を選択することで、収集者は、提出者が提出物を差し替えることを可能にまたは
拒否するために、ｙｅｓ（許可）またはｎｏ（禁止）を選択できる。デフォルトの上書き
保存の設定７２６は許可でありうる。「ホワイトラベル」設定７２８を選択することで、
収集者はホワイトラベルをつけるためにｙｅｓを、ホワイトラベルを付けないためにｎｏ
を選びうる。ｙｅｓが選択される場合、収集者はホワイトラベルの画像を含むファイルを
アップロードするよう求められうる。デフォルトのホワイトラベルの設定７２８はｎｏで
ありうる。「締め切り」設定７３０を選択することで、収集者は締め切りを決めるために
ｙｅｓを選び、締め切りを決めないようにｎｏを選びうる。ｙｅｓが選択される場合、収
集者が締め切り日を選べるカレンダーが描画されうる。加えて、収集者が締め切り時刻を
選択することを求めるドロップダウン・メニューが表示されうる。デフォルトの締め切り
の設定７３０はｎｏでありうる。「盗用」設定を選択することで、収集者はｙｅｓを選択
することで提出物を盗用についてスキャンをするか、またはｎｏを選択することで提出物
を盗用についてスキャンをしないかを決めることができる。デフォルトの盗用検出設定７
３２はｎｏでありうる。「テンプレート」設定７３４を選択することで、収集者はテンプ
レートを使用するためにｙｅｓを、テンプレートを使用しないようにｎｏを選びうる。ｙ
ｅｓが選択される場合、収集者はテンプレートファイルをアップロードするよう求められ
うる。デフォルトのテンプレート設定７３４はｎｏでありうる。「以前のファイルリクエ
スト」設定を選択することで、収集者は以前のファイルリクエストを使用するためにｙｅ
ｓを、以前のファイルリクエスト７３６を使用しないようにｎｏを選びうる。ｙｅｓが選
択される場合、収集者は以前のファイルリクエストを選択するよう求められうる。デフォ
ルトの以前のファイルリクエスト設定７３６はｎｏでありうる。「役割」設定７３８を選
択することで、収集者が提出者と提出者／閲覧者とを選ぶことを可能にするドロップダウ
ン・メニューが描画されうる。提出者の設定はユーザがファイルを提出することを可能に
する。提出者／閲覧者の設定は、提出者／ユーザがファイルを提出することを可能にし、
閲覧者は対応する提出者がファイルを提出したかどうかを見るために収集フォルダにアク
セスすることができる。閲覧者は、親もしくは保護者であってよく、閲覧のみの権限のよ
うな制限された権限を有する。閲覧者は、提出者と同様に、対応する提出者が提出したフ
ァイルのみを閲覧できる。１つ以上の実施形態では、収集者が提出者の電子メールアドレ
スの入力を求められるときに、収集者は閲覧者に対応する電子メールアドレスの入力を求
められうる。例えば、収集者は提出者の電子メールアドレスと閲覧者の電子メールアドレ
スとの間に「＆」を入力でき、または提出者と閲覧者との電子メールアドレスを分離可能
なフィールドにできる。１つ以上の実施形態では、提出者はファイルをアップロードする
ときに閲覧者の電子メールアドレスの入力を求められうる。収集者がホワイトラベルの設
定７２８を選択する場合、方法６００はブロック６１０に進みうる。収集者が締め切りの
設定を選択する場合、方法６００はブロック６１４に進みうる。収集者がテンプレートの
設定を選択する場合、方法６００はブロック６２２に進みうる。収集者が以前のファイル
リクエストの設定を選択する場合、方法６００はブロック６２６に進みうる。収集者が保
存ボタン７４０を選択する場合、方法６００はブロック６３０に進みうる。収集者がキャ
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ンセルボタン７４２を選択する場合、方法６００は図３のブロック３０８に進みうる。
【００６０】
　ブロック６１０で、ホワイトラベルファイルのリストを表示するファイルリストＵＩを
描画する。例えば、ＵＩモジュール１２２および／またはカスタマイズモジュール１３６
は、収集者がホワイトラベルのためのファイルを選択するためのホワイトラベルファイル
を表示するファイルリストＵＩを収集者のクライアント装置１０２i上に描画できる。図
７Ｃは、収集者がホワイトラベルのために選びうるファイルを表示するファイルリストＵ
Ｉ７５０を示す。ファイルリストを表示するファイルリストＵＩの描画後、方法６００は
ブロック６１２に進みうる。ブロック６１２で、ホワイトラベルのファイルの選択を受信
する。例えば、ＵＩモジュール１２２および／またはカスタマイズモジュール１３６は、
ホワイトラベルのために使用される描画されたファイルの選択を受信する。選択の受信後
、方法６００はブロック６０６に進みうる。
【００６１】
　ブロック６１４で、カレンダーを表示するＵＩを描画する。例えば、ＵＩモジュール１
２２および／またはカスタマイズモジュール１３６は、締め切りを選択するために収集者
にカレンダーを表示するＵＩを収集者のクライアント装置１０２i上に描画する。カレン
ダーを表示するＵＩの描画後、方法６００はブロック６１６に進みうる。ブロック６１６
で、締め切り日の選択を受信する。例えば、ＵＩモジュール１２２および／またはカスタ
マイズモジュール１３６は締め切り日を受信する。締め切り日の受信後、方法６００はブ
ロック６１８に進みうる。ブロック６１８で、時刻を表示するＵＩを描画する。例えば、
ＵＩモジュール１２２および／またはカスタマイズモジュール１３６は、締め切りを選択
するために収集者に時刻を表示するＵＩを収集者のクライアント装置１０２i上に描画す
る。時刻を表示するＵＩの描画後、方法６００はブロック６２０に進みうる。ブロック６
２０で、締め切り時刻を受信する。例えば、ＵＩモジュール１２２および／またはカスタ
マイズモジュール１３６は締め切り時刻を受信する。締め切り時刻の受信後、方法６００
はブロック６０６に進みうる。
【００６２】
　ブロック６２２で、テンプレートファイルのリストを表示するＵＩを描画する。例えば
、ＵＩモジュール１２２および／またはカスタマイズモジュール１３６は、テンプレート
ファイルを選択するためにテンプレートファイルのリストを表示するＵＩを収集者のクラ
イアント装置１０２i上に描画する。図７Ｄは、収集者がテンプレートのために選択する
ことができるテンプレートファイルを表示するＵＩ７６０を示す。テンプレートファイル
のリストを表示するＵＩの描画後、方法６００はブロック６２４に進みうる。ブロック６
２４で、テンプレートファイルの選択を受信する。例えば、ＵＩモジュール１２２および
／またはカスタマイズモジュール１３６はテンプレートファイルの選択を受信する。テン
プレートファイルの選択の受信後、方法６００はブロック６０６に進みうる。
【００６３】
　ブロック６２６で、以前のファイルリクエストを表示するＵＩを描画する。例えば、Ｕ
Ｉモジュール１２２および／またはカスタマイズモジュール１３６は、以前のファイルリ
クエストを選択するために以前のファイルリクエストのリストを表示するＵＩを収集者の
クライアント装置１０２i上に描画してもよい。例えば、図４Ｂは、収集者が選択できる
以前のファイルリクエストを表示するＵＩを示す。以前のファイルリクエストのリストを
表示するＵＩの描画後、方法６００はブロック６２８に進みうる。ブロック６２８で、以
前のファイルリクエストの選択を受信する。例えば、ＵＩモジュール１２２および／また
はカスタマイズモジュール１３６は、以前のファイルリクエストの選択を受信する。以前
のファイルリクエストの選択の受信後、方法６００はブロック６０６に進みうる。
【００６４】
　ブロック６３０で、カスタマイズ設定を格納する。例えば、ＵＩインタフェース１２２
および／またはカスタマイズモジュール１３６はカスタマイズ設定を格納し、ファイルリ
クエストと関連付けうる。カスタマイズ設定の格納後、方法６００は図３のブロック３０
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８に進みうる。
【００６５】
　図３を参照し、ブロック３０８で、要求された情報の受信に応じてリンクを生成する。
例えば、リンク生成モジュール２０２は、例えば収集者がアップロードされたファイルを
格納したい位置などの、プロンプトから受信した情報の少なくともいくらかを用いて、指
定された収集フォルダへの収集リンクを生成する。指定された収集フォルダが存在しない
場合、リンク生成モジュール２０２は収集フォルダを作成できる。リンク生成モジュール
２０２は生成された収集リンクを格納できる。生成された収集リンクは、１つ以上の位置
に格納されうる。例えば、生成された収集リンクは、収集に関連付けられ、コンテンツス
トレージ１６０および／またはアクティビティログに格納されうる。リンクの生成後、方
法３００はブロック３１０に進みうる。
【００６６】
　ブロック３１０で、提出者を識別するプロンプトを描画する。例えば、ＵＩモジュール
１２２は、収集者に１人以上の提出者の電子メールアドレスの入力を求める提出者招待Ｕ
Ｉを収集者のクライアント装置１０２iに描画する。図８Ａに示すように、提出者招待Ｕ
Ｉ８００は生成済の収集リンク８０２を描画する。本例では、収集リンクは「ｈｔｔｐｓ
：／／ｍｅｔａ－ｄｂｄｅｖ．ｄｅｖ．ｃｏｒｐ．ｄｒｏｐｂｏｘ．ｃｏｍ／ｄｒｏｐｓ
／４ｏｏＤ８ＱｇｄＭｈｑｔ．ＲｊｘＨｌ」である。生成済の収集リンクの描画は任意で
ある。提出者招待ＵＩ８００は、収集フォルダへコンテンツをアップロードするよう提出
者を招待するように、収集者に求めうる。例えば、プロンプトは「または電子メールで他
の人をファイルリクエストに招待」である。収集者は、招待ボックス８０４の中の１人以
上の提出者の１つ以上の電子メールアドレスを入力してもよい。あるいは、収集者は後で
使用するためにファイルリクエスト・リンクをコピーしてもよい。収集者が以前のファイ
ルリクエストを使用した場合、以前のファイルリクエストに関連付けられた電子メールお
アドレスが招待ボックスに自動入力されうる。ユーザが１つ以上の電子メールアドレスを
入力し、提出者招待ＵＩ８００上に描画される完了ボタン８０６を選択すると、方法３０
０はブロック３１２に進みうる。ユーザが１つ以上の電子メールアドレスを入力せず、提
出者招待ＵＩ８００上に描画される完了ボタン８０６を選択すると、方法３００はブロッ
ク３１６に進みうる。
【００６７】
　ブロック３１２で、メッセージのためのプロンプトを描画する。例えば、ＵＩモジュー
ル１２２は、ファイルリクエスト・リンクと共に１人以上の提出者に送信されるメッセー
ジを入力するよう収集者に求める第二の提出者招待ＵＩを、収集者のクライアント装置１
０２iに描画する。図８Ｂに示すように、第二の提出者招待ＵＩ８１０は、ファイルリク
エスト・リンク８０２、入力された電子メールアドレス８０４、およびコメントを入力す
るためのコメントボックス８１２を表示してもよい。生成された収集リンクの描画は任意
である。図８Ｂに示すように、例示的な電子メールアドレスはａｎｇｌｅａｌｌｉ＠ｄｒ
ｏｐｂｏｘ．ｃｏｍで、メッセージは「Ｈｅｙ！Ｕｐｌｏａｄ　ｙｏｕｒ　ｆｉｎａｌ　
ｐａｐｅｒｓ」である。ファイルリクエストを送信させるために、収集者は、第二の提出
者招待ＵＩ８１０上に描画される送信ボタン８１４を選択できる。または、収集者はファ
イルリクエストを取り消すために、第二の提出者招待ＵＩ８１０上に描画されるキャンセ
ルボタン８１６を選択できる。プロンプトへの情報の受信と送信ボタンの選択の受信後、
方法３００はブロック３１４に進みうる。
【００６８】
　ブロック３１４で、入力済みの電子メールアドレスと、入力されたのであればメッセー
ジとを格納する。例えば、ＵＩモジュール１２２は入力済みの電子メールアドレスと、入
力されたのであればメッセージとを、コンテンツストレージ１６０に格納できる。１つ以
上の電子メールアドレスと、入力されたのであればメッセージを格納した後、方法３００
はブロック３１６に進みうる。
【００６９】



(26) JP 2018-513485 A 2018.5.24

10

20

30

40

50

　ブロック３１６で、生成済みのリンクを配信する。例えば、収集モジュール１３０およ
び／または電子メールモジュール１４０は、受信した情報のうちの少なくともいくらかを
元に電子メールメッセージを送信する。電子メールメッセージは、電子メールアドレスが
収集者によって入力された１人以上の提出者への、生成済みのリンクと、入力されたので
あればメッセージを収容できる。別の例では、収集者は、電子メールメッセージに生成済
みの収集リンクを打ち込みまたは貼り付けて、それを送信できる。別の例では、収集者は
、ソーシャルネットワークのウェブサイトのようなウェブサイトに、生成済みの収集リン
クを入り付けうる。電子メールメッセージまたはウェブサイトは、提出者が収集フォルダ
に１つ以上のファイルをアップロードするためにクリックすることができる、生成済みの
収集リンクを収容できる。電子メールメッセージは、生成済みの収集リンクへのハイパー
テキストリンクを収容できる。収集者がファイルリクエストをカスタマイズすると、電子
メールメッセージはカスタマイズ設定に基づく情報を収容できる。例えば、電子メールメ
ッセージは、提出者が提出可能な提出物の数、提出者が提出できるファイルのタイプ、提
出者が提出物を上書き保存することが許可されているかどうか、そして提出物の完了への
締め切り、を示してもよい。ファイルリクエストがテンプレートファイルに基づく場合、
提出者は、テンプレートファイル完成させ、完成したテンプレートファイルを提出するよ
う知らされうる。収集者が電子メールアドレスを入力しない場合は、生成済みの収集リン
クを含む電子メールメッセージは収集者に送信されうる。生成済みの収集リンクの配信後
、方法３００はブロック３１８に進みうる。
【００７０】
　ブロック３１８で、収集者に収集フォルダリクエストが確立されたことを通知する。通
知は、電子メール、テキストメッセージ、アカウントへの投稿、アプリケーション通知（
例えばインバンド通知）、または他の通知方法を含みうるが、これらに限定されない。例
えば、収集モジュール１３０および／または電子メールモジュール１４０は、収集フォル
ダリクエストが確立したことを収集者に知らせる電子メールメッセージを収集者に送信す
る。収集フォルダが確立したことを収集者に通知した後、方法３００はブロック３２０に
進みうる。
【００７１】
　ブロック３２０で、提出者が生成済みの収集リンクをアクティブ化することに応じ、提
出者に情報の入力を求めるファイルアップロードＵＩを描画する。例えば、ＵＩモジュー
ル１２２は、ファイルアップロードＵＩを提出者のクライアント装置１０２上に描画させ
しめる。図９Ａは描画されたファイルアップロードＵＩ９００を示す。図示するように、
提出者は、名９０２、姓９０４、電子メールアドレス９０６、収集フォルダへアップロー
ドするファイルの選択９０８、およびコメントの追加９１０を求められる。１つ以上の実
施形態では、描画されたファイルアップロードＵＩ９００は、許可される提出物の数９１
２、許可されるファイルタイプ９１４、上書き保存が許可されるかどうか、およびもしあ
れば締め切り９１８、のような任意のカスタマイズ設定を提出者に知らせうる。ファイル
リクエストがカスタマイズされると、１つ以上のカスタマイズ設定が表示されうる。１つ
以上の実施形態では、カスタマイズ設定が表示されない場合は、カスタマイズ設定は表示
される、または表示されない。描画済のファイルアップロードＵＩ９００は、収集者が表
示することを選んだ場合に、ホワイトラベル９２０を描画できる。図示するように、ＡＢ
Ｃ　Ｃｏｒｐ．のロゴ９２０はホワイトラベルとして表示される。ファイルアップロード
ページの描画後、方法３００はブロック３２２に進みうる。
【００７２】
　ブロック３２２で、提出者に関する情報と１つ以上のアップロード済ファイルとを受信
する。例えば、ＵＩ１２２は、プロンプトに応答して提出者によって提供された情報と、
アップロードされる１つ以上のファイルの選択とを受信する。アップロードされる１つ以
上のファイルを選択するために、提出者はファイル選択オプションを選択でき、提出者の
クライアント装置１０２iのディレクトリが描画され、提出者がアップロードのための１
つ以上のファイルを選択することを可能にすることができる。提出者はコメントプロンプ
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ト９１０に応じて、収集者に提供されるであろうコメントを入力できる。情報とアップロ
ードされる１つ以上のファイルの選択との受信後、方法３００はブロック３２４に進みう
る。
【００７３】
　ブロック３２４で、情報と１つ以上の選択されたファイルとをアップロードする。情報
とアップロードのための１つ以上のファイルの選択を提供した後、コンテンツ管理システ
ム１０６へ情報と１つ以上のファイルをアップロードするために、提出者は図９Ａに示す
アップロードボタン９２２を選択できる。例えば、提出者のクライアント装置１０２i上
のクライアントソフトウェアは、情報と１つ以上の選択されたファイルとを、コンテンツ
管理システム１０６へアップロードさせることができる。情報と１つ以上のファイルのア
ップロード後、方法３００はブロック３２６に進みうる。
【００７４】
　ブロック３２６で、１つ以上のアップロード済のファイルを格納する。例えば、コンテ
ンツアイテム管理モジュール１２８は、コンテンツストレージ１６０に１つ以上のアップ
ロード済のファイルを格納する。１つ以上のアップロード済のファイルは、収集フォルダ
に格納され、および／または収集フォルダに関連付けられうる。コンテンツディレクトリ
は、コンテンツストレージ１６０の各コンテンツアイテムの場所を識別できる。コンテン
ツディレクトリは、コンテンツストレージ１６０に格納された各コンテンツアイテムに対
する固有のコンテンツエントリを含みうる。コンテンツエントリは、提出者がコンテンツ
管理システム１０６のアカウントを有する場合、コンテンツストレージ１６０のコンテン
ツアイテムの場所を識別するコンテンツポインタを含みうる。１つ以上のアップロード済
ファイルの格納後、方法３００はブロック３２８に進みうる。
【００７５】
　ブロック３２８で、収集フォルダに格納される１つ以上のファイルに応じて収集者に通
知する。通知は、電子メール、テキストメッセージ、アカウントへの投稿、アプリケーシ
ョン通知（例えばインバンド通知）、または他の通知方法を含みうるが、これらに限定さ
れない。例えば、アカウント管理モジュール１２４、電子メールモジュール１４０、およ
び／またはリンク配信モジュール２０６は、１つ以上のファイルが収集フォルダにアップ
ロードされたことを収集者に通知する電子メールメッセージを収集者に送信させる。電子
メールメッセージは、アップロード済の１つ以上のファイルに関連付けられた情報を提供
できる。例えば、情報は、ファイル名、ファイルがアップロードされたタイムスタンプ、
および各アップロード済ファイルの提出者の名前を含みうる。収集フォルダに格納された
１つ以上のファイルを収集者へ通知した後、方法３００はブロック３３０に進みうる。
【００７６】
　ブロック３３０で、収集者による収集フォルダにアクセスする。例えば、収集者は、収
集者のアカウントにアクセスでき、収集フォルダを選択しうる。収集者は、収集者のクラ
イアント装置１０２i上にあるウェブブラウザ介して、またはクライアントソフトウェア
を介して、収集者のアカウントにアクセスできる。あるいは、収集者は、収集フォルダに
アクセスするために電子メールメッセージのリンクをクリックしてもよい。収集フォルダ
にアクセスした後、方法３００はブロック３３２に進みうる。
【００７７】
　ブロック３３２で、公開コマンドに応じて収集フォルダを公開する。例えば、収集モジ
ュール１３０は公開コマンドを受信し、収集フォルダを提出者に利用可能にさせることが
できる。結果的に、提出者は収集フォルダにアクセスし、他の提出者のアップロード済フ
ァイルを閲覧できる。ブロック３３２は以下でさらに述べる。
【００７８】
　＜役割／権限＞
　１つ以上の実施形態では、コンテンツ管理システム１０６は、提出者が１つ以上のファ
イルを提出するために認証されることを必要としない。１つ以上の実施形態では、提出者
は認証されうる。例えば、ユーザ識別モジュール１３４は、提出者のアップロード済コン
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テンツを格納する前に、提出者の認証を実行しうる。提出者が収集フォルダにコンテンツ
をアップロードするために、提出者はファイルリクエスト・リンクを利用し、名、姓、お
よび電子メールアドレスのような限定されたデータを入力する。認証は提出者に提出者の
ユーザアカウントにログインさせること、および／またはパスワードを入力させることを
含みうる。ユーザ識別モジュール１２６は、ユーザがユーザアカウントにログインしてい
るかどうかを判断することで、提出者を認証しうる。提出者がユーザアカウントにログイ
ンしていない場合、提出者はユーザアカウントのログイン情報の入力を求められてもよい
。例えば、提出者は、提出者のユーザアカウントに関連付けられたユーザネームとパスワ
ードとを入力できる。１つ以上の実施形態では、ユーザ識別モジュール１２６は、ユーザ
にパスワードの入力を求めることでユーザを認証できる。パスワードは、収集フォルダが
作成されたときに収集者が登録したパスワードでありうる。収集者は、電子メールを介し
て、または他の既知の方法を利用してパスワードを配信できる。例えば、教師は、生徒に
直接パスワードを簡単に伝えうる。あるいは、パスワードは、提出者がコンテンツ管理シ
ステム１００に関連するリンクに最初にアクセスしたときに、提出者が設定したパスワー
ドであってもよい。
【００７９】
　図９Ｂを参照し、例示的な実施形態に従う、収集フォルダにアップロード済のファイル
を格納する方法のフローチャートを説明する。本方法を実行するために様々な方法が存在
するため、例示的な方法９５０は例として提供される。以下で説明する方法９５０は、例
として図１および２Ａに示す構成を用いて実行されることができ、これらの図の様々な要
素が例示的な方法９５０を説明するために参照される。図９Ｂに示す各ブロックは、例示
的な方法９００で実行される１つ以上のプロセス、方法、またはサブルーチンを表す。例
示的な方法９５０はブロック９５２で開始できる。
【００８０】
　ブロック９５２で、提出者に関する情報とアップロードされる１つ以上のファイルとを
受信する。例えば、通信インタフェースモジュール１２０は、提出者に関する情報と１つ
以上のアップロード済ファイルとを受信する。情報と１つ以上のファイルとを受信した後
、方法９５０はブロック９５４に進みうる。
【００８１】
　ブロック９５４で、提出者は権限のある提出者かどうかを判断する。例えば、ユーザ識
別モジュール１２６は、提出者から受信した情報に基づき、提出者がアップロードする権
限があるかどうかを判断できる。例えば、ユーザ識別モジュール１２６は、提出者がコン
テンツをアップロードする権限があるかどうか判断するために、受信済みの情報と、収集
フォルダに関連付けられた情報とを比較できる。提出者に権限がない場合、方法９５０は
ブロック９５６に進みうる。提出者に権限がある場合、方法９５０はブロック９５８に進
みうる。
【００８２】
　ブロック９５６で、提出者に通知する。通知は、電子メール、テキストメッセージ、ア
カウントへの投稿、アプリケーション通知（例えばインバンド通知）、または他の通知方
法を含みうるが、これらに限定されない。例えば、ユーザ識別モジュール１２６、ＵＩモ
ジュール１２２、および／または電子メールモジュール１４４は、提出者が収集フォルダ
へコンテンツをアップロードする権限がないことを提出者に通知する。ＵＩモジュール１
２２は、提出者のクライアント装置１０２i上にメッセージを描画させることができる、
および／または電子メールモジュール１４４は提出者に電子メールメッセージを送信する
ことができる。メッセージおよび／または電子メールメッセージは、提出者に、ファイル
を提出権限がないことを知らせうる。通知は、電子メールメッセージまたはウェブページ
を介して行われる。
【００８３】
　ブロック９５８で、アップロード済のファイルのそれぞれに対してファイル名を生成す
る。例えば、ファイルアクセス・モジュール２０４は、提出者がファイルリクエスト名の
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下の収集フォルダに提出されたファイルの数を判断し、アップロード済のファイルのそれ
ぞれにファイル名を生成する。ファイル名はファイルリクエスト名と、提出者の名前また
は提出者の電子メールアドレスの提出者のユーザ名のどちらかとの組み合わせで生成され
る。提出者の名、姓、またはそれらの任意の組み合わせが用いられうる。例えば、ファイ
ルリクエストがＨｏｍｅｗｏｒｋ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　＃３と名付けられ、Ｊａｎｅ
　Ｄｏｅがファイルをアップロードした場合、ファイル名は「Ｈｏｍｅｗｏｒｋ　Ａｓｓ
ｉｇｎｍｅｎｔ　＃３－Ｊａｎｅ　Ｄｏｅ」でありうる。提出者の名前またはユーザ名が
固有であるかどうかによって、数字が追加されてもよい。例えば、２人の提出者が同一の
名と姓とを有する場合、２人の提出者を異ならしめるために、数字が提出者の１人の名前
に追加されうる。提出者が１つより多いファイルを提出した場合、最初のファイルの後に
提出されたファイルは数字を含みうる。例えば、収集フォルダＷｅｄｄｉｎｇ　Ｐｈｏｔ
ｏｓへのファイルリクエストが生成され、Ｂｏｂ　Ｓｍｉｔｈが３つのファイル／写真を
提出する場合、最初の写真はＢｏｂ　Ｓｍｉｔｈ　Ｗｅｄｄｉｎｇ　Ｐｈｏｔｏと名付け
られることができ、二枚目の写真はＢｏｂ　Ｓｍｉｔｈ　Ｗｅｄｄｉｎｇ　Ｐｈｏｔｏ　
２と名付けられることができ、三枚目の写真はＢｏｂ　Ｓｍｉｔｈ　Ｗｅｄｄｉｎｇ　Ｐ
ｈｏｔｏ　３と名付けられることができる。当業者は、提出者に対する固有の名前を生成
するために、および固有のファイル名を生成するために、他の方法が利用されうることは
理解するであろう。各アップロード済ファイルに対するファイル名の生成後、方法９００
はブロック９１０に進みうる。
【００８４】
　ブロック９１０で、各ファイルと関連するファイル名を格納する。例えば、ファイルリ
クエスト・モジュール２０４はコンテンツストレージ１６０に各ファイルと生成した名前
とを格納する。
【００８５】
　＜悪性コンテンツ検出＞
　１つ以上の実施形態では、提出者からの情報と１つ以上のアップロード済ファイルとは
、収集フォルダおよび／またはコンテンツストレージ１６０に格納される前に、悪性コン
テンツ検出システム１７０に提供されうる。例えば、提出者が情報と１つ以上のファイル
とを図３のブロック３２４でアップロードすることに応じて、情報と１つ以上のアップロ
ード済ファイルは、スキャンのために悪性コンテンツ検出システム１７０に提供されうる
。あるいは、１つ以上のアップロード済ファイルはコンテンツ管理システム１０６によっ
て受信され、続いてスキャンのために悪性コード検出システム１７０に送信されうる。
【００８６】
　図１０を参照し、例示的な実施形態に従う、１つ以上のアップロード済のファイルをス
キャンする方法のフローチャートを説明する。本方法を実行するために様々な方法が存在
するため、例示的な方法１０００は例として提供される。以下で説明する方法１０００は
、例として図１および２Ｂに示す構成を用いて実行されることができ、これらの図の様々
な構成要素が例示的な方法１０００を説明するために参照される。図１０に示す各ブロッ
クは、例示的な方法１０００で実行される１つ以上のプロセス、方法、またはサブルーチ
ンを表す。例示的な方法１０００はブロック１００２で開始しうる。
【００８７】
　ブロック１００２で、１つ以上のアップロード済のファイルを受信および格納する。例
えば、悪性コンテンツ検出システム１７０は１つ以上のアップロード済ファイルを受信し
、受信したファイルをメモリに格納できる。１つ以上のアップロード済ファイルは、提出
者のクライアント装置１０２iから受信されうる、またはコンテンツ管理システム１０６
から受信できる。例えば、１つ以上のアップロード済ファイルは、通信インタフェースモ
ジュール１２０によって送信されうる。１つ以上のアップロード済ファイルは、ファイア
ウォール１７２を通過し、１つ以上のアップロード済ファイルを一時記憶域１７６に格納
する通信モジュール１７４によって受信されうる。一時記憶域１７６は、ランダム・アク
セス・メモリ（ＲＡＭ）、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）、半導体ドライブ（ＳＳＤ
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）のようなフラッシュメモリ、１つ以上のサービス、などでありうる。１つ以上のアップ
ロード済ファイルを受信し格納した後、方法１０００はブロック１００４に進みうる。
【００８８】
　ブロック１００４で、１つ以上のファイルの提出者が認可されるかどうか判断する。例
えば、認証モジュール１７８は、提出者が権限のあるユーザ／提出者かどうかを検証する
。認証モジュール１７８は、提出者が収集フォルダに関連するかどうか判断できる。判断
は認証情報、セキュリティトークン、ＡＰＩコール、特定のクライアント装置、およびそ
の他に基づいてもよい。あるいは、認証モジュール１７８は、提出者に権限があるどうか
判断するために、ユーザ識別モジュール１２２と通信してもよい。提出者が収集フォルダ
に関連付けられていないと判断されると、方法１０００はブロック１００６に進みうる。
提出者が収集フォルダに関連付けられていると判断されると、方法１０００はブロック１
０１０に進みうる。
【００８９】
　ブロック１００６で、提出権限がないことを提出者に通知する。通知は、電子メール、
テキストメッセージ、アカウントへの投稿、アプリケーション通知（例えばインバンド通
知）、または他の通知方法を含みうるが、これらに限定されない。例えば、通信モジュー
ル１７４は、提出権限がないことを提出者に通知する電子メールメッセージを提出者に送
信できる。あるいは、通信モジュール１７４は、提出権限がないことを提出者に通知する
通知ＵＩを、提出者のクライアント装置１０２i上に描画させることができるコマンドを
ＵＩモジュール１２２に送信できる。あるいは、通信モジュール１７４は、提出権限がな
いことを提出者に通知する電子メールメッセージを、提出者へ送信させることができるコ
マンドをＵＩモジュール１２２に送信できる。提出者へ通知後、方法１０００はブロック
１００８に進みうる。ブロック１００８で、一時記憶域から提出物を削除する。例えば、
通信モジュール１７４は一時記憶域１７６から提出物を削除させてもよい。
【００９０】
　ブロック１０１０で、各アップロード済ファイルを悪性コードについてスキャンする。
例えば、マルウェア・スキャンツール１８０は、各アップロード済ファイルを、ウイルス
、トロイ、マルウェア、等といった悪性コードについてスキャンする。アップロード済フ
ァイルが悪性コンテンツを含む場合、方法１０００はブロック１０１２に進みうる。アッ
プロード済ファイルが悪性コードを含まない場合、方法１００はブロック１０２０に進み
うる。
【００９１】
　ブロック１０１２で、悪性コードの除去を試みる。例えば、マルウェア・スキャンツー
ル１８０は悪性コードの除去を試みる。悪性コードがアップロード済ファイルから正常に
除去されない場合、方法１０００はブロック１０１４に進みうる。悪性コードがアップロ
ード済ファイルから正常に除去された場合、方法１０００はブロック１０２０に進みうる
。
【００９２】
　ブロック１０１４で、悪性コードを含むファイルを隔離する。例えば、マルウェア・ス
キャンツール１８０は悪性コードを含むアップロード済ファイルを隔離する。隔離は、悪
性コードを含むアップロード済ファイルを一時記憶域１７６で維持すること、悪性コード
を含むアップロード済ファイルを別のストレージに格納すること、悪性コードを含むアッ
プロード済ファイルを削除すること、および／または悪性コンテンツを含むアップロード
済ファイルにフラグを立てることを含みうる。悪性コードを含むアップロード済ファイル
を隔離した後、方法１０００はブロック１０１６に進みうる。
【００９３】
　ブロック１０１６で、隔離されたファイルの提出者に通知する。通知は、電子メール、
テキストメッセージ、アカウントへの投稿、アプリケーション通知（例えばインバンド通
知）、または他の通知方法を含みうるが、これらに限定されない。例えば、通信モジュー
ル１７４は、アップロード済ファイルが悪性コードを含むことを提出者に通知する電子メ
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ールメッセージを提出者に送信できる。あるいは、通信モジュール１７４は、アップロー
ド済ファイルが悪性コードを含むことを提出者に通知する通知ＵＩを、提出者のクライア
ント装置１０２i上に描画させるコマンドをＵＩモジュール１２２に送信できる。提出者
へ通知後、方法１０００はブロック１０１８に進みうる。
【００９４】
　ブロック１０１８で、隔離されたファイルの収集者に通知する。通知は、電子メール、
テキストメッセージ、アカウントへの投稿、アプリケーション通知（例えばインバンド通
知）、または他の通知方法を含みうるが、これらに限定されない。例えば、通信モジュー
ル１７４は、アップロード済ファイルが悪性コードを含むことを収集者に通知する電子メ
ールメッセージを収集者に送信できる。あるいは、通信モジュール１７４は、アップロー
ド済ファイルが悪性コードを含むことを収集者に通知する通知ＵＩを、収集者のクライア
ント装置１０２i上に描画させるコマンドをＵＩモジュール１２２に送信できる。収集者
に通知した後、方法１０００は、別のアップロード済ファイルが悪性コードを含まない場
合にブロック１０２０に進みうる。
【００９５】
　ブロック１０２０で、悪性コードを含まない各アップロード済ファイルをコンテンツ管
理システムに提供する。例えば、通信モジュール１７４は、悪性コードを含まないアップ
ロード済ファイルのそれぞれを保管のためにコンテンツ管理システム１０６に提供する。
【００９６】
　＜盗用検出＞
　１つ以上の実施形態では、提出者からの１つ以上のアップロード済ファイルは盗用につ
いてスキャンされうる。例えば、図３のブロック３２６で１つ以上のアップロード済ファ
イルを格納することに応じて、盗用モジュール１４４は１つ以上のアップロード済ファイ
ルを盗用についてスキャンできる。例えば、各アップロード済ファイルは、収集フォルダ
内の他のアップロード済ファイル、および／またはインターネットを介して入手可能なコ
ンテンツアイテムおよび／またはインターネットのアーカイブされたインスタンスから構
築されるデータベースに格納されたコンテンツアイテムと比較されうる。盗用検出は、盗
用モジュール１４４によって、および／またはサードパーティのサービス１０９iを介し
て行われうる。例えば、盗用モジュール１４４は、カリフォルニア州オークランドのｉＰ
ａｒａｄｉｇｍｓ，　ＬＬＣ社が提供するＴｕｒｎｉｔｉｎ、バージニア州アレクサンド
リアのＳｋｙｌｉｎｅ，Ｉｎｃ社が提供するＰｌａｇｉａｒｉｓｍ　Ｄｅｔｅｃｔｏｒ　
ＰｒｏもしくはＰｌａｇｉａｒｉｓｍ　Ｄｅｔｅｃｔｏｒ　Ａｃｃｕｍｕｌａｔｏｒ　Ｓ
ｅｒｖｅｒのような盗用検出サービスへ１つ以上のアップロード済ファイルを送信可能な
盗用ＡＰＩ、またはそのようなベンダおよび／または適切な盗用ソフトウェアからの盗用
ソフトウェアを含みうる盗用モジュール１４４を含みうる。
【００９７】
　図１１を参照し、例示的な実施形態に従う、１つ以上のアップロード済のファイルの盗
用検出方法のフローチャートを説明する。本方法を実行するために様々な方法が存在する
ため、例示的な方法１１００は例として提供される。以下で説明する方法１１００は、例
として図１および２Ａに示す構成を用いて実行されることができ、これらの図の様々な要
素が例示的な方法１１００を説明するために参照される。図１１に示す各ブロックは、例
示的な方法１１００で実行される１つ以上のプロセス、方法、またはサブルーチンを表す
。例示的な方法１１００はブロック１１０２で開始できる。
【００９８】
　ブロック１１０２で、収集フォルダに関連付けられた１つ以上のアップロード済ファイ
ルを受信する。例えば、収集モジュール１３０は、収集フォルダに提出された１つ以上の
アップロード済ファイルを受信する。１つ以上のアップロード済ファイルの受信後、方法
１１００はブロック１１０４に進みうる。
【００９９】
　ブロック１１０４で、盗用検出モジュールへ１つ以上のアップロード済ファイルを提供
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する。例えば、収集モジュール１３０は盗用検出モジュール１４４へコンテンツアイテム
を提供する。アップロード済ファイルが受信されたとき、定期的な間隔で、および／また
はファイルリクエストの収集が完了したときに、１つ以上のアップロード済ファイルが盗
用検出モジュール１４４へ提供されうる。盗用検出モジュール１４４へコンテンツアイテ
ムを提供した後、方法１１００はブロック１１０６へ進む。
【０１００】
　ブロック１１０６で、１つ以上のアップロード済ファイルを盗用／類似度についてスキ
ャンする。例えば、盗用検出モジュール１４４は盗用ソフトウェアを実行しうる、または
盗用／類似度についてスキャンするためにコンテンツアイテムを盗用サービス１０９iへ
送信できる。１つ以上の実施形態では、盗用ソフトウェアまたは盗用サービス１０９iは
、１つ以上のアップロード済ファイルを、収集フォルダの他のアップロード済ファイルと
比較し、および／または、各アップロード済ファイルをインターネットおよび／またはイ
ンターネットを介して入手可能な１つ以上のデータベースを介して入手可能な他のコンテ
ンツアイテムと比較することにより、１つ以上のアップロード済ファイルをチェックする
。例えば、盗用検出は、例えば親コンテンツアイテムのような受信されたコンテンツアイ
テムを、語句に分割することで実行される。続いて、語句が検索エンジンに送信される。
続いて、検索エンジンの結果がダウンロードされ、各検索エンジンのソースは、親コンテ
ンツアイテムからの語句を他のコンテンツアイテムの語句と比較することで分析される。
１つ以上のアップロード済ファイルを盗用／類似度についてスキャンした後、方法１１０
０はブロック１１０８に進みうる。
【０１０１】
　ブロック１１０８で、盗用／類似度レポートを生成する。例えば、盗用検出モジュール
１４４または盗用検出サービス１０９iは盗用／類似度レポートを生成する。盗用検出サ
ービス１０９iが盗用スキャンを実行すると、盗用検出サービス１０９iは続いて盗用検出
モジュール１４４へ盗用／類似度レポートを提供する。盗用／類似度レポートは類似度パ
ラメータを含みうる。盗用／類似度レポートの生成後、方法１１００はブロック１１１０
に進みうる。
【０１０２】
　ブロック１１１０で、所定の閾値と類似度パラメータを比較する。例えば、盗用検出モ
ジュール１４４は盗用／類似度レポートの類似度パラメータを所定の閾値と比較する。所
定の閾値は盗用ソフトウェア、盗用サービス１０９iによって、または収集者によって設
定されうる。例えば類似度パラメータが所定の閾値と一致または超え、比較が盗用を示す
場合、続いて方法１１００はブロック１１１２に進みうる。例えば、類似度パラメータが
所定の閾値を下回り、比較が盗用を示さない場合、続いて方法１１００はブロック１１１
４に進みうる。
【０１０３】
　ブロック１１１２で、潜在的な盗用を収集者に通知する。通知は、電子メール、テキス
トメッセージ、アカウントへの投稿、アプリケーション通知（例えばインバンド通知）、
または他の通知方法を含みうるが、これらに限定されない。例えば、電子メールモジュー
ル１４０または盗用検出モジュール１４４は、収集者に潜在的な盗用を通知する電子メー
ルメッセージを収集者に送信する。電子メールメッセージは盗用／類似度レポートを含み
うる。収集者へ通知後、方法１１００はブロック１１１４に進みうる。
【０１０４】
　ブロック１１１４で、盗用／類似度レポートを格納する。例えば、収集モジュール１３
０および／または盗用検出モジュール１４４は収集フォルダに盗用／類似度レポートを格
納する。
【０１０５】
　＜コメント＞
　１つ以上の実施形態では、オンラインコンテンツ管理システム１０６は、例えば提出者
および／または収集者といったユーザが提出物に関してコメントを提供することを可能に
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することができる。後述するように、ユーザは、閲覧ＵＩに描画されたコメントセクショ
ンにコメントを入力することができる。コメントセクションは装置、プラットフォーム、
およびファイルタイプにわたって提供されうる。例えば、コンテンツ管理システム１０６
は、ワープロ文書、スプレッドシート、プレゼンテーション、動画、ストリーミングコン
テンツ、画像、および他のコンテンツもしくはファイルタイプのようなコンテンツアイテ
ムに対して、ストレージ、検索、編集、およびコメントサービスを提供できる。１つ以上
の実施形態では、コメントセクションは、コンテンツ管理システム１０６によって、個別
のコンテンツアイテムに関連付けられたネイティブアプリケーションとは異なるインタフ
ェース上に提供されうる。例えば、コメントセクションは、表示される個別のファイルタ
イプのネイティブアプリケーションとは独立した、または上に重ねられたアプリケーショ
ンレイヤでありうる。一例では、レイヤは、オンラインコンテンツ管理システムによって
、またはウェブブラウザを通じて閲覧されるときにはブラウザプラグインによって、提供
されるアプリケーションに関連付けられうる。一例では、これは、オンラインコンテンツ
管理システム１０６によって提供されるアプリケーションによって読み込み可能な各コン
テンツアイテムへメタデータを追加することで達成されてもよい、またはメタデータはオ
ンラインコンテンツ管理システム１０６によって検索可能なコメントデータを有する場所
を指し示してもよい。あるいは、コメントは、コンテンツアイテムに関連付けられたネイ
ティブアプリケーションを通じて表示されてもよい。
【０１０６】
　図１２Ａを参照し、例示的な実施形態に従う、ユーザが投稿へのコメントを提供するこ
とを可能にする方法のフローチャートを説明する。本方法を実行するために様々な方法が
存在するため、例示的な方法１２００は例として提供される。以下で説明する方法１２０
０は、例として図１および２Ａに示す構成を用いて実行されることができ、これらの図の
様々な要素が例示的な方法１２００を説明するために参照される。図１２Ａに示す各ブロ
ックは、例示的な方法１２００で実行される１つ以上のプロセス、方法、またはサブルー
チンを表す。例示的な方法１２００はブロック１２０２で開始できる。
【０１０７】
　ブロック１２０２で、ファイルリストＵＩを描画する。例えば、ＵＩモジュール１２２
は、ユーザがコンテンツ管理システム１０６に保存したファイルリストを表示するファイ
ルリストＵＩを描画させる。例えば、ＵＩモジュール１２２は、図１２Ｂに示すように、
提出者Ｊａｎｅ　Ｄｏｅがコンテンツ管理システム１０６に格納した３つのファイルをリ
スト化するファイルリストＵＩ１２５０を提出者のクライアント装置１０２i上に描画す
る。図示するように、３つのファイルは、Ｈｏｍｅｗｏｒｋ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　＃
　１　-　Ｊａｎｅ　Ｄｏｅ　１２５２、　Ｈｏｍｅｗｏｒｋ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　
＃　２　-　Ｊａｎｅ　Ｄｏｅ　１２５４、および　Ｈｏｍｅｗｏｒｋ　Ａｓｓｉｇｎｍ
ｅｎｔ　＃　３　-　Ｊａｎｅ　Ｄｏｅ　１２５６である。収集者は、収集フォルダへ提
出されたファイルに対する同様のファイルリストを有してもよい。ファイルリストＵＩの
描画後、方法１２００はブロック１２０４に進みうる。
【０１０８】
　ブロック１２０４で、ファイル選択を受信する。例えば、ＵＩモジュール１２２はユー
ザによってなされたファイルの選択を受信する。本例では、提出者はファイルＨｏｍｅｗ
ｏｒｋ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　＃３　-　Ｊａｎｅ　Ｄｏｅを選択した。ファイルの選
択の受信後、方法１２００はブロック１２０６に進みうる。
【０１０９】
　ブロック１２０６で、閲覧ＵＩで選択されたファイルを描画する。例えば、ＵＩモジュ
ール１２２は、選択されたファイルを表示する閲覧ＵＩの描画を生じさせる。選択された
ファイルであるＨｏｍｅｗｏｒｋ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　＃３　-　Ｊａｎｅ　Ｄｏｅ
は、図１２Ｃに示すように、提出者のクライアント装置１０２i上の閲覧ＵＩ１２６０に
描画される。選択されたファイルの描画後、方法１２００はブロック１２０８に進みうる
。
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【０１１０】
　ブロック１２０８で、コメントアイコンの選択を受信する。例えば、ＵＩモジュール１
２２および／またはコメントモジュール１４２は、図１２Ｃに示すように、表示されたコ
メントアイコン１２６４の選択を受信する。コメントアイコンの選択の受信後、方法１２
００はブロック１２１０に進みうる。
【０１１１】
　ブロック１２１０で、コメントセクションを展開し、コメントボックスを描画する。例
えば、ＵＩモジュール１１２および／またはコメントモジュール１４２は、コメントセク
ション１２６８を展開させ、コメントボックス１２６６を図１２Ｄに示すように描画させ
うる。図示するように、コンテンツアイテムに関連する情報は、提出者のクライアント装
置１０２i上のＵＩモジュール１１２および／またはコメントモジュール１４２によって
描画されうる。例えば、提出済みファイルの題名「Ｈｏｍｅｗｏｒｋ　Ａｓｓｉｇｎｍｅ
ｎｔ　＃３」が描画され、コンテンツアイテムが共有された時間に関する情報「２日前に
Ｊｏｈｎ　Ｄｏｅが送信」が表示される。コメントセクションの展開と、コメントボック
スの描画後、方法１２５０はブロック１２１２に進みうる。
【０１１２】
　ブロック１２１２で、コメントを受信する。例えば、ＵＩモジュール１１２および／ま
たはコメントモジュール１４２は、ユーザがコメントボックス１２６６に入力したコメン
トを受信する。例えば、提出者Ｊａｎｅは、「Ｉ　ｄｉｄ　ｎｏｔ　ｄｏ　ｗｅｌｌ　ｏ
ｎ　ｔｈｉｓ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　ａｎｄ　ｗｏｕｌｄ　ｌｉｋｅ　ｔｏ　ｍｅｅｔ
　ｗｉｔｈ　ｙｏｕ　ｔｏ　ｄｉｓｃｕｓｓ．」というコメントを入力する。コメントの
受信後、方法１２００はブロック１２１４に進みうる。
【０１１３】
　ブロック１２１４で、コメントセクションにコメントを描画する。例えば、ＵＩモジュ
ール１１２および／またはコメントモジュール１４２は、図１２Ｅに示すように、閲覧Ｕ
Ｉ上のコメントセクションのコメントを、提出者のクライアント装置１０２iに描画させ
うる。ユーザは、コメントボックス１２６６にコメントを入力することで別のコメントを
入力できる。コメントの描画後、方法１２００はブロック１２１６に進みうる。
【０１１４】
　ブロック１２１６で、関連ファイルにコメントを同期する。例えば、同期モジュール１
３４は、例えば提出者のような第一のユーザによるコメントを、例えば収集者のような第
二のユーザのユーザアカウントに関連付けられたアップロード済ファイルと同期できる。
コメントの同期後、方法１２００はブロック１２１８に進みうる。
【０１１５】
　ブロック１２１８で、他のユーザのクライアント装置上にコメントを描画する。例えば
、ＵＩモジュール１１２および／またはコメントモジュール１４２は、コメントを例えば
収集者のクライアント装置１０２iのような他のユーザのクライアント装置１０２i上に描
画させうる。コメントを有するコメントセクション１２６９は、ユーザがコメントに関連
したファイルを開いたときに、ドキュメント１２６２の隣に描画されうる。他のユーザは
、コメントに応答し、新しいコメントを両方のユーザのクライアント装置１０２iに投稿
させうる。例えば、コメントは、図１２Ｆに示すように提出者のクライアント装置１０２

iに投稿されうる。図示するように、収集者は「Ｈｏｗ　ａｂｏｕｔ　Ｗｅｄｎｅｓｄａ
ｙ　ａｆｔｅｒ　ｃｌａｓｓ？」と応答した。
【０１１６】
　上記の例は提出者を対象とするが、当業者は、本例は初期コメントを入力する収集者を
対象とすることができることを理解するであろう。別の例では、ユーザは写真の詳細を提
供するために写真にコメントを入力できる。例えば、図１２Ｇに示すように、ユーザＪａ
ｎｅは、「Ｉ　ｔｏｏｋ　ｔｈｉｓ　ｐｈｏｔｏ　ｆｒｏｍ　ｍｙ　ｏｆｆｉｃｅ　ｏｎ
　Ｏｃｔｏｂｅｒ　３０，　２０１５」とコメントを入力する。
【０１１７】
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　＜チャット＞
　１つ以上の実施形態では、オンラインコンテンツ管理システム１０６は、例えば提出者
および／または収集者といったユーザが提出物についてチャットすることを可能にするこ
とができる。後述するように、ユーザは、閲覧ＵＩに描画されたチャットセクションにコ
メントを入力できる。チャットセクションは装置、プラットフォーム、およびファイルタ
イプにわたって提供されうる。例えば、コンテンツ管理システム１０６は、ワープロ文書
、スプレッドシート、プレゼンテーション、動画、ストリーミングコンテンツ、画像、お
よび他のコンテンツもしくはファイルタイプのようなコンテンツアイテムに対して、スト
レージ、検索、編集、およびコメントサービスを提供できる。１つ以上の実施形態では、
チャットセクションは、コンテンツ管理プロバイダによって、個別のコンテンツアイテム
に関連付けられたネイティブアプリケーションとは異なるインタフェース上に提供されう
る。例えば、チャットセクションは、表示される個別のファイルタイプのネイティブアプ
リケーションとは独立した、または上に重ねられたアプリケーションレイヤでありうる。
一例では、レイヤは、オンラインコンテンツ管理システム１０６によって、またはウェブ
ブラウザを通じて閲覧されるときに、ブラウザプラグインによって提供されるアプリケー
ションに関連付けられうる。一例では、これは、オンラインコンテンツ管理システムによ
って提供されるアプリケーションによって読み込み可能な各コンテンツアイテムへメタデ
ータを追加することで達成されてもよい、またはメタデータはオンラインコンテンツ管理
システムによって検索可能なチャットデータをもつ場所を指し示してもよい。あるいは、
チャットセクションは、コンテンツアイテムに関連付けられたネイティブアプリケーショ
ンを通じて表示されてもよい。
【０１１８】
　図１３Ａを参照し、例示的な実施形態に従う、ユーザが提出物に関するチャットセッシ
ョンを有することを可能にするフローチャートを説明する。本方法を実行するために様々
な方法が存在するため、例示的な方法１３００は例として提供される。以下で説明する方
法１３００は、例として図１および２Ａに示す構成を用いて実行されることができ、これ
らの図の様々な要素が例示的な方法１３００を説明するために参照される。図１３Ａに示
す各ブロックは、例示的な方法１２００で実行される１つ以上のプロセス、方法、または
サブルーチンを表す。例示的な方法１３００はブロック１３０２で開始しうる。
【０１１９】
　ブロック１３０２で、ファイルリストＵＩを描画する。例えば、ＵＩモジュール１２２
は、ユーザがコンテンツ管理システム１０６に保存したファイルリストを表示するファイ
ルリストＵＩを描画させる。例えば、ＵＩモジュール１２２は、図１２Ｂに示すように、
提出者Ｊａｎｅ　Ｄｏｅがコンテンツ管理システム１０６に格納した３つのファイルをリ
スト化するファイルリストＵＩ１２５０を提出者のクライアント装置１０２i上に描画す
る。図示するように、Ｊａｎｅ　Ｄｏｅは以下の３つのファイルを持つ：Ｈｏｍｅｗｏｒ
ｋ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　＃　１　-　Ｊａｎｅ　Ｄｏｅ　１２５２、　Ｈｏｍｅｗｏ
ｒｋ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　＃　２　-　Ｊａｎｅ　Ｄｏｅ　１２５４　および　Ｈｏ
ｍｅｗｏｒｋ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　＃　３　-　Ｊａｎｅ　Ｄｏｅ　１２５６。収集
者は、収集フォルダへ提出されたファイルに対する同様のファイルリストを有してもよい
。ファイルリストＵＩの描画後、方法１３００はブロック１３０４に進みうる。
【０１２０】
　ブロック１３０４で、ファイル選択を受信する。例えば、ＵＩモジュール１２２はユー
ザによってなされたファイルの選択を受信する。本例では、提出者はファイルＨｏｍｅｗ
ｏｒｋ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　＃３　-　Ｊａｎｅ　Ｄｏｅを選択した。ファイルの選
択の受信後、方法１３００はブロック１３０６に進みうる。
【０１２１】
　ブロック１３０６で、閲覧ＵＩで選択されたファイルを描画する。例えば、ＵＩモジュ
ール１２２は、提出者のクライアント装置１０２i上に選択されたファイルを表示する閲
覧ＵＩの描画を生じさせる。選択されたファイルＨｏｍｅｗｏｒｋ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎ
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ｔ　＃３　-　Ｊａｎｅ　Ｄｏｅは、図１３Ｂに示すように、閲覧ＵＩ１２６０に描画さ
れる。選択されたファイルの描画後、方法１３００はブロック１３０８に進みうる。
【０１２２】
　ブロック１３０８で、チャットアイコンの選択を受信する。例えば、ＵＩモジュール１
２２および／またはコメントモジュール１４２は、図１３Ｂに示すように、表示されたチ
ャットアイコン１３５２の選択を受信する。チャットアイコンの選択の受信後、方法１３
００はブロック１３１０に進みうる。
【０１２３】
　ブロック１３１０で、チャットセクションを展開し、ユーザに関連付けられた連絡先リ
ストを描画する。例えば、ＵＩモジュール１１２および／またはコメントモジュール１４
３は、チャットセクション１３５４を展開し、ユーザに関連付けられた連絡先リストを、
コンテンツ管理システム１０６が有する各ユーザのオンラインステータス、またはコンテ
ンツ管理システム１０６とは別の場合はチャット機能と共に描画させうる。例えば、オン
ラインステータス１３６０と共に関連する連絡先１３５８のリストが、図１３Ｃに示すよ
うに、提出者のクライアント装置１０２i上の、ステータスボックス１３６０に描画され
る。オンラインの連絡先は、緑のオンラインステータス１３６０を有してもよい、そして
オフラインの連絡先は、赤のオンラインステータスを有してもよい。他のステータス識別
子が、緑および赤のオンラインステータス１３６０の代わりに用いられることができる。
連絡先リストの描画後、方法１３００はブロック１３１４に進みうる。
【０１２４】
　ブロック１３１２で、連絡先の選択を受信する。例えば、ＵＩモジュール１１２および
／またはカスタマイズモジュール１３６は、提出者のクライアント装置１０２i上に描画
された連絡先を選択できる。連絡先の選択の受信後、方法１３００はブロック１３１４に
進みうる。
【０１２５】
　ブロック１３１４で、メッセージボックスを描画する。例えば、ＵＩモジュール１１２
および／またはコメントモジュール１４２は、図１３Ｄに示すように、メッセージボック
ス１３５６を提出者のクライアント装置１０２iに描画させうる。図示するように、コン
テンツアイテムに関連する情報は、ＵＩモジュール１１２および／またはコメントモジュ
ール１４２によって描画されうる。例えば、提出済みファイルの題名「Ｈｏｍｅｗｏｒｋ
　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　＃３」が描画され、ファイルが共有された時間に関する情報「
２日前にＪｏｈｎ　Ｄｏｅが送信」が表示される。Ｈｏｍｅｗｏｒｋ　Ａｓｓｉｇｎｍｅ
ｎｔ　＃３およびファイルが共有された時刻に関する情報が表示される：２日前にＪｏｈ
ｎ　Ｄｏｅが送信　　メッセージボックスの描画後、方法１３００はブロック１３１６に
進みうる。
【０１２６】
　ブロック１３１６で、チャットメッセージを受信する。例えば、ＵＩモジュール１１２
および／またはコメントモジュール１３６は、ユーザが提出者のクライアント装置１０２

i上に描画されたメッセージボックス１３５６に入力したチャットメッセージを受信する
。例えば、提出者であるＪａｎｅは、チャットメッセージ「Ｃａｎ　ｗｅ　ｓｅｔｕｐ　
ａ　ｍｅｅｔｉｎｇ　ｔｏ　ｄｉｓｃｕｓｓ　ｔｈｅ　ｈｏｍｅｗｏｒｋ　ａｓｓｉｇｎ
ｍｅｎｔ」を入力する。チャットメッセージの受信後、方法１３００はブロック１３１８
に進みうる。
【０１２７】
　ブロック１３１８で、コメントセクションにチャットメッセージを描画する。例えば、
ＵＩモジュール１１２および／またはコメントモジュール１４２は、図１３Ｅに示すよう
に、閲覧ＵＩ上のチャットセクション１３５４にチャットメッセージを描画させうる。図
示するように、チャットメッセージ「Ｃａｎ　ｗｅ　ｓｅｔｕｐ　ａ　ｍｅｅｔｉｎｇ　
ｔｏ　ｄｉｓｃｕｓｓ　ｔｈｅ　ｈｏｍｅｗｏｒｋ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ」が提出者の
クライアント装置１０２i上に描画される。ユーザは、チャットボックス１３５６にコメ
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ントを入力することで別のチャットメッセージを入力できる。チャットメッセージの描画
後、方法１３００はブロック１３２０に進みうる。
【０１２８】
　ブロック１３２０で、チャットメッセージを他のユーザと同期する。例えば、同期モジ
ュール１３４は、例えば提出者のような第一のユーザによるチャットメッセージを、例え
ば収集者のような第二のユーザのユーザアカウントと同期できる。チャットメッセージの
同期後、方法１３００はブロック１３２２に進みうる。
【０１２９】
　ブロック１３２２で、他のユーザのクライアント装置上にチャットメッセージを描画す
る。例えば、ＵＩモジュール１１２および／またはコメントモジュール１４２は、例えば
収集者のクライアント装置１０２iのような他のユーザのクライアント装置１０２iにチャ
ットメッセージを描画させうる。他のユーザはチャットメッセージに応答し、図１３Ｆに
示すように、チャットメッセージを両方のユーザのクライアント装置１０２iへ投稿させ
うる。図示するように、収集者は「Ｓｕｒｅ．Ｗｈａｔ　ｔｉｍｅ？」で応答した。チャ
ットメッセージの描画後、方法１３００はブロック１３２４に進みうる。
【０１３０】
　ブロック１３２４で、退出コマンドを受信する。例えば、ＵＩモジュール１１２および
／またはコメントモジュール１４２は、図１３Ｆに示すように、チャットセッションのユ
ーザの１人が閲覧ＵＩ１２６０に描画された退出ボタン１３５８を選択することに応じて
、退出コマンドを受信できる。退出コマンドの受信後、方法１３００はブロック１３２６
に進みうる。
【０１３１】
　ブロック１３２６で、ユーザにチャットセッションを保存するよう求める。例えば、ユ
ーザが退出ボタン１３５８を選択することに応じて、ＵＩモジュール１１２および／また
はコメントモジュール１４２は、ユーザに保存ＵＩ１３６６の保存ボタン１３６０、電子
メールボタン１３６２、または終了ボタン１３６４を選択するよう求めうる。図１３Ｇは
、セーブＵＩ１３６６がユーザにチャットセッションを保存するよう求める、閲覧ＵＩ１
２６０に重ねて描画される保存ＵＩ１３６６を示し、方法１３００はブロック１３２８に
進みうる。
【０１３２】
　ブロック１３２８で、保存プロンプトへの応答を受信する。例えば、ＵＩモジュール１
１２および／またはコメントモジュール１４２は、保存プロンプトへの応答を受信する。
ユーザが保存ボタン１３６０を選択し、チャットセッションが提出物に関連する場合、方
法１３００はブロック１３３４に進みうる。ユーザが保存ボタン１３６０を選択し、チャ
ットセッションが提出物に関連しない場合、方法１３００はブロック１３３０に進みうる
。ユーザが電子メールボタン１３６２を選択する場合、方法１３００はブロック１３３６
に進みうる。ユーザが終了ボタン１３６４を選択する場合、方法１３００はブロック１３
３８に進みうる。
【０１３３】
　ブロック１３３０で、ファイルリストを描画する。例えば、ＵＩモジュール１１２およ
び／またはコメントモジュール１３６は、ユーザのクライアント装置１０２i上の収集フ
ォルダホームページへファイルリストを描画する。図４Ｂは例示的なファイルリストを示
す。ファイルリストの描画後、方法１３００はブロック１３３２に進みうる。
【０１３４】
　ブロック１３３２で、提出物の選択を受信する。例えば、ＵＩモジュール１１２および
／またはコメントモジュール１４２は、チャットセッションに関連付けるために提出物の
選択を受信する。提出物の選択の受信後、方法１３００はブロック１３３４に進みうる。
【０１３５】
　ブロック１３３４で、チャットセッションを選択された提出物と関連付け、チャットセ
ッションを保存する。例えば、ＵＩモジュール１１２および／またはコメントモジュール
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１４２は、チャットセッションを選択された提出物と関連付けてチャットセッションを保
存する。チャットセッションの保存後、方法１３００はブロック１３３８に進みうる。
【０１３６】
　ブロック１３３６で、チャットセッションをユーザに電子メール送信する。例えば、電
子メールモジュール１４０はチャットセッションをユーザに電子メール送信する。チャッ
トセッションをユーザに電子メール送信した後、方法１３００はブロック１３３８に進み
うる。
【０１３７】
　ブロック１３３８で、チャットセッションを折り畳む。例えば、ＵＩモジュール１１２
および／またはコメントモジュール１４２は、図１３Ｂに示すように、チャットセクショ
ン１３５４を折り畳ませる。
【０１３８】
　上記の例は提出者を対象とするが、当業者は、本例はチャットセッションを始める収集
者を対象とすることができることを理解するであろう。１つ以上の実施形態では、チャッ
ト機能は提出物に紐づく必要はない。例えば、提出者は、ファイルの提出前に、図９Ａに
示すようにチャットアイコン１３５２を選択することができ、図１３Ａのブロック１３０
８に進みうる。
【０１３９】
　＜顔および／またはオブジェクト認識＞
　１つ以上の実施形態では、認識モジュール１４６はメタデータタグを識別した人物およ
び／または識別したオブジェクトと関連付けるために用いられうる。顔および／またはオ
ブジェクトを認識するために、ユーザはデジタル画像および／または動画の顔および／ま
たはオブジェクトを認識し、識別するために、認識モジュール１４６をトレーニングする
ために画像インタフェースを利用できる。認識モジュール１４６は、適切なまたは既知の
顔認識ソフトウェアおよび／またはオブジェクト認識ソフトウェアを含みうる。例えば、
顔認識ソフトウェアには、カリフォルニア州クパチーノのＡｐｐｌｅ社が提供するｉＰｈ
ｏｔｏ、カリフォルニア州マウンテンビューのＡｄｏｂｅ　Ｓｙｓｔｅｍｓ社が提供する
Ｐｈｏｔｏｓｈｏｐ　Ｅｌｅｍｅｎｔｓ、カリフォルニア州マウンテンビューのＧｏｏｇ
ｌｅ社が提供するＰｉｃａｓｓａ、または他の顔認識ソフトウェアが利用されうる。例え
ば、オブジェクト認識ソフトウェアには、カリフォルニア州クパチーノのＣｏｍｐｕｔｅ
ｒ　Ｖｉｓｉｏｎ　Ｓｏｆｔｗａｒｅという商号を使うＤｙｎａｍｉｃ　Ｖｅｎｔｕｒｅ
ｓ，　Ｉｎｃ社が提供するＯｂｊｅｃｔ　Ｒｅｃｏｇｎｉｔｉｏｎ　Ｓｏｆｔｗａｒｅ、
カリフォルニア州マウンテンビューのＧｏｏｇｌｅ社が提供するＧｏｏｇＬｅＮｅｔ、ま
たは他のオブジェクト認識ソフトウェアが利用されうる。１つ以上の実施形態では、認識
モジュール１４６は、１つ以上の上記のベンダによって提供されうるサービスプロバイダ
１０９iを用いうる。そのような実施形態では、後述する認識方法を実行するためにＡＰ
Ｉが利用されうる。
【０１４０】
　収集フォルダまたは他の場所に格納されたアップロード済ファイルを用いて、写真また
は動画中の顔および／またはオブジェクトを閲覧し、タグ付けすることで、収集者は顔認
識ソフトウェアおよび／またはオブジェクト認識ソフトウェアをトレーニングできる。タ
グは、例えばメタデータタグのようなメタデータとして保存されうる。メタデータおよび
メタデータタグはトークンとして保存されうる。例えば、収集者は１つ以上の写真の人物
をタグ付けし、続いて異なる写真の人物をタグ付けするように、顔認識ソフトウェアに対
して写真を実行できる。同様に、収集者は、オブジェクト認識ソフトウェアに対して同じ
ことをしてもよい。オブジェクト認識ソフトウェアは、家庭用ペットのような動物、およ
び／またはエッフェル塔または自由の女神のようなオブジェクトをタグ付けできる。１つ
以上の実施形態では、認識モジュール１４６はイベント特有のトークンとグローバルトー
クンとからなる異なるトークンを提供できる。イベント特有のトークンはメタデータ・フ
ィルタ・パラメータとともにメタデータを含みうる。グローバルトークンはメタデータ・
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フィルタ・パラメータのないメタデータを含みうる。メタデータ・フィルタ・パラメータ
は、日付、時刻、場所および／または季節といった様々な異なるパラメータに基づき写真
を識別するためのフィルタを含みうる。例えば、収集者が収集者のフォルダへイベントの
写真をアップロードし、顔を認識するよう認識モジュール１４６をトレーニングする場合
、収集者は写真に関連するメタデータに基づきイベントに対して日付および／または場所
に対するフィルタも追加できる。一度トレーニングされると、収集者はイベントトークン
を保存することができる。続いて収集者は、同一イベントに出席した人物から追加の写真
を収集するために、トレーニングされたイベントトークンとともにファイルリクエストを
他人に送信できる。例えば、イベントは結婚式、パーティ、ゲーム、等でありうる。
【０１４１】
　１つ以上の実施形態では、一度認識モジュール１４６が収集フォルダ内のコンテンツに
対して実行されると、認識モジュール１４６は、収集者が特定された写真の枚数を収集者
に知らせる電子メールメッセージを収集者に送信させうる。例示的な電子メールメッセー
ジは、「あなたのフォトリクエストで３枚の写真を受信しました」でありうる。
【０１４２】
　図１４Ａを参照し、例示的な実施形態に従う、収集フォルダ上で顔および／またはオブ
ジェクト認識を利用する方法のフローチャートを説明する。本方法を実行するために様々
な方法が存在するため、例示的な方法１４００は例として提供される。以下で説明する方
法１４００は、例として図１および２Ａに示す構成を用いて実行されることができ、これ
らの図の様々な要素が例示的な方法１４００を説明するために参照される。図１４Ａに示
す各ブロックは、例示的な方法１４００で実行される１つ以上のプロセス、方法、または
サブルーチンを表す。例示的な方法１４００はブロック１４０２で開始しうる。
【０１４３】
　ブロック１４０２で、ファイルリストを作成する。例えば、収集者は図３に示す方法３
００のブロック３０２～３０６を実行することができる。例えば、ブロック３０６でプロ
ンプトに応じて、収集者は、図１４Ｂに示すように、ファイルリクエストを「Ｆａｍｉｌ
ｙ　Ｗｅｄｄｉｎｇ」と名付け、「／Ｒｅｑｕｅｓｔｓ／Ｗｅｄｄｉｎｇ」にリクエスト
したファイルが格納されうる。収集者は、描画された新規ファイルリクエストの作成オプ
ション７１０を選択できる。ファイルリクエストのメニューオプションの選択後、方法１
４００はブロック１４０４に進みうる。
【０１４４】
　ブロック１４０４で、提出者招待ＵＩを描画する。例えば、収集モジュール１３０は、
収集者のクライアント装置１０２i上に、図８Ａに示すような、生成された収集リンク８
０２を含む提出者招待ＵＩ８００を描画できる。提出者招待ＵＩ８００の描画後、方法１
４００はブロック１４０６に進みうる。
【０１４５】
　ブロック１４０６で、完了ボタンの選択を受信する。例えば、収集モジュール１３０は
収集者が電子メールアドレスを入力することなく、図８Ａに示すように完了ボタン８０６
の選択を受信する。完了ボタンの選択の受信後、方法１４００はブロック１４０８に進み
うる。
【０１４６】
　ブロック１４０８で、ファイルリストを表示するＵＩを描画する。例えば、ＵＩモジュ
ール１２２は、収集者がファイルを選択するためのファイルリストを表示するＵＩを収集
者のクライアント装置１０２i上に描画する。図７Ｃは、収集者が選べるファイルを表示
するＵＩ７５０を示す。ファイルリストを表示するＵＩの描画後、方法１４００はブロッ
ク１４１０に進みうる。
【０１４７】
　ブロック４１０で、認識ソフトウェアをトレーニングする。例えば、認識モジュール１
４６は、認識ソフトウェアをトレーニングするために、１枚以上の写真の顔および／また
はオブジェクトを認識するように認識ソフトウェアを実行できる。認識ソフトウェアは、
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トークンに関連付けられた任意のフィルタを適用できる。認識ソフトウェアは、顔および
／またはオブジェクト１４６４、１４６６を認識できる。後述する図１４Ｋは、認識ソフ
トウェアをトレーニングするためのより詳細なフローチャートを提供する。認識ソフトウ
ェアのトレーニング後、方法１４００はブロック１４１２に進みうる。
【０１４８】
　ブロック１４１２で、図３のブロック３１０～３１６を実行する。ブロック３１０で、
提出者招待ＵＩ８００を描画する。例えば、収集モジュール１３０は、収集者のクライア
ント装置１０２i上に、図８Ａに示すような、生成された収集リンク８０２を描画する提
出者招待ＵＩ８００を描画できる。あるいは、収集者は、１人以上の提出者へ電子メール
メッセージを送信できる。電子メールメッセージは、収集者が電子メールメッセージにコ
ピーして貼り付け、または打ち込み、トークンを添付できる、生成されたリンクを含みう
る。提出者招待ＵＩ８００の描画後、方法３００はブロック３１２に進みうる。ブロック
３１２で、収集者はメッセージを入力してもよい。例えば、収集者は、「Ｐｌｅａｓｅ　
ｕｓｅ　ｔｈｅ　ｔｏｋｅｎ　ｔｏ　ｆｉｎｄ　ｐｈｏｔｏｓ　ｆｒｏｍ　ｏｕｒ　ｗｅ
ｄｄｉｎｇ！」といったメッセージを入力できる。メッセージの入力後、方法３００はブ
ロック３１４に進みうる。ブロック３１４で、入力済みの電子メールアドレスと、入力さ
れたのであればメッセージとを格納する。入力された電子メールアドレスと、入力された
のであればメッセージを格納した後、方法３００はブロック３１６に進みうる。ブロック
３１６で、生成されたリンクが配信される。図３のブロック３１０～３１６の実行後、方
法１４００はブロック１４１４に進みうる。
【０１４９】
　ブロック１４１４で、提出者が生成済みの収集リンクをアクティブ化することに応じ、
提出者にファイルリクエスト情報の入力を求めるファイルアップロードＵＩを描画する。
例えば、ＵＩモジュール１２２は、ファイルアップロードＵＩを提出者のクライアント装
置１０２上に描画させしめる。図１４Ｃは描画されたファイルアップロードＵＩ９００を
示す。図示するように、ファイルリクエストはＧｏｒｄｏｎ　Ｓｈｉｅｌｄｓから来る。
ファイルアップロードＵＩ９００は、収集者からのメッセージ「Ｐｌｅａｓｅ　ｕｓｅ　
ｔｈｅ　ｔｏｋｅｎ　ｔｏ　ｆｉｎｄ　ｐｈｏｔｏｓ　ｆｒｏｍ　ｏｕｒ　ｗｅｄｄｉｎ
ｇ！」を描画できる。図示するように、描画されたファイルアップロードＵＩ９００は、
トークンの実行ボタン９２４を含む。ファイルアップロードページの描画後、方法１４０
０はブロック１４１６に進みうる。
【０１５０】
　ブロック１４１６で、トークンの実行ボタンの選択を受信する。例えば、認識モジュー
ル１４６は、トークンの実行ボタン９２４の選択を受信する。トークンの実行ボタン９２
４の選択の受信後、方法１４００はブロック１４１８に進みうる。
【０１５１】
　ブロック１４１８で、フォルダリストを表示するフォルダリストＵＩを描画する。例え
ば、ＵＩモジュール１２２は、提出者が認識ソフトウェアを実行することを選択できる、
図１４Ｄに示すように提出者のファイルのフォルダリストを描画できる。ファイルリスト
を表示するファイルリストＵＩの描画後、方法１４００はブロック１４２０に進みうる。
【０１５２】
　ブロック１４２０で、フォルダ選択を受信する。例えば、ＵＩモジュール１２２は、収
集者からのトークンを用いて認識ソフトウェアを実行するための、描画されたフォルダの
選択を受信する。選択の受信後、方法１４００はブロック１４２２に進みうる。
【０１５３】
　ブロック１４２２で、収集者からのトークンを用いて認識ソフトウェアを実行する。例
えば、認識モジュール１４６は、１つ以上の写真または動画の中の顔および／またはオブ
ジェクトを認識するように、トークンを用いて認識機能を実行できる。１つ以上の実施形
態では、提出者は認識ソフトウェアをトレーニングできる。認識モジュール１４６は、メ
タデータタグとして入力された名前を格納し、メタデータタグを対応する写真／ファイル



(41) JP 2018-513485 A 2018.5.24

10

20

30

40

50

に関連付けうる。認識モジュール１４６は、メタデータタグとして入力された名前を格納
し、メタデータタグをトークンに関連付けうる。提出者は１つ以上のフォルダに対してト
ークンを実行できる。提出者が認識ソフトウェアの実行を完了したとき、方法１４００は
ブロック１４２４に進みうる。
【０１５４】
　ブロック１４２４で、提出者が生成済みの収集リンクをアクティブ化することに応じ、
提出者に情報の入力を求めるファイルアップロードＵＩを描画する。例えば、ＵＩモジュ
ール１２２は、ファイルアップロードＵＩを提出者のクライアント装置１０２上に描画さ
せしめる。図１４Ｃは描画されたファイルアップロードＵＩ９００を示す。図示するよう
に、ファイルリクエストはＢｏｂ　Ｓｍｉｔｈから来る。提出者はプロンプトに応じて情
報を入力できる。提出者はアップロードする１つ以上のフォルダおよび／またはファイル
を選択できる。ファイルアップロードＵＩの描画後、方法１４００はブロック１４２６に
進みうる。
【０１５５】
　ブロック１４２６で、ファイルリクエスト情報と１つ以上のアップロード済ファイルの
選択とを受信する。例えば、ＵＩ１２２は、プロンプトに応答して提出者によって提供さ
れたファイルリクエスト情報と、アップロードされる１つ以上のファイルの選択とを受信
する。アップロードされる１つ以上のファイルを選択するために、提出者はファイル選択
オプションを選択でき、提出者のクライアント装置のディレクトリが描画され、提出者が
アップロードのための１つ以上のファイルを選択することを可能にすることができる。情
報と１つ以上の受信されたアップロード済ファイルとを受信した後、方法１４００はブロ
ック１４２８に進みうる。
【０１５６】
　ブロック１４２８で、ファイルリクエスト情報と１つ以上の選択されたファイルとをア
ップロードする。情報とアップロードのための１つ以上のファイルの選択を提供した後、
コンテンツ管理システム１０６へ情報と１つ以上うのファイルをアップロードするために
、提出者は図１４Ｃに示すアップロードボタン９２２を選択できる。例えば、提出者のク
ライアント装置１０２iのクライアントソフトウェアは、情報と１つ以上の選択されたフ
ァイルとをコンテンツ管理システム１０６へアップロードさせうる。情報と１つ以上のフ
ァイルのアップロード後、方法１４００はブロック１４３０に進みうる。
【０１５７】
　ブロック１４３０で、１つ以上のアップロード済のファイルを格納する。例えば、コン
テンツアイテム管理モジュール１２８は、コンテンツストレージ１６０に１つ以上のアッ
プロード済のファイルを格納する。１つ以上のアップロード済のファイルは、収集フォル
ダに格納され、および／または収集フォルダに関連付けられうる。コンテンツディレクト
リは、コンテンツストレージ１６０の各コンテンツアイテムの場所を識別できる。コンテ
ンツディレクトリは、コンテンツストレージに格納された各コンテンツアイテムに対する
固有のコンテンツエントリを含みうる。コンテンツエントリは、コンテンツストレージ１
６０のコンテンツアイテムの場所を識別するコンテンツポインタを含みうる。１つ以上の
アップロード済ファイルの格納後、方法１４００はブロック１４３２に進みうる。
【０１５８】
　ブロック１４３２で、アップロード済ファイルに関連付けられたメタデータタグをレビ
ューする。例えば、認識ソフトウェアは、収集者の名前など、トークンがトレーニングさ
れた１つ以上のオブジェクトを探すため、アップロード済ファイルに関連付けられたメタ
データタグをレビューできる。メタデータタグのレビュー後、方法１４００はブロック１
４２４に進みうる。
【０１５９】
　ブロック１４３４で、アップロードを収集者に通知する。通知は、電子メール、テキス
トメッセージ、アカウントへの投稿、アプリケーション通知（例えばインバンド通知）、
または他の通知方法を含みうるが、これらに限定されない。例えば、電子メールモジュー
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ル１４０は収集者にアップロードを通知する。電子メールモジュール１４０は、提出者が
ファイルをアップロードしたことを収集者に知らせる電子メールを収集者に送信できる。
例えば、電子メールメッセージは「Ｐｅｔｅｒ　Ｓｍｉｔｈが３５枚の写真をアップロー
ドしました」と記載できる。１つ以上のオブジェクトがタグ付けされたことをメタデータ
タグが指し示す場合、電子メールメッセージは、メタデータタグ通知を提供できる。例え
ば、電子メールメッセージは「Ｐｅｔｅｒ　Ｓｍｉｔｈが３５枚の写真をアップロードし
、その内２０枚の写真にあなたがタグ付けされています」と記載できる。別の例では、例
えば、電子メールメッセージは「Ｐｅｔｅｒ　Ｓｍｉｔｈが３５枚の写真をアップロード
し、その内２０枚の写真にＦｉｄｏがタグ付けされています」と記載できる。
【０１６０】
　図１４Ｅを参照し、例示的な実施形態に従う、認識ソフトウェアをトレーニングするた
めの方法のフローチャートを説明する。本方法を実行するために様々な方法が存在するた
め、例示的な方法１４４０は例として提供される。以下で説明する方法１４４０は、例と
して図１および２Ａに示す構成を用いて実行されることができ、これらの図の様々な要素
が例示的な方法１４４０を説明するために参照される。図１４Ｅに示す各ブロックは、例
示的な方法１４４０で実行される１つ以上のプロセス、方法、またはサブルーチンを表す
。例示的な方法１４４０はブロック１４４２で開始できる。
【０１６１】
　ブロック１４４２で、収集フォルダに写真をアップロードする。例えば、当該分野で公
知のように、収集者はカメラ、クライアント装置１０２i、および／または収集者のユー
ザアカウントから写真をアップロードできる。収集フォルダに写真をアップロードした後
、方法１４８０はブロック１４４４に進みうる。
【０１６２】
　ブロック１４４４で、閲覧するアップロード済写真を選択する。例えば、収集者は、Ｆ
ａｍｉｌｙ　Ｗｅｄｄｉｎｇの収集フォルダに格納され、収集者のクライアント装置１０
２iに描画された写真リストからアップロード済の写真を選択できる。閲覧するアップロ
ード済の写真の選択後、方法１４４０はブロック１４４６に進みうる。
【０１６３】
　ブロック１４４６で、閲覧ＵＩで選択された写真を描画する。例えば、ＵＩモジュール
１２２は、図１４Ｆに示すように、収集者のクライアント装置１０２i上の閲覧ＵＩ１２
６０に、選択した写真１４５８を描画させる。閲覧ＵＩ１２６０は、コメントアイコン１
２６４、チャットアイコン１３５２、および顔認識および／またはオブジェクト認識アイ
コン１４５６も表示できる。顔認識および／またはオブジェクト認識アイコン１４５６は
、認識アイコン１４５６とも呼ばれうる。選択された写真の描画と、認識アイコン１４５
６の選択の受信後、方法１４４０はブロック１４４８に進みうる。
【０１６４】
　ブロック１４４８で、認識メニューオプションの第一セットを描画し、メニューオプシ
ョンの選択を受信し、認識メニューオプションの第一セットは認識アイコンの選択に応じ
て描画される。例えば、認識モジュール１４６は、図１４Ｇに示すように、認識メニュー
オプションの第一セット１４６６を描画させうる。図示するように、認識メニューオプシ
ョンの第一セットは、イベントトークン・ボタン１４６０、グローバルトークン・ボタン
１４６２、および両方１４６４を含みうる。認識メニューオプションの描画と、選択の受
信後、方法１４４０はブロック１４５０に進みうる。
【０１６５】
　ブロック１４５０で、１つ以上の写真に認識ソフトウェアを実行する。例えば、認識モ
ジュール１４６は、認識ソフトウェアをトレーニングするために、１枚以上の写真の顔お
よび／またはオブジェクトを認識するように認識ソフトウェアを実行できる。認識ソフト
ウェアは、トークンに関連付けられた任意のフィルタを適用できる。認識ソフトウェアは
、顔および／またはオブジェクト１４６６、１４６８を認識できる。認識ソフトウェアは
、図１４Ｈに示すように、認識された顔および／またはオブジェクトに対して名前を打ち
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込むことで、１つ以上の認識された顔および／またはオブジェクト１４７０、１４７２を
識別するよう収集者に求めうる。図示するように、収集者はＧｏｒｄｏｎ１４７０とＳｕ
ｅ１４７２を入力する。認識モジュール１４６は、メタデータタグとして入力された名前
を格納し、メタデータタグを対応する写真／ファイルに関連付けうる。認識モジュール１
４６は、メタデータタグとして入力された名前を格納し、メタデータタグを選択されたト
ークンを、イベントトークン、グローバルトークン、または両方、と関連付けうる。写真
のタグ付け後、収集者はより多くの写真を見ていき、認識された顔および／またはオブジ
ェクトをタグ付けできる。例えば、収集者は別の写真に移動するために、ナビゲーション
ボタン１４７４、１４７６を利用できる。認識モジュール１４６は、対応する収集フォル
ダにイベントトークン１４６０を保存できる。認識モジュール１４６は、写真フォルダま
たはトークンフォルダに、イベントトークン１４６０および／またはグローバルトークン
１４６２を保存できる。イベントトークンは保存され、イベントに従って、例えばＦａｍ
ｉｌｙ　Ｗｅｄｄｉｎｇ　Ｔｏｋｅｎのように自動的に名付けられうる。グローバルトー
クンは保存され、例えばＧｌｏｂａｌ　Ｔｏｋｅｎのように自動的に名付けられうる。ユ
ーザが認識ソフトウェアの実行を完了したとき、方法１４４０はブロック１４５２に進み
うる。
【０１６６】
　ブロック１４５２で、認識メニューオプションの第二セットを描画し、メニューオプシ
ョンの選択を受信する。例えば、認識モジュール１４６は、図１４Ｉに示すように、収集
者のクライアント装置１０２i上に認識メニューオプション１４８４の第二セット１０２
を描画させうる。認識メニューオプションの第二セット１４８６は、イベントトークンの
送信ボタン１４８２および／またはグローバルトークンの送信ボタン１４８４を含みうる
。イベントトークン・ボタン１４６０が前に選択された場合、続いてイベントトークンの
送信ボタン１４８２のみが描画される。グローバルトークン・ボタン１４６２が前に選択
された場合、続いてグローバルトークンの送信ボタン１４８４のみが描画される。両方ボ
タン１４６４が前に選択された場合、続いてイベントトークンの送信ボタン１４８２とグ
ローバルトークンの送信ボタン１４８４とが描画される。認識メニューオプションの第二
セットの描画と、ボタンの選択の受信後、方法１４４０はブロック１４５４に進みうる。
【０１６７】
　ブロック１４５４で、認識メニューオプションの第三セットを描画し、メニューオプシ
ョンの選択を受信する。例えば、認識モジュール１４６は、イベントトークンの送信ボタ
ン１４８２とグローバルトークンの送信ボタン１４８４の何れかが選択されたことに応じ
て、図１４Ｊに示すように、収集者のクライアント装置１０２i上の認識メニューオプシ
ョンの第三セットの描画を引き起こしてもよい。認識メニューオプションの第三セット１
４８４は、日付フィルタの追加ボタン１４８８、場所フィルタの追加ボタン１４９０、お
よび続行ボタン１４９２を含みうる。日付フィルタの追加ボタン１４８８が選択される場
合、収集者は日付または日付の範囲をトークンに記入できる。場所フィルタの追加ボタン
１４９０が選択される場合、収集者は場所または距離閾値を有する場所をトークンに追加
できる。収集者は日付フィルタの追加ボタン１４８８と場所フィルタの追加ボタン１４９
０の両方を選択できる。収集者が続行ボタン１４９２を選択することに応じて、方法１４
４０は図１４Ａのブロック１４１２に進みうる。
【０１６８】
　＜電子メール＞
　１つ以上の実施形態では、ユーザが電子メールメッセージを打ち込むときに、電子メー
ルモジュール１４４は１つ以上のトリガワードについて電子メールメッセージの文章をモ
ニタし、ファイルリクエストの利用を提案できる。例えば、文章が「あのファイルを送信
してください」と記載される場合、電子メールモジュール１４４はユーザに、ユーザがフ
ァイルリクエストを生成したいかどうかの入力を求めうる。ユーザがファイルリクエスト
の利用に同意する場合、電子メールモジュール１４４は、ファイルリクエストを作成させ
しめ、電子メールメッセージ内に生成されたリンクを埋め込みうる。生成されたリンクは
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ハイパーテキストでありうる。電子メールモジュール１４４はハイパーテキストでテキス
トを置換又は補完してもよい。例えば、テキストは「私の収集フォルダを使ってあのファ
イルを送信してください」となりうる。「私の収集フォルダ」はハイパーテキストであっ
てもよく、提出者がハイパーテキストをクリックするとき、アップロードページが提出者
のクライアント装置上に描画されうる。トリガ言語は、コンテンツ管理システム１０６に
よって設定されうる、および／またはユーザ駆動でありうる。ユーザ駆動のトリガ言語で
は、ユーザは、ファイルリクエストを生成するためのプロンプトをトリガするために、１
つ以上の単語または語句を設定できる。
【０１６９】
　図１５Ａを参照し、例示的な実施形態に従う、ファイルリクエスト・トリガを作成する
方法のフローチャートを説明する。本方法を実行するために様々な方法が存在するため、
例示的な方法１５００は例として提供される。以下で説明する方法１５００は、例として
図１および２Ａに示す構成を用いて実行されることができ、これらの図の様々な構成要素
が例示的な方法１５００を説明するために参照される。図１５Ａに示す各ブロックは、例
示的な方法１５００で実行される１つ以上のプロセス、方法、またはサブルーチンを表す
。例示的な方法１５００はブロック１５０２で開始しうる。
【０１７０】
　ブロック１５０２で、メニューアイコンの選択を受信する。例えば、ＵＩモジュール１
２２は、図１５Ｂに示すように、ユーザのクライアント装置１０２i上に描画されるメニ
ューアイコン１５２０を選択する、例えば収集者のような、ユーザによるメニューアイコ
ンの選択を受信できる。メニューアイコンの選択の受信後、方法１５００はブロック１５
０４に進みうる。
【０１７１】
　ブロック１５０４で、メニューを描画する。例えば、ＵＩモジュール１２２は図１５Ｂ
に示すように、メニューオプションをリスト化するメニューであるメニュー１５２４をユ
ーザのクライアント装置１０２iに描画する。メニュー１５２４の描画後、方法１５００
はブロック１５０６に進みうる。
【０１７２】
　ブロック１５０６で、電子メール・メニューオプションの選択を受信する。例えば、Ｕ
Ｉモジュール１２２および／または電子メールモジュール１４０は、電子メールのメニュ
ーオプション１５２４または電子メールの拡大アイコン１５２６の選択を受信する。電子
メールオプションの選択の受信後、方法１５００はブロック１５０８に進みうる。
【０１７３】
　ブロック１５０８で、電子メールのメニューオプションを描画する。例えば、ＵＩモジ
ュール１２２および／または電子メールモジュール１４０は、図１５Ｃに示すように、ユ
ーザのクライアント装置１０２iに電子メールオプション１５３０を描画する。図示する
ように、ファイルを電子メール送信１５３２およびトリガ１５３４からなる、２つの電子
メールのメニューオプションが存在する。電子メールのメニューオプションの描画後、方
法１５００はブロック１５１０に進みうる。
【０１７４】
　ブロック１５１０で、トリガ・メニューオプションの選択を受信する。例えば、ＵＩモ
ジュール１２２および／または電子メールモジュール１４０は、トリガ・メニューオプシ
ョン１５３４の選択を受信する。トリガ・メニューオプション１５３４の選択の受信後、
方法１５００はブロック１５１２に進みうる。
【０１７５】
　ブロック１５１２で、トリガ・メニューオプションを描画する。例えば、ＵＩモジュー
ル１２２および／または電子メールモジュール１４０は、図１５Ｄに示すように、ユーザ
のクライアント装置１０２iにトリガ・メニューオプション１５４０を描画する。トリガ
・メニューオプションは、ユーザ定義トリガおよび／またはシステムのデフォルトトリガ
を含みうる。例えば、図示するように、１つのユーザ定義トリガ「ファイルを送信して」
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１５４２とシステムのデフォルトトリガ「ファイルを電子メール送信して」１５４４とが
存在する。メニューは、追加オプション１５４６と共に入力ボックス１５４８を含みうる
。ユーザが以前１つ以上のトリガを入力している場合、以前入力された１つ以上のトリガ
は図示するように表示されるであろう。トリガのメニューオプションの描画後、方法１５
００はブロック１５１４に進みうる。
【０１７６】
　ブロック１５１４で、ユーザが入力したトリガを受信する。例えば、ＵＩモジュール１
２２および／または電子メールモジュール１４０は、「電子メールにファイルを添付して
」などのユーザが入力したトリガを受信する。ユーザが入力したトリガの受信後、方法１
５００はブロック１５１６に進みうる。
【０１７７】
　ブロック１５１６で、ユーザが入力したトリガを保存する。例えば、ＵＩモジュール１
２２および／または電子メールモジュール１４０は、ユーザが入力したトリガを保存する
。
【０１７８】
　図１５Ｅを参照し、例示的な実施形態に従う、トリガの検出に応じてファイルリクエス
トを作成する方法のフローチャートを説明する。本方法を実行するために様々な方法が存
在するため、例示的な方法１５５０は例として提供される。以下で説明する方法１５５０
は、例として図１および２Ａに示す構成を用いて実行されることができ、これらの図の様
々な要素が例示的な方法１５５０を説明するために参照される。図１５Ｅに示す各ブロッ
クは、例示的な方法１５５０で実行される１つ以上のプロセス、方法、またはサブルーチ
ンを表す。例示的な方法１５５０はブロック１５５２で開始できる。
【０１７９】
　ブロック１５５２で、電子メールメッセージの　文章をモニタし比較する。例えば、電
子メールモジュール１４０は、電子メールメッセージが打ち込まれているときに電子メー
ルメッセージの文章をモニタし、文章を１つ以上の格納済の電子メールトリガと比較する
。比較結果が一致であった場合、方法１５５０はブロック１５５４に進みうる。
【０１８０】
　ブロック１５５４で、ファイルリクエストを作成するためにユーザに入力を求める、電
子メールでトリガされるファイルリクエストＵＩを描画する。例えば、収集モジュール１
３０および／または電子メールモジュール１４０は、図１５Ｆに示すように、ユーザのク
ライアント装置１０２iにファイルリクエストを作成するためにユーザに入力を求める電
子メールでトリガされるファイルリクエストＵＩを描画する。図示するように、電子メー
ルでトリガされるファイルリクエストＵＩ１５７２はユーザに入力を求める。プロンプト
は、ユーザが電子メールメッセージ１５７０を打ち込む間、ファイルリクエストを作成す
るためのｙｅｓボタン１５７４と、ファイルリクエストを作成しないためのｎｏボタン１
５７６を含む。電子メールでトリガされるファイルリクエストＵＩの描画後、方法１５５
０はブロック１５５６に進みうる。
【０１８１】
　ブロック１５５６で、応答を受信する。例えば、収集モジュール１３０および／または
電子メールモジュール１４０は、プロンプトへの応答を受信する。応答がｙｅｓボタン１
５７４の選択である場合、方法１５５０はブロック１５５８に進みうる。応答がｎｏボタ
ン１５７６の選択である場合、方法１５６０はブロック１５５２に進みうる。
【０１８２】
　ブロック１５５８で、ファイルリクエスト・リンクを生成し、電子メールメッセージに
挿入する。例えば、収集モジュール１３０および／または電子メールモジュール１４０は
、生成されたファイルリクエスト・リンクを電子メールメッセージに挿入することができ
る、または電子メールメッセージの文章をハイパーテキストリンクに置換することができ
る。例えば、ユーザが「あのファイルを送信してください」と打ち込んだ場合、文章が「
あのファイルをｈｔｔｐ：／／ｄｂ．ｔｔ／ｘＯＦｏｕｎｗに送信してください」と記載
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されるよう、文章は生成されたファイルリクエスト・リンクで補完されうる。別の例では
、文章がハイパーリンクに置換される場合、文章は、「送信してください」がハイパーリ
ンクである「あのファイルを送信してください」と記載されうる。ファイルリクエスト・
リンクの生成と電子メールメッセージへの挿入との後、方法１５５０はブロック１５５２
に続きうる。
【０１８３】
　１つ以上の実施形態では、収集の電子メールアドレスが作成されうる。収集の電子メー
ルアドレスは、ファイルリクエスト・リンクの代わりにおよび／または加えて作成されう
る。例えば、電子メールアドレスは、リンクが収集モジュール１３０によって生成された
ときに作成されうる。１つ以上の実施形態では、電子メールモジュール１４０が電子メー
ルアドレスを作成できる。電子メールを利用することにより、提出者は電子メールメッセ
ージへ返信し、１つ以上のファイルを添付することにより、収集フォルダへ１つ以上のフ
ァイルをアップロードできる。
【０１８４】
　図１６Ａを参照し、例示的な実施形態に従う、収集の電子メールアドレスを作成するた
めの方法のフローチャートを説明する。本方法を実行するために様々な方法が存在するた
め、例示的な方法１６００は例として提供される。以下で説明する方法１６００は、例と
して図１および２Ａに示す構成を用いて実行されることができ、これらの図の様々な構成
要素が例示的な方法１６００を説明するために参照される。図１６Ａに示す各ブロックは
、例示的な方法１６００で実行される１つ以上のプロセス、方法、またはサブルーチンを
表す。例示的な方法１６００はブロック１６０２で開始しうる。
【０１８５】
　ブロック１６０２で、生成済みのリンクを配信する。例えば、収集モジュール１３０お
よび／または電子メールモジュール１４０は、受信した情報のうちの少なくともいくらか
を元に電子メールメッセージを送信する。これは、図３のブロック３１４で受信済みの情
報が受信された図３のブロック３１６と同一または類似してもよい。電子メールメッセー
ジは、電子メールアドレスが収集者によって入力された１人以上の提出者への、生成済み
のリンクと、入力されたのであればメッセージを収容できる。電子メールアドレスが送信
される電子メールアドレスは、収集モジュール１３０および／または電子メールモジュー
ルによって生成された電子メールアドレスでありうる。生成済みのリンクの配信後、方法
１６００はブロック１６０４に進みうる。
【０１８６】
　ブロック１６０４で、電子メールメッセージを描画する。例えば、図１６Ｂに示すよう
に、コンテンツ管理システム１０６の電子メールプログラムまたはサードパーティの電子
メールプログラムは、当分野で公知のように、電子メールメッセージを提出者のクライア
ント装置１０２iに描画できる。図示するように、電子メールメッセージ１６５０は、例
えば「ＦｉｎａｌＰａｐｅｒｓ＠Ｄｒｏｐｂｏｘ．ｃｏｍ」１６５２のような電子メール
アドレス、例えば提出者「Ａｍｙ　Ｂｒｏｗｎ」１６５４のような電子メールの送信先、
「Ｆｉｎａｌ　Ｐａｐｅｒｓ」１６５６のような件名、例えば「Ｇｏｒｄｏｎ　Ｓｈｉｅ
ｌｄｓ」１６５８のような電子メールの送信元、例えば「Ｆｉｎａｌ　Ｐａｐｅｒｓ」１
６６０のような収集フォルダの題名、例えば収集フォルダへのハイパーテキストリンクで
ある「ｈｅｒｅ」を含む「Ｐｌｅａｓｅ　ｒｅｓｐｏｎｄ　ｔｏ　ｔｈｅ　ｆｉｌｅ　ｒ
ｅｑｕｅｓｔ　ｂｙ　ｃｌｉｃｋｉｎｇ　ｈｅｒｅ　ｏｒ　ｒｅｐｌｙ　ｔｏ　ｔｈｉｓ
　ｅｍａｉｌ　ｍｅｓｓａｇｅ」１６６２のような生成されたリンク、および、例えば「
Ｔｈｉｓ　ｉｓ　ｔｈｅ　ｌａｓｔ　ｐｒｏｊｅｃｔ　ｆｏｒ　ＵＳ　Ｈｉｓｔｏｒｙ　
１０１」１６６４のような記入されれば収集者からのコメント、といったファイルリクエ
ストに関する情報を含みうる。収集者がファイルリクエストをカスタマイズした場合、電
子メールメッセージ１６５０は、「提出数：１」１６６６、「ファイルタイプ：ａｎｙ」
１６６８、「締め切り：Ｄｅｃｅｍｂｅｒ　１，　２０１５」１６７０、および「上書き
保存：ｙｅｓ」１６７２のような追加情報を含みうる。ファイルリクエストが写真のリク
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エストの場合、電子メールメッセージは添付としてトークンを含みうる。電子メールメッ
セージの描画後、方法１６００はブロック１６０６に進みうる。
【０１８７】
　ブロック１６０６で、返信メール・メニューオプションを受信する。例えば、コンテン
ツ管理システム１０６の電子メールプログラムまたはサードパーティの電子メールプログ
ラムは、当分野で公知のように、返信オプションまたは返信メールオプションの選択を受
信する。返信オプションの受信後、方法１６００はブロック１６０８に進みうる。
【０１８８】
　ブロック１６０８で、文章および／または１つ以上の添付ファイルを受信する。例えば
、コンテンツ管理システム１０６の電子メールプログラムまたはサードパーティの電子メ
ールプログラムは、当分野で公知のように、提出者からの文章および／または１つ以上の
添付ファイルを受信する。文章と１つ以上の添付ファイルとの受信後、方法１６００はブ
ロック１６１０に進みうる。
【０１８９】
　ブロック１６１０で、送信コマンドを受信する。例えば、コンテンツ管理システム１０
６の電子メールプログラムまたはサードパーティの電子メールプログラムは、当分野で公
知のように、送信コマンドを受信する。送信コマンドの受信後、方法１６００はブロック
１６１２に進みうる。
【０１９０】
　ブロック１６１２で、電子メールメッセージを送信する。例えば、コンテンツ管理シス
テム１０６の電子メールプログラムまたはサードパーティの電子メールプログラムは、コ
ンテンツ管理システム１０６へ電子メールメッセージを送信する。電子メールメッセージ
の送信後、方法１６００はブロック１６１４に進みうる。
【０１９１】
　ブロック１６１４で、提出者から電子メールメッセージを受信する。例えば、電子メー
ルモジュール１４０は、電子メールメッセージと１つ以上の添付ファイルとを提出者から
受信する。電子メールメッセージの受信後、方法１６００はブロック１６１６に進みうる
。
【０１９２】
　ブロック１６１６で、１つ以上の添付ファイルを格納する。例えば、収集モジュール１
３０および／または電子メールモジュール１４０は、コンテンツストレージ１６０に１つ
以上の添付ファイルを格納する。１つ以上のファイルは、収集フォルダに格納され、およ
び／または電子メールメッセージが送信された電子メールアドレスに基づいて収集フォル
ダに関連付けられうる。収集モジュール１３０および／または電子メールモジュール１４
０は、収集フォルダに別個のファイルとして電子メールを格納し、および／または収集フ
ォルダに関連付けられうる。コンテンツディレクトリは、コンテンツストレージ１６０の
各コンテンツアイテムの場所を識別できる。コンテンツディレクトリは、コンテンツスト
レージ１６０に格納された各コンテンツアイテムに対する固有のコンテンツエントリを含
みうる。コンテンツエントリは、コンテンツストレージ１６０のコンテンツアイテムの場
所を識別するコンテンツポインタを含みうる。１つ以上のアップロード済ファイルの格納
後、方法１６００はブロック１６１８に進みうる。
【０１９３】
　ブロック１６１８で、収集フォルダに格納される１つ以上のファイルに応じて収集者に
通知する。通知は、電子メール、テキストメッセージ、アカウントへの投稿、アプリケー
ション通知（例えばインバンド通知）、または他の通知方法を含みうるが、これらに限定
されない。例えば、アカウント管理モジュール１２４および／または電子メールモジュー
ル１４０は、１つ以上のファイルが収集フォルダに格納されていることに応じて収集者に
電子メールメッセージを送信させる。通知は、１つ以上のファイルが収集ファイルにアッ
プロードされたことを収集者に通知できる。電子メールメッセージは、アップロード済の
１つ以上のファイルに関連付けられた情報を提供できる。例えば、情報は、ファイル名、
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ファイルがアップロードされたタイムスタンプ、および各アップロード済ファイルの提出
者の名前を含みうる。
【０１９４】
　＜公開＞
　収集フォルダのコンテンツアイテムのいくつかまたは全てを受信した後、収集者は収集
フォルダのコンテンツを公開できる。収集フォルダを公開することで、収集者は提出物を
１人以上の提出者および／または他人と共有することができる。収集フォルダの公開はプ
ライベートまたはパブリックでありうる。プライベートな公開は、プライベート収集フォ
ルダへのアクセスを提出者のみに制限できる。パブリックな公開は、誰でも公開された収
集フォルダへアクセスすることが可能になりうる。１つ以上の実施形態では、収集者はバ
ニティＵＲＬ（例えばｗｗｗ．ｄｒｏｐｂｏｘ．ｃｏｍ／ｆｉｌｅｒｅｑｕｅｓｔ／ｇｉ
ｄｅｏｎ）のようなパブリックで発見可能なＵＲＬを介して、または会社のｗｉｋｉのよ
うなｗｉｋｉを介して、コンテンツを公開できる。１つ以上の実施形態では、公開された
収集者のフォルダは電子データルームとして公開されうる。
【０１９５】
　図１７Ａを参照し、例示的な実施形態に従う、収集フォルダのコンテンツを公開する方
法のフローチャートを説明する。本方法を実行するために様々な方法が存在するため、例
示的な方法１７００は例として提供される。以下で説明する方法１７００は、例として図
１および２Ａに示す構成を用いて実行されることができ、これらの図の様々な要素が例示
的な方法１７００を説明するために参照される。図１７Ａに示す各ブロックは、例示的な
方法１７００で実行される１つ以上のプロセス、方法、またはサブルーチンを表す。例示
的な方法１７００はブロック１７０２で開始しうる。
【０１９６】
　ブロック１７０２で、収集者による収集フォルダにアクセスする。例えば、Ｇｏｒｄｏ
ｎ　Ｓｈｉｅｌｄｓのような収集者は、図４Ｂに示すように、収集者のクライアント装置
１０２i上に描画されるホームページＵＩ４１０に表示された収集フォルダを選択するこ
とにより、収集フォルダにアクセスする。例えば、収集者は、例えばフォルダＨｏｍｅｗ
ｏｒｋ　Ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　＃　１　のような収集フォルダを選択できる。収集フォ
ルダにアクセスした後、方法１７００はブロック１７０４に進みうる。
【０１９７】
　ブロック１７０４で、フォーマットメニュー・オプションを受信し、コンテンツをフォ
ーマットする。例えば、ＵＩモジュール１２２および／またはコンテンツアイテム管理モ
ジュール１２８は、図１７Ｂに示すように収集フォルダ１７５０のコンテンツをフォーマ
ットするために、フォーマットアイコン１７５２、１７５４の選択を受信する。順序のフ
ォーマットアイコン１７５２を選択することにより、収集フォルダのコンテンツは、提出
者、最終変更日、アルファベット順、等、当分野で公知のように整理されうる。テンプレ
ートレイアウト・アイコン１７５４を選択することにより、収集者はテンプレートレイア
ウトに基づいてコンテンツを整理できる。例えば、ＵＩモジュール１２２および／または
コンテンツアイテム管理モジュール１２８は、収集者のクライアント装置１０２i上にレ
イアウトメニュー１２７０を描画させ、収集者が、図１７Ｃに示す表示されたテンプレー
トレイアウトの１つからテンプレートレイアウトを選択することを可能にさせうる。図示
するように、本例では、収集者はオプションメニュー１２７０に表示されたリスト・テン
プレートレイアウト１２７２とスプレッド・テンプレートレイアウト１２７４との間から
選びうる。テンプレートレイアウトは、収集フォルダ内のファイルのファイルタイプを元
にすることができる。例えば、画像ファイルに対して、収集者は異なるアルバム・テンプ
レートレイアウトから選択できる。コンテンツのフォーマット後、方法１７００はブロッ
ク１７０６に進みうる。
【０１９８】
　ブロック１７０６で、公開のメニューオプションを受信する。例えば、ＵＩモジュール
１２２および／またはコンテンツアイテム管理モジュール１２８は、公開アイコン１７５
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６の選択を受信し、収集者のクライアント装置１０２i上に公開メニュー１２８０の描画
し、収集者が図１７Ｄに示す公開オプションから公開オプションを選択することを可能に
させる。提出者のみに公開のメニューオプション１２８２は、提出者が収集フォルダ内の
全ての提出済みファイルへアクセスすることを可能にする。ウェブサイトに公開メニュー
オプション１２８４は、収集者が収集フォルダを公開するウェブサイトを入力することを
可能にする。ｗｉｋｉに公開メニューオプション１２８６は、収集者が収集フォルダを公
開するｗｉｋｉを入力することを可能にする。データルームに公開メニューオプション１
２８８は、収集者が収集フォルダを公開し、アクセス権および／またはパスワードを有す
るユーザのみに収集フォルダへのアクセスを可能にすることを可能にする。公開メニュー
オプションの受信後、方法１７００はブロック１７０８に進みうる。
【０１９９】
　ブロック１７０８で、選択されたメニューオプションに従って収集フォルダを公開する
。例えば、ＵＩモジュール１２２および／またはコンテンツアイテム管理モジュール１２
８は、選択された公開のメニューオプションに従いフォルダへのアクセス権を変更する。
収集フォルダを公開した後、方法１７００はブロック１７１０に進みうる。
【０２００】
　ブロック１７１０で、提出者に電子メールメッセージを送信する。例えば、ＵＩモジュ
ール１２２および／または電子メールモジュール１４０は、提出者に収集フォルダの公開
を通知する電子メールメッセージを送信する。
【０２０１】
　＜パブリックなファイルリクエスト＞
　１つ以上の実施形態では、収集者はファイルリクエストをパブリックなファイルリクエ
ストにすることができる。１つ以上の実施形態では、ファイルリクエスト・リンクは、例
えばｗｗｗ／ｄｒｏｐｂｏｘ．ｃｏｍ／ｆｉｌｅｒｅｑｕｅｓｔ／ｐｕｂｌｉｃ／ｇｉｄ
ｅｏｎのようなバニティリンクといったパブリックに発見可能な共有リンクを介して発見
可能でありうる。１つ以上の実施形態では、ファイルリクエスト・リンクは、ファイルリ
クエストの保存先を変更することで、パブリックで発見可能にすることができる。例えば
、図７Ａの保存先の変更ボックス７０６を選択することにより、収集者は保存先アドレス
を「／Ｒｅｑｕｅｓｔｓ／Ｆｉｎａｌ　ｐａｐｅｒｓ」から「／Ｒｅｑｕｅｓｔｓ／ｐｕ
ｂｌｉｃ／Ｆｉｎａｌ　ｐａｐｅｒｓ」に変更し、保存先のアドレスをパブリックにする
ことができる。
【０２０２】
　１つ以上の実施形態では、ソーシャルメディア・ネットワークは、収集フォルダへの１
つ以上のファイルの提出を促進するために、ユーザインタフェース上にファイルリクエス
トのウィジェットを含みうる。ファイルリクエスト・ウィジェットは、ウィジェットに関
連付けられた１つ以上の特定のファイルを、同期型または非同期型のクライドベース・コ
ンテンツ管理システムといった、コンテンツ管理システム１０６の収集フォルダへの直接
的に提出することを促進するために用いられてもよい。結果的に、収集者は、ファイルリ
クエスト・リンクを生成し、ソーシャルネットワークのウェブサイトといったウェブサイ
トのユーザインタフェースへ挿入させるためにウィジェットを利用できる。例えば、ファ
イルリクエストのウィジェットアイコンをクリックすることで、ソーシャルネットワーク
は、Ｆａｃｅｂｏｏｋの投稿またはＴｗｉｔｔｅｒのツイートのような、ユーザインタフ
ェースに挿入されうるファイルリクエスト・リンクを取得するために、コンテンツ管理シ
ステム１０６と通信できる。ファイルリクエスト・リンクは、ハイパーテキストとして挿
入され、ユーザに対して作成され、収集フォルダを作成することを選んだユーザに関連す
るアカウントに関連付けられる収集フォルダへのアクセスを提供できる。ユーザ／提出者
がファイルリクエスト・リンクまたはハイパーテキストを選択すると、提出者が他の提出
者によってアップロードされたファイルへアクセスできないようにしながら、ユーザ／提
出者は、関連する収集フォルダにファイルをアップロードできる。例えば、Ｄｒｏｐｂｏ
ｘのような企業は、そのホームページにコンテストを投稿してもよい、または「Ｗｉｎ　
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ｏｎｅ　ｆｒｅｅ　ｍｏｎｔｈ　ｏｆ　ｓｔｏｒａｇｅ　ｏｎ　Ｄｒｏｐｂｏｘ　ｂｙ　
ｓｕｂｍｉｔｔｉｎｇ　ｔｈｅ　ｆｕｎｎｉｅｓｔ　ｐｉｃｔｕｒｅ　ｓｈｏｗｉｎｇ　
ｔｈｅ　Ｄｒｏｐｂｏｘ　ｌｏｇｏ．　Ｃｌｉｃｋ　ｈｅｒｅ　ｔｏ　ｓｕｂｍｉｔ　ｙ
ｏｕｒ　ｐｉｃｔｕｒｅ．　Ｃｏｎｔｅｓｔ　ｅｎｄｓ　Ｎｏｖｅｍｂｅｒ　２１，　２
０１５．」と記載したメッセージを、ソーシャルネットワークを介して投稿してもよい。
「ｈｅｒｅ」は収集フォルダへのハイパーテキストであってもよい。様々な実施形態で、
ファイルリクエストのウィジェットは、ユーザがファイルリクエストのウィジェットを利
用して１つ以上のコンテンツアイテムのコンテンツダウンロードのリクエストを選択およ
び／または開始することを可能にする、ユーザインタフェース・エレメント（例えばボタ
ン、ダイアログボックス、またはメニューバー）を含んでもよい。ファイルダウンロード
のウィジェットは、例えば所定のウェブサイトのＨＴＭＬコードに小さなＨＴＭＬコード
を貼り付けることで実施されてもよい。コードはコンテンツ管理システム１０６によって
提供されてもよい。より具体的には、リンク管理モジュール２０８は収集フォルダを作成
し、収集フォルダにダウンロードされるコンテンツアイテムを指し示してもよい。
【０２０３】
　図１８Ａを参照し、例示的な実施形態に従う、収集フォルダの管理方法のフローチャー
トを説明する。本方法を実行するために様々な方法が存在するため、例示的な方法１００
０は例として提供される。以下で説明する方法１８００は、例として図１および２Ａに示
す構成を用いて実行されることができ、これらの図の様々な要素が例示的な方法１８００
を説明するために参照される。図１８Ａに示す各ブロックは、例示的な方法１８００で実
行される１つ以上のプロセス、方法、またはサブルーチンを表す。例示的な方法１８００
はブロック１８０２で開始しうる。
【０２０４】
　ブロック１８０２で、サードパーティのウェブサイトにファイルリクエストのアイコン
を描画する。例えば、コンテンツ管理システム１０６からのウィジェットソフトウェアは
、サードパーティのウェブサイトに提供され、ここでウィジェットソフトウェアは、サー
ドパーティのウェブサイトにファイルリクエストのアイコンを表示する。サードパーティ
のウェブサイトは、ソーシャルネットワーキング・ウェブサイトのような、コンテンツ管
理システム１０６によって運用されるウェブサイトである。図１８Ｂは、テキストボック
ス１８５２に表示されたファイルリクエストのアイコン１８５４をもつ、例えばＴｗｉｔ
ｔｅｒ（登録商標）のような例示的なサードパーティのウェブサイトを示す。サードパー
ティのウェブサイト上にファイルリストのアイコンの描画した後、方法１８００はブロッ
ク１８０４に進みうる。
【０２０５】
　ブロック１８０４で、ファイルリクエストのアイコンが選択されたことに応じて、サー
ドパーティのウェブサイトからファイルリクエスト・リンクを生成するリクエストを受信
する。例えば、リンク生成モジュール２０５がサードパーティのウェブサイトからのファ
イルリクエスト・リンクの生成リクエストを受信する。リクエストは、表示されたファイ
ルリクエストのアイコン１８５４を選択するサードパーティのウェブサイトのユーザによ
って生成されうる。リクエストの受信後、方法１８００はブロック１８０６に進みうる。
【０２０６】
　ブロック１８０６で、ファイルリンクを作成する。例えば、リンク生成モジュール２０
２がファイルリクエスト・リンクを生成する。ファイルリクエスト・リンクの生成後、方
法１８００はブロック１８０８に進みうる。
【０２０７】
　ブロック１８０８で、サードパーティのウェブサイトへ生成したファイルリクエスト・
リンクを提供する。例えば、リンク配信モジュール２０６がサードパーティのウェブサイ
トへの生成したファイルリクエスト・リンクを提供する。サードパーティのウェブサイト
へ生成したファイルリクエストを提供した後、方法１８００はブロック１８１０に進みう
る。
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【０２０８】
　ブロック１８１０で、サードパーティのウェブサイトに生成したファイルリクエスト・
リンクを埋め込む。例えば、ウィジェットソフトウェアがサードパーティのウェブサイト
へ生成したファイルリクエストを埋め込む。生成されたファイルリクエストは表示され、
および／またはハイパーテキストとして生成され埋め込まれたファイルリクエスト・リン
クである「ｈｅｒｅ」をもつ「Ｃｌｉｃｋ　ｈｅｒｅ　ｔｏ　ｓｕｂｍｉｔ　ａ　ｆｉｌ
ｅ」のようなハイパーテキストとして表示されうる。サードパーティのウェブサイトへ生
成されたファイルリクエスト・リンクを埋め込んだ後、方法１８００は図３のブロック３
に進みうる。
【０２０９】
　＜収集フォルダの管理＞
　図１９Ａを参照し、例示的な実施形態に従う、収集フォルダの管理方法のフローチャー
トを説明する。本方法を実行するために様々な方法が存在するため、例示的な方法１９０
０は例として提供される。以下で説明する方法１９００は、例として図１および２Ａに示
す構成を用いて実行されることができ、これらの図の様々な構成要素が例示的な方法１９
００を説明するために参照される。図１９Ａに示す各ブロックは、例示的な方法１９００
で実行される１つ以上のプロセス、方法、またはサブルーチンを表す。例示的な方法１９
００はブロック１９０２で開始しうる。
【０２１０】
　ブロック１９０２では、ファイルリクエスト・メニューオプションの選択の受信に応じ
て、収集フォルダのホームページを描画する。例えば、ＵＩモジュール１２２は図４Ｂに
示すファイルリクエスト・メニューオプションの選択を受信し、収集フォルダのホームペ
ージを、収集者のクライアント装置１０２上に描画させる。図１９Ｂは例示的な収集フォ
ルダのホームページを示す。図示するように、収集フォルダのホームページは、アクティ
ブリクエストの収集フォルダと、新規ファイルリクエストを作成するためのボタンを示す
。本例では、アクティブな収集者は、２０１５年４月２日の日付を有し、「０」個のファ
イルが提出されたＦｉｎａｌ　Ｐａｐｅｒｓ収集フォルダである、１つの収集フォルダを
有する。収集フォルダのホームページを描画した後、方法１９００はブロック１９０４に
進みうる。
【０２１１】
　ブロック１９０４で、受信されたコマンドを判断する。例えば、ＵＩモジュール１２２
は、選択された新規ファイルリクエスト、アクティブ化リクエスト、非アクティブ化リク
エスト、収集フォルダまたはサイドメニュー・オプションに応じて、コマンドを受信する
。新規ファイルリクエストに対するものであるコマンドに応じて、方法は方法３００のブ
ロック３０６に進むことができ、収集者は新規収集フォルダを生成できる。図１９Ｃは、
収集フォルダｖａｃａｔｉｏｎ　ｐｈｏｔｏｓを生成するための第一の提出ページの初期
ＵＩ７００である。図１９Ｃで、プロンプトは「ファイルリクエストにどのような名前を
つけますか？」および「リクエストファイルをどこに保存しますか？」である。例示的な
答えは、それぞれ「ｖａｃａｔｉｏｎ　ｐｈｏｔｏｓ」と「／Ｒｅｑｕｅｓｔｓ／Ｖａｃ
ａｔｉｏｎ　ｐｈｏｔｏｓ」である。図１９Ｄは、「ファイルリクエストの作成」ボタン
が選択された第一の提出ページの初期ＵＩ７００である。新規収集フォルダの作成後、方
法１９００はブロック１９０２に戻る。図１９Ｅは、収集フォルダｖａｃａｔｉｏｎ　ｐ
ｈｏｔｏｓが作成されたあとの収集フォルダのホームページのファイルリストＵＩ１９５
２を示す。フォルダは「Ｖａｃａｔｉｏｎ　ｐｈｏｔｏｓ」と「Ｆｉｎａｌ　Ｐａｐｅｒ
ｓ」とである。アクティブリクエストに対するものであるコマンドに対応して、方法１９
００はブロック１９０２に進み、ここで収集フォルダのホームページが収集者のクライア
ント装置１０２i上に再度描画される。収集フォルダの選択であるコマンドに応じて、方
法１９００はブロック１９０６に進みうる。図１９Ｆは、収集フォルダＦｉｎａｌ　Ｐａ
ｐｅｒｓが選択されているファイルリストＵＩ１９５２を示す。非アクティブリクエスト
に対するものであるコマンドに応答し、方法１９００はブロック１９１０に進みうる。非
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アクティブファイルが選択されていることに応じて、サイドメニューと選択されているサ
イドメニューのメニューオプションが描画され、方法１９００は選択されたメニューオプ
ションの実行に進む。
【０２１２】
　ブロック１９０６で、ファイルリクエストの編集ページが描画される。例えば、ＵＩモ
ジュール１２２は、ファイルリクエストの編集ページを収集者のクライアント装置１０２

i上に描画させしめる。図１９Ｇに示すように、ファイルリクエストの編集ページは、収
集者が収集フォルダの名前を変更、収集フォルダの場所を変更、および収集フォルダを非
アクティブにすることを可能にする。ファイルリクエストの名前が変更された、またはフ
ァイルが保存される場所が変わる場合、収集者は保存ボタンを選択することができ、変更
が保存され、方法１９００はブロック１９０２に進みうる。収集者が取消ボタンを選択す
る場合、コマンドは取り消され、方法１９００はブロック１９０２に進みうる。収集者が
リクエストの非アクティブ化ボタンを選択する場合、方法１９００はブロック１９０８に
進みうる。
【０２１３】
　ブロック１９０８で、選択されたフォルダは非アクティブ化される。例えば、ファイル
アクセス・モジュール２０４は選択されたフォルダを非アクティブ化する。非アクティブ
化された収集フォルダは、提出者が非アクティブ化された収集フォルダへファイルをアッ
プロードすることを禁じる。フォルダの非アクティブ化の後、方法１９００はブロック１
９０２に進みうる。図１９Ｈは、収集フォルダＦｉｎａｌ　Ｐａｐｅｒｓが非アクティブ
化された後、収集フォルダＶａｃａｔｉｏｎ　ｐｈｏｔｏｓのみがアクティブリクエスト
収集フォルダにある収集フォルダのホームページＵＩを示す。
【０２１４】
　ブロック１９１０で、非アクティブリクエストのホームページを描画する。例えば、Ｕ
Ｉモジュール１２２は、収集者のクライアント装置１０２iへの非アクティブリクエスト
のホームページの描画を生じさせる。図１９Ｉは、収集フォルダＦｉｎａｌ　Ｐａｐｅｒ
ｓが表示される非アクティブリクエストのホームページＵＩを示す。非アクティブリクエ
ストのホームページの描画後、方法１９００はブロック１９１２に進みうる。
【０２１５】
　ブロック１９１２で、受信されたコマンドを判断する。例えば、ＵＩモジュール１２２
は、選択されたアクティブ化リクエスト、非アクティブ化リクエスト、収集フォルダまた
はサイドメニュー・オプションに応じて、コマンドを受信する。アクティブリクエストに
対するものであるコマンドに応じて、方法１９００はブロック１９０２に進み、ここで収
集フォルダのホームページが描画される。収集フォルダの選択であるコマンドに応答し、
方法１９００はブロック１９１４に進みうる。非アクティブリクエストに対するものであ
るコマンドに応じて、方法１９００はブロック１９１０に進みうる。サイドメニューのメ
ニューオプションが選択されたことに応じて、方法１９００は選択されたメニューオプシ
ョンの実行に進む。
【０２１６】
　ブロック１９１４で、ファイルリクエストの編集ページを描画する。例えば、ＵＩモジ
ュール１２２は、ファイルリクエストの編集ページを収集者のクライアント装置１０２i

上に描画させしめる。図１９Ｊに示すように、ファイルリクエストの編集ページは、収集
者が収集フォルダの名前を変更、収集フォルダの場所を変更、および収集フォルダをアク
ティブにすることを可能にする。ファイルリクエストの名前が変更された、またはファイ
ルが保存される場所が変わる場合、収集者は保存ボタンを選択することができ、変更が保
存され、方法１９００はブロック１９０２に進みうる。収集者が取消ボタンを選択する場
合、コマンドは取り消され、方法１９００はブロック１９０２に進みうる。収集者がリク
エストの再アクティブ化ボタンを選択する場合、方法１９００はブロック１９１６に進み
うる。
【０２１７】
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　ブロック１９１６で、選択されたフォルダをアクティブ化する。例えば、ファイルアク
セス・モジュール２０４は選択されたフォルダを再アクティブ化する。再アクティブ化さ
れた収集フォルダは、提出者がアクティブ化された収集フォルダへファイルをアップロー
ドすることを可能にする。フォルダの再アクティブ化後、方法１９００はブロック１００
２に進みうる。図１９Ｅは、収集フォルダＦｉｎａｌ　Ｐａｐｅｒｓが再アクティブ化さ
れた後の収集フォルダのホームページＵＩを示す。
【０２１８】
　＜運営管理コントロールとダッシュボード＞
　１つ以上の実施形態では、運営管理コントロールが採用される。コンテンツ管理システ
ムを例えばＤｒｏｐｂｏｘ　Ｂｕｓｉｎｅｓｓのような企業レベルで利用する会社のため
に、会社は運営管理コントロールを有しうる。運営管理コントロールは、アクティビティ
ログのレビュー、収集フォルダの閲覧、収集フォルダへ提出が行われたときの通知、収集
フォルダが公開されたときに通知、収集フォルダ／ファイルリクエストを作成する人の制
御、収集フォルダをレビューできる人の制御、および提出者が企業のメンバーである必要
があるかどうかの制御を含むが、これに制限されなくてもよい。アドミニストレータ、フ
ァイルリクエスト数、収集フォルダ数、ファイルリクエストを作成した人、コンテンツア
イテムを収集フォルダに提出した人、及び作成されたレポートを記録することができるア
クティビティログにアクセスできる。図２０Ｂを参照し、例示的な実施形態に従う、アク
ティビティログを描画するＵＩが説明される。アドミニストレータは収集フォルダをレビ
ューできる。例えば、アドミニストレータは、収集フォルダのコンテンツを閲覧するため
に、アクティビティログに表示される描画された収集フォルダを選択できる。アドミニス
トレータは、提出者が収集フォルダへコンテンツアイテムを提出することに応じて、電子
メールメッセージのような通知を受信できる。アドミニストレータは、エンタープライズ
へアクセスした人物のリストを閲覧し、例えばファイルリクエスト／収集フォルダを作成
する能力、ファイルリクエストを受信できる人を制御する能力、ファイルリクエストをカ
スタマイズできる人、および／または収集フォルダに関して企業のユーザができる他の特
権のような、各ユーザの権利を制御できる。アドミニストレータは、提出者が、コンテン
ツアイテムを提出するために企業のメンバーでなければならないかどうかを制御できる。
【０２１９】
　図２０Ａを参照し、例示的な実施形態に従う、アクティビティログの生成方法のフロー
チャートを説明する。本方法を実行するために様々な方法が存在するため、例示的な方法
２０００は例として提供される。以下で説明する方法２０００は、例として図１および２
Ａに示す構成を用いて実行されることができ、これらの図の様々な要素が例示的な方法２
０００を説明するために参照される。図２０Ａに示す各ブロックは、例示的な方法２００
０で実行される１つ以上のプロセス、方法、またはサブルーチンを表す。例示的な方法２
０００はブロック２００２で開始しうる。
【０２２０】
　ブロック２００２で、アクティビティについてコンテンツ管理システムのアクティビテ
ィをモニタする。例えば、分析モジュール１３４は、コンテンツ管理システム１０６内で
企業アカウントに関連付けられたアクティビティをモニタする。アクティビティの検出に
応じて、方法２０００はブロック２００４に進む。
【０２２１】
　ブロック２００４で、アクティビティを判断する。例えば、分析モジュール１３４はエ
ンタープライズアカウントに関連するアクティビティを判断する。例えば、アクティビテ
ィは、フォルダにアクセスし、収集フォルダを生成し、非アクティブファイルリクエスト
を再アクティブ化し、アクティブファイルリクエストを非アクティブ化し、収集フォルダ
への提出物を受信し、収集フォルダでの上書き保存を受信し、収集フォルダの締め切りに
達し、収集フォルダを公開し、不適切な提出を検出し（例えばユーザ認証されていないな
ど）、悪性コードをもつ提出物を受信し、盗用を検出する等でありうる。アクティビティ
の判断後、方法２０００はブロック２００６へ進む。
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【０２２２】
　ブロック２００６で、アクティビティと関連情報とをアクティビティログに記録する。
例えば、分析モジュール１３４は、アクティビティと関連情報とをアクティビティログに
記録する。関連情報は、アクティビティ、アクティビティのタイムスタンプ、アクティビ
ティに関連付けられたユーザ、ユーザの役割、等を含みうる。アクティビティの記録後、
方法２０００はブロック２００８に進む。
【０２２３】
　ブロック２００８で、アクティビティログの閲覧リクエストを受信する。例えば、分析
モジュール１３４は、アクティビティログの閲覧リクエストを受信する。リクエストの受
信後、方法２０００はブロック２０１０に進みうる。
【０２２４】
　ブロック２０１０で、アクティビティログの閲覧リクエストに関連するユーザを認証す
る。例えば、ユーザ識別モジュール１２６はリクエストに関連するユーザを認証する。認
証は、ユーザに要求者のユーザアカウントにログインすることを要求してもよい、または
要求者のクライアント装置１０２iに格納されたクッキーに基づいてもよい。ユーザが認
証される場合、方法２０００はブロック２０１２に進みうる。ユーザが認証されない場合
、方法２０００はブロック２０２０に進みうる。
【０２２５】
　ブロック２０１２で、ユーザに範囲の入力を求める。例えば、分析モジュール１３４は
、期間またはエントリ数の設定でありうる、範囲を入力するようユーザに求める。これは
描画されたメニューを介して行われうる。プロンプトの描画後、方法２０００はブロック
２０１４に進みうる。
【０２２６】
　ブロック２０１４で、プロンプトに応じる範囲を受信する。例えば、分析モジュール１
３４は、プロンプトに応じて、期間またはエントリ数の設定を受信する。範囲の受信後、
方法２０００はブロック２０１６に進みうる。
【０２２７】
　ブロック２０１６で、入力された範囲に基づくアクティビティログを取得する。例えば
、分析モジュール１３４は、エントリ数の設定に基づき、アクティビティログのエントリ
を取得する。入力された範囲に対するアクティビティログの取得後、方法２０００はブロ
ック２０１８に進みうる。
【０２２８】
　ブロック２０１８で、入力された範囲の取得されたアクティビティログを、アクティビ
ティログＵＩに描画する。例えば、ＵＩモジュール１２２は、図２０Ｂに示すように、要
求者のクライアント装置１０２i上のアクティビティログＵＩ２０５０に、取得されたア
クティビティログを描画する。図示するように、アクティビティログＵＩ２０５０は、関
連情報とともに最新の１０個のエントリを示す。関連情報は、場所、アクティビティに関
連付けられたユーザ、アクティビティ、およびタイムスタンプを含む。
【０２２９】
　ブロック２０２０で、ユーザに対して、適切なアクセス権を有していないというメッセ
ージを描画する。例えば、ＵＩモジュール１２２は、ユーザが適切な認証情報を入力しな
かったことをユーザに知らせるメッセージＵＩの描画を生じさせうる。
【０２３０】
　１つ以上の実施形態で、収集者は、収集フォルダに関連付けられたステータスファイル
にアクセスすることで、収集フォルダのステータスを判断できる。図２１Ａを参照し、例
示的な実施形態に従う、アクティビティログの生成方法のフローチャートを説明する。本
方法を実行するために様々な方法が存在するため、例示的な方法２１００は例として提供
される。以下で説明する方法２１００は、例として図１および２Ａに示す構成を用いて実
行されることができ、これらの図の様々な要素が例示的な方法２１００を説明するために
参照される。図２１Ａに示す各ブロックは、例示的な方法２１００で実行される１つ以上
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のプロセス、方法、またはサブルーチンを表す。例示的な方法２１００はブロック２１０
２で開始しうる。
【０２３１】
　ブロック２１０２で、生成されているファイルリクエスト・リンクに応じてステータス
ファイルを生成する。例えば、分析モジュール１３４は、図３のブロック３０８で生成さ
れているファイルリクエスト・リンクに応じてステータスファイルを生成する。ステータ
スファイルは、ファイルリクエストに関連付けられた提出者のリストと、ファイルリクエ
スト・リンクが生成されたタイムスタンプとを含みうる。ステータスファイルは、収集フ
ォルダに格納されうる、または収集フォルダに関連付けられうる。ステータスファイルの
生成後、方法２１００はブロック２１０４に進みうる。
【０２３２】
　ブロック２１０４で、提出とアクセスのためのファイルリクエスト・リンクに関連付け
られた収集フォルダをモニタし、ファイルリクエスト・フォルダをモニタする。例えば、
分析モジュール１３４は１人以上の提出者からの提出物のために収集フォルダをモニタし
、ファイルリクエスト・フォルダをモニタする。提出に応じて、方法２１００はブロック
２１０６に進みうる。
【０２３３】
　ブロック２１０６で、提出物の受信に応じてステータスファイルを更新する。例えば、
分析モジュール１３４は、収集フォルダが提出物を受信することに応じてステータスファ
イルを更新する。更新は、提出者の表示と、提出物が受信された時間を示すタイムスタン
プとを含みうる。ステータスファイルの更新後、方法２１００はブロック２１０８に進み
うる。
【０２３４】
　ブロック２１０８で、収集者が収集者のファイルリクエスト・フォルダにアクセスした
ことに応じて、ファイルリクエスト・フォルダの各収集フォルダのステータスファイルに
アクセスする。例えば、分析モジュール１３４は、収集者が収集者のファイルリクエスト
・フォルダにアクセスしたことに応じて、ファイルリクエスト・フォルダの各収集フォル
ダのステータスファイルにアクセスする。各収集フォルダに対するステータスファイルに
アクセスした後、方法２１００はブロック２１１０に進みうる。
【０２３５】
　ブロック２１１０で、提出済みファイルの数の要約とともに、ファイルリクエスト・フ
ォルダに関連する各フォルダに対する収集フォルダアイコンを描画する。例えば、ＵＩモ
ジュール１２２および／または分析モジュール１３４は、ファイルリクエスト・フォルダ
の各収集フォルダに対するファイルアイコンの描画を生じさせ、収集フォルダに対応する
ステータスフォルダから取得した提出済みファイルの数を描画する。図１９Ｉは、例えば
Ｇｏｒｄｏｎ　Ｓｈｉｅｌｄｓのユーザアカウントの収集フォルダＦｉｎａｌ　Ｐａｐｅ
ｒｓといった、１つのアクティブ収集フォルダを示す。図示するように、ファイルリクエ
ストＦｉｎａｌ　Ｐａｐｅｒｓのステータスは、５件の提出と２件の未提出を含む。未提
出は、収集フォルダへ提出物を提供しなかった提出者を指す。収集者が描画されたファイ
ルアイコンを選択することに応じて、方法２１００は図１４Ａのブロック２１１２に進み
うる。
【０２３６】
　ブロック２１１２で、提出済みファイルとステータスファイルとのリストを描画する。
例えば、ＵＩモジュール１２２および／または分析モジュール１３４は、選択されたフォ
ルダ内のファイルリストのファイルリストＵＩへの描画を生じさせる。図２１Ｂｈａステ
ータスファイル２１５４とともにフォルダ内のファイルをリスト化するファイルリストＵ
Ｉ２１５２を示す。提出物ファイルとステータスファイルとのリストを描画した後、収集
者がステータスファイルを選択することに応じて方法２１００はブロック２１１４に進み
うる。
【０２３７】
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　ブロック２１１４で、ステータスファイルを描画する。例えば、ＵＩモジュール１２２
および／またはコメントモジュール１３４は、図２１Ｃに示すように、ステータスファイ
ルＵＩ２１６２の描画を生じさせる。図示するように、ステータスファイルは、例えばＦ
ｒａｎｋ　Ｆａｖａ２１５８とＧｅｏｒｇｅ　Ｇｅｉｇｅｒ２１６０との２人の提出者が
ファイルを提出しなかったことを示す。ステータスファイルは、提出者を上に、未提出者
を下にリスト化してもよい。１つ以上の実施形態では、提出者は第一の色で描画されるこ
とができ、未提出者は第二の色で描画されることができる。１つ以上の実施形態では、分
析モジュール１３４はアクティビティログにアクセスし、提出者が以前の提出物を上書き
保存したかどうかを示してもよい。例えば、以前の提出物を上書き保存した提出者は第三
の色であってもよい。
【０２３８】
　＜例示的なシステム＞
　図２２Ａおよび２２Ｂは例示的で可能なシステムの実施形態を示す。本技術を実施する
場合には、より適切な実施形態が当業者には明らかであろう。当業者は、他のシステムの
実施形態が可能であることもすぐに理解するであろう。
【０２３９】
　図２２Ａは、システムのコンポーネントがバス２２０５を用いて互いに電気的に通信す
る、従来のシステムバス・コンピューティングシステムアーキテクチャ２２００を示す。
例示的なシステム２２００は、処理ユニット（ＣＰＵまたはプロセッサ）２２１０と、リ
ード・オンリー・メモリ（ＲＯＭ）２２２０およびランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ
）２２２５のようなシステムメモリ２２１５を含む様々なシステムコンポーネントをプロ
セッサ２２１０に結合するシステムバス２２０５とを含む。システム２２００は、プロセ
ッサ２２１０に直接接続される、すぐ近くに、または一部として統合される高速メモリの
キャッシュを含みうる。システム２２００は、メモリ２２１５および／またはストレージ
装置２２３０から、プロセッサによる迅速なアクセスのためのキャッシュ２２１２へデー
タをコピーしうる。この方法では、キャッシュは、データの待機中、プロセッサ２２１０
の遅延を回避するパフォーマンスブーストを提供できる。これらのおよび他のモジュール
は、様々な動作を実行するように、プロセッサ２２１０を制御できる、または制御するよ
う構成されうる。他のシステムメモリ２２１５も同様に使用することができてもよい。メ
モリ２２１５は、異なるパフォーマンス特性をもつ複数の異なるタイプのメモリを含みう
る。プロセッサ２２１０は、任意の汎用プロセッサならびに、プロセッサとソフトウェア
命令が実際のプロセッサデザインに組み込まれる専用プロセッサとを制御するよう構成さ
れた、ハードウェアモジュールもしくは、ストレージ装置に格納されるモジュール１　２
２３２、モジュール２　２２３４、およびモジュール３　２２３６のようなソフトウェア
モジュールを含みうる。プロセッサ２２１０は、本質的に、複数のコアもしくはプロセッ
サ、バス、メモリコントローラ、キャッシュ、等を含む自己完結型のコンピューティング
システムであってもよい。マルチコアプロセッサは、対称型または非対称型であってもよ
い。
【０２４０】
　ユーザがコンピューティング装置２２００と情報を交換するために、入力装置２２４５
は、対話用マイク、ジェスチャもしくはグラフィカル入力のためのタッチセンサ式のスク
リーン、キーボード、マウス、モーション入力、対話、その他のような、任意の数の入力
メカニズムを表してもよい。出力装置２２３５は、当業者に知られた、１つ以上の多数の
出力メカニズムでもありうる。いくつかの例では、多様なシステムは、ユーザがコンピュ
ーティング装置２２００と通信するために複数タイプの入力を提供することを可能にする
ことができる。通信インタフェース２２４０は、一般に、ユーザ入力およびシステム出力
を調節し、管理しうる。任意の特定のハードウェア構成での操作に制限はなく、それゆえ
本明細書の基本的特徴は、それらが開発されるときに、改善されたハードウェアまたはフ
ァームウェア構成を容易に置換してもよい。
【０２４１】
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　ストレージ装置２２３０は、不揮発メモリであり、磁気カセット、フラッシュメモリカ
ード、半導体メモリ装置、デジタル多目的ディスク、カートリッジ、ランダム・アクセス
・メモリ（ＲＡＭ）２２２５、リード・オンリー・メモリ（ＲＯＭ）２２２０、およびそ
れらのハイブリッドといった、コンピュータによってアクセス可能なデータを格納しうる
ハードディスクまたは他のタイプのコンピュータ可読媒体でありうる。
【０２４２】
　ストレージ装置２２３０は、プロセッサ２２１０を制御するためのソフトウェアモジュ
ール２２３２、２２３４、２２３６を含みうる。他のハードウェアまたはソフトウェアモ
ジュールが考えられる。ストレージ装置２２３０は、システムバス２２０５へ接続されう
る。一態様では、特定機能を実行するハードウェアモジュールは、プロセッサ２２１０、
バス２２０５、ディスプレイ２２３５、およびその他のような、機能を実行するための必
要なハードウェアコンポーネントに接続されるコンピュータ可読媒体に格納されるソフト
ウェアコンポーネントを含みうる。
【０２４３】
　図２２Ｂは、説明された方法の実行と、グラフィカル・ユーザインタフェース（ＧＵＩ
）の生成および表示とに用いられうるチップセットアーキテクチャを有するコンピュータ
システム２２５０を説明する。コンピュータシステム２２５０は、開示された技術を実施
するために用いられうるコンピュータハードウェア、ソフトウェア、およびファームウェ
アの例である。システム２２５０は、識別された計算を実行するよう構成されたソフトウ
ェア、ファームウェア、およびハードウェアを実行することができる任意の数の物理的お
よび／または論理的な異なるリソースを表すプロセッサ２２５５を含みうる。プロセッサ
２２５５は、プロセッサ２２５５への入力および出力を制御しうるチップセットと通信し
うる。本例では、チップセット２２６０は、ディスプレイのような出力２２６５へ情報を
送信し、例えば磁気媒体および半導体媒体を含みうるストレージ装置２２７０への情報を
読み書きしうる。チップセット２２６０は、ＲＡＭ２２７５からのデータを読み、そこへ
のデータを書き込むことができてよい。様々なユーザインタフェースのコンポーネント２
２８５と連動するためのブリッジ２２８０は、チップセット２２６０と連動するために提
供されうる。そのようなユーザインタフェース・コンポーネント２２８５は、キーボード
、マイク、タッチ検出および処理回路、マウスのようなポインティングデバイス、などを
含みうる。一般に、システム２２５０への入力は、機械が生成した、および／または人間
が生成した様々なソースのいずれかから来うる。
【０２４４】
　チップセット２２６０は、異なる物理インタフェースを有しうる１つ以上の通信インタ
フェース２２９０と連動しうる。そのような通信インタフェースは、有線および無線ロー
カル・エリア・ネットワーク向け、ブロードバンド無線ネットワーク向け、並びにパーソ
ナルエリアネットワーク向けのインタフェースを含みうる。本明細書で開示されるＧＵＩ
を生成、表示、および使用するための方法のいくつかのアプリケーションは、物理インタ
フェースを通じて順序付けられたデータセットの受信を含み、プロセッサがストレージ２
２７０または２２７５に格納されたデータを解析することにより機械自身によって生成さ
れうる。さらに、機械は、ユーザインタフェース・コンポーネント２２８５を介してユー
ザから入力を受信し、プロセッサ２２５５を用いてそれらの入力を解釈することでブラウ
ズ機能のような適切な機能を実行しうる。
【０２４５】
　例示的なシステム２２００および２２５０は、１つ以上のプロセッサ２２１０を有する
か、またはより大きな処理能力を提供するためにお互いネットワーク化されたコンピュー
ティング装置のグループもしくはクラスタの一部でありうる。
【０２４６】
　本明細書で説明される工程、動作、機能、またはプロセスのいずれもが、ハードウェア
およびソフトウェアモジュールの組み合わせ、単体または他の装置との組み合わせによっ
て実行または実施されてもよい。一実施形態では、ソフトウェアモジュールは、クライア
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ント装置および／またはコンテンツ管理システムの１つ以上のサーバのメモリにあるソフ
トウェアであり、プロセッサがモジュールに関連するソフトウェアを実行する際に、１つ
以上の機能を実行しうる。メモリは非一時的コンピュータ可読媒体でありうる。
【０２４７】
　＜結論＞
　説明の明確化のために、いくつかの例では本技術は、装置、装置のコンポーネント、ソ
フトウェアで実施される方法の工程もしくはルーチン、またはハードウェアとソフトウェ
アの組み合わせからなる機能ブロックを含む個別の機能ブロックを含むものとして示され
てもよい。
【０２４８】
　上記に照らして、本発明は開示された特定の実施形態に限定されるものではなく、修正
および他の実施形態が添付の特許請求の範囲の範囲内に含まれることを意図されることは
理解されたい。特定の用語が本明細書で採用されるものの、それらは全体的で説明的な意
味のみで用いられ、限定の目的では使用されない。
【０２４９】
　説明の明確化のために、いくつかの例では本技術は、装置、装置のコンポーネント、ソ
フトウェアで実施される方法の工程もしくはルーチン、またはハードウェアとソフトウェ
アの組み合わせからなる機能ブロックを含む個別の機能ブロックを含むものとして示され
てもよい。
【０２５０】
　いくつかの実施形態では、コンピュータ可読ストレージ装置、媒体、メモリはビットス
トリームおよび類似のものを含むケーブルまたは無線信号を含みうる。しかしながら、言
及されたときには、非一時的コンピュータ可読記憶媒体は、エネルギー、キャリア信号、
電磁波、および信号自体のような媒体は明示的に除外する。
【０２５１】
　上述例に従う方法は、コンピュータ可読媒体に格納された、またはそこから利用可能な
コンピュータ実行可能命令を用いて実施されうる。そのような命令は、例えば汎用コンピ
ュータ、専用コンピュータ、または専用の処理装置が、所定の機能もしくは機能グループ
を実行させる、またはするように構成する、命令およびデータから成りうる。利用される
コンピュータリソースの一部は、ネットワークを経由してアクセス可能でありうる。コン
ピュータ実行可能命令は、例えば、バイナリ、アセンブリ言語のような中間フォーマット
の命令、ファームウェア、またはソースコードであってもよい。命令、使用される情報、
および／または上述の例に従う方法の間に作成される情報を格納するために用いられうる
コンピュータ可読媒体の例は、磁気または光学ディスク、フラッシュメモリ、不揮発メモ
リで提供されるＵＳＢ装置、ネットワークストレージ装置、およびその他を含む。
【０２５２】
　これらの開示に従い方法を実施する装置は、ハードウェア、ファームウェアおよび／ま
たはソフトウェアからなってもよく、様々なフォームファクタのいずれかを取ってもよい
。そのようなフォームファクタの典型的な例は、ラップトップ、スマートフォン、小型の
フォームファクタのパーソナルコンピュータ、パーソナル・デジタル・アシスタント、な
どを含む。本明細書で説明される機能は、周辺機器またはアドイン・カードにも組み込ま
れうる。そのような機能は、さらなる例として、異なるチップ間の回路ボード上、または
単一の装置内で実行している異なるプロセス上に実施されうる。
【０２５３】
　命令、そのような命令を運ぶための媒体、それらを実行するためのコンピューティング
リソース、およびそのようなコンピューティングリソースを支援するための他の構造は、
本開示で説明された機能の提供のための手段である。
【０２５４】
　様々な例および他の情報が添付の特許請求の範囲の態様を説明するために用いられたも
のの、当業者はこれらの例を使用して多種多様な実施を導くことができ、そのような例に
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おける特定の特徴または配置に基づいて、請求項の限定は暗示されるべきではない。さら
に、いくつかの主題は、構造的特徴および／または方法ステップの例に特有の言語で記載
されていてもよいが、添付の特許請求の範囲に定義された主題は必ずしもこれらの記載さ
れた特徴または動作に限定されないことを理解されたい。例えば、そのような機能は、異
なる方法で配信されてもよいし、本明細書で特定されたコンポーネント以外のコンポーネ
ントで実行されてもよい。むしろ、記載された特徴およびステップは、添付の特許請求の
範囲内のシステムおよび方法のコンポーネントの例として開示される。

【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】
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【図３】 【図４Ａ】

【図４Ｂ】 【図５Ａ】
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【図５Ｂ】 【図６】

【図７Ａ】 【図７Ｂ】
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【図７Ｃ】 【図７Ｄ】

【図８Ａ】 【図８Ｂ】
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【図９Ａ】 【図９Ｂ】

【図１０】 【図１１】
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【図１２Ａ】 【図１２Ｂ】

【図１２Ｃ】 【図１２Ｄ】
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【図１２Ｅ】 【図１２Ｆ】

【図１２Ｇ】 【図１３Ａ】
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【図１３Ｂ】 【図１３Ｃ】

【図１３Ｄ】 【図１３Ｅ】
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【図１３Ｆ】 【図１３Ｇ】

【図１４Ａ】 【図１４Ｂ】
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【図１４Ｃ】 【図１４Ｄ】

【図１４Ｅ】 【図１４Ｆ】
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【図１４Ｇ】 【図１４Ｈ】

【図１４Ｉ】 【図１４Ｊ】
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【図１５Ａ】 【図１５Ｂ】

【図１５Ｃ】 【図１５Ｄ】
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【図１５Ｅ】 【図１５Ｆ】

【図１６Ａ】 【図１６Ｂ】
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【図１７Ａ】 【図１７Ｂ】

【図１７Ｃ】 【図１７Ｄ】
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【図１８Ａ】 【図１８Ｂ】

【図１９Ａ】 【図１９Ｂ】
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【図１９Ｃ】 【図１９Ｄ】

【図１９Ｅ】 【図１９Ｆ】
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【図１９Ｇ】 【図１９Ｈ】

【図１９Ｉ】 【図１９Ｊ】
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【図２０Ａ】 【図２０Ｂ】

【図２１Ａ】 【図２１Ｂ】
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【図２１Ｃ】 【図２２Ａ】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年1月25日(2018.1.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータ実施方法であって、
　　コンテンツ管理システムが、第一のユーザアカウントから、１人以上の提出者からの
１つ以上のコンテンツアイテムを収集する際に使用するファイルリクエストを作成するた
めのリクエストを受信することと、
　　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストのための収集フォルダであ
って、前記第一のユーザアカウントに関連付けられた前記収集フォルダを作成することと
、
　　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストへのリンクであって、提出
者が１つ以上のコンテンツアイテムを前記ファイルリクエストに提出することを可能にす
る前記リンクを生成することと、
　を含むことを特徴とするコンピュータ実施方法。
【請求項２】
　前記コンテンツ管理システムが、生成済の前記リンクを１人以上の提出者へ配信するこ
とをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項３】
　　前記コンテンツ管理システムが、生成済の前記リンクを介して前記ファイルリクエス
トへコンテンツアイテムを提出するリクエストを受信することと、
　　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストに対する前記コンテンツア
イテムを前記収集フォルダに格納することと、
　をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項４】
　前記コンテンツアイテムを格納することが、
　　前記コンテンツ管理システムが、前記コンテンツアイテムに対する固有のファイル名
であって、前記ファイルリクエストに対する名前および前記提出者を識別する情報を含む
前記固有のファイル名を生成することと、
　　前記コンテンツ管理システムによって、前記固有のファイル名を用いて前記コンテン
ツアイテムを格納することと、
　をさらに含むことを特徴とする請求項３に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項５】
　コンテンツアイテムを提出するリクエストを受信することが、
　第二のユーザアカウントから前記リクエストを受信することを含むことを特徴とする請
求項３に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項６】
　前記提出者が前記コンテンツ管理システムの第二のユーザアカウントにログインし、前
記提出者を識別する前記情報が前記第二のユーザアカウントからのものであることを特徴
とする請求項４に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項７】
　前記提出者が前記収集フォルダに対する制限された権限を有し、前記制限された権限は
、前記ファイルリクエストへ１つ以上のコンテンツアイテムを追加するための提出権限を
有効にし、ある提出者に別の提出者が追加したコンテンツアイテムの閲覧を禁じることを
特徴とする請求項１に記載のコンピュータ実施方法。
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【請求項８】
　前記制限された権限はさらに、提出者に当該提出者が提出したコンテンツアイテムの閲
覧を可能にすることを特徴とする請求項７に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項９】
　前記制限された権限はさらに、提出者に前記第一のユーザアカウントによって権限が与
えられた１つ以上のコンテンツアイテムの閲覧を可能にすることを特徴とする請求項７に
記載のコンピュータ実施方法。
【請求項１０】
　前記ファイルリクエストへコンテンツアイテムを提出するリクエストが、
　前記コンテンツ管理システムが、前記提出者に関連付けられたクライアント装置から前
記コンテンツアイテムをアップロードすることを含むことを特徴とする請求項３に記載の
コンピュータ実施方法。
【請求項１１】
　前記ファイルリクエストへコンテンツアイテムを提出するリクエストが、
　前記コンテンツ管理システムが、前記提出者に関連付けられた前記コンテンツ管理シス
テムの第二のユーザアカウントから前記コンテンツアイテムをコピーすることを含むこと
を特徴とする請求項３に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項１２】
　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストを非アクティブ化することで
あって、前記非アクティブ化は、生成済の前記リンクを介して前記提出者が前記ファイル
リクエストにアクセスすることを禁じることをさらに含むことを特徴とする請求項１に記
載のコンピュータ実施方法。
【請求項１３】
　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストを再アクティブ化することで
あって、前記再アクティブ化は、生成済の前記リンクを介して前記提出者が前記ファイル
リクエストにアクセスすることを可能にすることをさらに含むことを特徴とする請求項１
２に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項１４】
　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストへの第二のリンクであって、
第二の提出者が１つ以上のコンテンツアイテムを前記ファイルリクエストに提出すること
を可能にする前記第二のリンクを生成することをさらに含むことを特徴とする請求項１に
記載のコンピュータ実施方法。
【請求項１５】
　コンテンツ管理システムであって、
　　プロセッサと、
　　プロセス実行可能命令を格納するコンピュータ可読記憶媒体と
　を備えるコンテンツ管理システムであって、
　前記プロセス実行可能命令は、プロセッサに、
　　第一のユーザアカウントから、前記コンテンツ管理システムに、１人以上の提出者か
らの１つ以上のコンテンツアイテムを収集する際に使用するファイルリクエストを作成す
るためのリクエストを受信させ、
　　前記コンテンツ管理システムに、前記ファイルリクエストに対する収集フォルダであ
って、前記第一のユーザアカウントに関連付けられた前記収集フォルダを作成させ、
　　前記コンテンツ管理システムに、前記ファイルリクエストへのリンクであって、提出
者が１つ以上のコンテンツアイテムを前記ファイルリクエストに提出することを可能にす
る前記リンクを生成させる、
　ことを特徴とするコンテンツ管理システム。
【請求項１６】
　前記コンテンツ管理システムが、生成済の前記リンクを１人以上の提出者へ配信するこ
とをさらに含むことを特徴とする請求項１５に記載のコンテンツ管理システム。
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【請求項１７】
　前記コンテンツ管理システムが、生成済の前記リンクを介して前記ファイルリクエスト
へコンテンツアイテムを提出するリクエストを受信し、
　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストに対する前記コンテンツアイ
テムを前記収集フォルダに格納することをさらに含むことを特徴とする請求項１５に記載
のコンテンツ管理システム。
【請求項１８】
　前記コンテンツアイテムを格納することが、
　　前記コンテンツ管理システムが、前記コンテンツアイテムに対する固有のファイル名
であって、前記ファイルリクエストに対する名前および前記提出者を識別する情報を含む
前記固有のファイル名を生成し、
　　前記コンテンツ管理システムが、前記固有のファイル名を用いて前記コンテンツアイ
テムを格納すること、
　を含むことを特徴とする請求項１７に記載のコンテンツ管理システム。
【請求項１９】
　コンテンツアイテムを提出するリクエストを受信することが、
　第二のユーザアカウントから前記リクエストを受信することを含むことを特徴とする請
求項１７に記載のコンテンツ管理システム。
【請求項２０】
　前記提出者が前記コンテンツ管理システムの第二のユーザアカウントにログインし、前
記提出者を識別する前記情報が前記第二のユーザアカウントからのものであることを特徴
とする請求項１８に記載のコンテンツ管理システム。
【請求項２１】
　前記提出者が前記収集フォルダに対する制限された権限を有し、前記制限された権限は
、前記ファイルリクエストへ１つ以上のコンテンツアイテムを追加するための提出権限を
有効にし、ある提出者に別の提出者が追加したコンテンツアイテムの閲覧を禁じることを
特徴とする請求項１５に記載のコンテンツ管理システム。
【請求項２２】
　前記制限された権限はさらに、提出者に当該提出者が提出したコンテンツアイテムの閲
覧を可能にすることを特徴とする請求項２１に記載のコンテンツ管理システム。
【請求項２３】
　前記制限された権限はさらに、提出者に前記第一のユーザアカウントによって権限を与
えられた１つ以上のコンテンツアイテムの閲覧を可能にすることを特徴とする請求項２１
に記載のコンテンツ管理システム。
【請求項２４】
　前記ファイルリクエストへコンテンツアイテムを提出するリクエストが、
　前記コンテンツ管理システムが、前記提出者に関連付けられたクライアント装置から前
記コンテンツアイテムをアップロードすることを含むことを特徴とする請求項１７に記載
のコンテンツ管理システム。
【請求項２５】
　前記ファイルリクエストへコンテンツアイテムを提出するリクエストが、
　前記コンテンツ管理システムが、前記提出者に関連付けられた前記コンテンツ管理シス
テムの第二のユーザアカウントから前記コンテンツアイテムをコピーすることを含むこと
を特徴とする請求項１７に記載のコンテンツ管理システム。
【請求項２６】
　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストを非アクティブ化することで
あって、前記非アクティブ化は、生成済の前記リンクを介して前記提出者が前記ファイル
リクエストにアクセスすることを禁じることをさらに含むことを特徴とする請求項１５に
記載のコンテンツ管理システム。
【請求項２７】
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　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストを再アクティブ化することで
あって、前記再アクティブ化は、生成済の前記リンクを介して前記提出者が前記ファイル
リクエストにアクセスすることを可能にすることをさらに含むことを特徴とする請求項２
６に記載のコンテンツ管理システム。
【請求項２８】
　コンテンツ管理システムであって、
　　少なくとも１つのプロセッサと、
　　第一のユーザアカウントから、前記コンテンツ管理システムによって、１人以上の提
出者からの１つ以上のコンテンツアイテムを収集する際に使用するファイルリクエストを
作成するためのリクエストを受信する手段と、
　　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストに対する収集フォルダであ
って、前記第一のユーザアカウントに関連付けられた前記収集フォルダを作成する手段と
、
　　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストへのリンクであって、提出
者が１つ以上のコンテンツアイテムを前記ファイルリクエストに提出することを可能にす
る前記リンクを生成する手段と、
　を含むことを特徴とするコンテンツ管理システム。
【請求項２９】
　前記コンテンツ管理システムが、生成済の前記リンクを１人以上の提出者へ配信する手
段をさらに含むことを特徴とする請求項２８に記載のコンテンツ管理システム。
【請求項３０】
　前記コンテンツ管理システムが、生成済の前記リンクを介して前記ファイルリクエスト
へコンテンツアイテムを提出するリクエストを受信する手段と、
　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストに対する前記コンテンツアイ
テムを前記収集フォルダに格納する手段と、
　をさらに含むことを特徴とする請求項２８に記載のコンテンツ管理システム。
【請求項３１】
　前記コンテンツアイテムを格納することが、
　　前記コンテンツ管理システムが、前記コンテンツアイテムに対する固有のファイル名
であって、前記ファイルリクエストに対する名前および前記提出者を識別する情報を含む
前記固有のファイル名を生成する手段と、
　　前記コンテンツ管理システムが、前記固有のファイル名を用いて前記コンテンツアイ
テムを格納する手段と、
　を含むことを特徴とする請求項３０に記載のコンテンツ管理システム。
【請求項３２】
　コンテンツアイテムを提出するリクエストを受信することが、
　第二のユーザアカウントから前記リクエストを受信する手段を含むことを特徴とする請
求項３０に記載のコンテンツ管理システム。
【請求項３３】
　前記提出者が前記コンテンツ管理システムの第二のユーザアカウントにログインし、前
記提出者を識別する前記情報が前記第二のユーザアカウントからのものであることを特徴
とする請求項３１に記載のコンテンツ管理システム。
【請求項３４】
　前記提出者が前記収集フォルダへの制限された権限を有し、前記制限された権限は、前
記ファイルリクエストへ１つ以上のコンテンツアイテムを追加するための提出権限を有効
にし、ある提出者に別の提出者が追加したコンテンツアイテムの閲覧を禁じることを特徴
とする請求項２８に記載のコンテンツ管理システム。
【請求項３５】
　前記制限された権限はさらに、提出者に当該提出者が提出したコンテンツアイテムの閲
覧を可能にすることを特徴とする請求項３４に記載のコンテンツ管理システム。
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【請求項３６】
　前記制限された権限はさらに、提出者に前記第一のユーザアカウントによって権限を与
えられた１つ以上のコンテンツアイテムの閲覧を可能にすることを特徴とする請求項３４
に記載のコンテンツ管理システム。
【請求項３７】
　前記ファイルリクエストへコンテンツアイテムを提出するリクエストが、
　前記コンテンツ管理システムが、前記提出者に関連付けられたクライアント装置から前
記コンテンツアイテムをアップロードする手段を含むことを特徴とする請求項３０に記載
のコンテンツ管理システム。
【請求項３８】
　前記ファイルリクエストへコンテンツアイテムを提出するリクエストが、
　前記コンテンツ管理システムが、前記提出者に関連付けられた前記コンテンツ管理シス
テムの第二のユーザアカウントから前記コンテンツアイテムをコピーする手段を含むこと
を特徴とする請求項３０に記載のコンテンツ管理システム。
【請求項３９】
　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストを非アクティブ化する手段で
あって、前記非アクティブ化は、生成済の前記リンクを介して前記提出者が前記ファイル
リクエストにアクセスすることを禁じることをさらに含むことを特徴とする請求項２８に
記載のコンテンツ管理システム。
【請求項４０】
　前記コンテンツ管理システムが、前記ファイルリクエストを再アクティブ化する手段で
あって、前記再アクティブ化は、生成済の前記リンクを介して前記提出者が前記ファイル
リクエストにアクセスすることを可能にすることをさらに含むことを特徴とする請求項３
９に記載のコンテンツ管理システム。
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